
    
      
        
      
    

  





























本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。


































　　PROLOGUE




「直継なおつぐ。右前方、注意っ！」

「よしきた、任せろっ」

　シロエの言葉に直継は叫び返すと、鈍い銀色の盾を掲げて〈人喰い草トリフイド〉をたたき落とす。

「主君っ」

　左から突出してきた緑色のうねる蔦つたを素早い一撃で牽けん制せいしたアカツキはそのまま身体を低く沈めながら、シロエを護衛する位置に入っている。

　ここは〈スモールストーンの薬やく草そう園えん〉。

　小規模なゾーンではあるが、古代の遊戯施設を含むために、周辺の廃墟とは違い、地形が変化に富んでいて戦闘が難しい。

「つか、多くねぇ？」

「直継がシモネタをいうたびに数が増えるんだ」

「俺のせいかよっ!?」

　直継のツッコミに答えず、シロエは青白い魔法の矢を作り出すと〈棘茨イタチブライアーウイーゼル〉に投射した。〈マインド・ボルト〉は〈付与術師エンチヤンター〉のもつ基本的な攻撃魔法で、単体の敵を打ち抜く精神力の矢だ。

　鋭い悲鳴を上げて跳ねる１メートルほどの齧歯類げつしるいを見ながらも、シロエは脳裏に浮かぶアイコンを観相イメージする。

　再使用規制リキヤスト時間・タイムを表現するために色を失ったアイコンは、砂時計のようにゆっくりと復活してゆく。アイコンが輝きを取り戻すまで、この呪文は使用不可能だ。しかし、シロエが使用できる呪文は他にも30種類近く存在する。

「ラッシュ！　アカツキは左翼攻略っ」

「了解っ」

「任せろっ」

　それにそれらが使用できないとしても、今のシロエにはふたりの仲間がいる。

「おらぁ、いっくぜぇ！　〈シールド・スマッシュ〉ッ！」

　苔に覆われた小径を鋭く前進して、盾を横薙ぎに払う銀鎧の戦士は直継。短い髪と陽気そうな瞳を持つ長身の男で、シロエの古くからの親友だ。

　職業は〈守護戦士ガーデイアン〉。敵の攻撃を一手に引き受ける戦士系３職のなかでも最大の防御能力を誇り、〈エルダー・テイル〉においては不ふ破わの盾たての異名を誇っている。

「……遅いっ」

　その直継の前進で生まれた空間を、燕つばめのような印象の少女が疾しつ駆くする。裂けたラグビーボールにガラスのような牙を生やした奇怪な生物が襲いかかるが、彼女は構えた小太刀で、駆け抜けざまに斬り捨てた。

　黒髪を風に舞わせる小柄な少女はアカツキ。

　シロエのことを「主しゆ君くん」と呼んで憚はばからない彼女もまた、彼の友人である。

　職業は〈暗殺者アサシン〉。一撃必殺の技を振るう凄腕の剣士。その物理攻撃力は12職中、最大を誇っている。

　そのふたりの動きに見ほれながらも、シロエは急いで前進する。

　シロエの職業は〈付与術師エンチヤンター〉。

　魔術師系３職のうちでは、補助魔法と状態異常バツドステータス魔法に特化した完全な支援職サポート・クラスだ。魔法系職業の常として防御力は心こころ許もとない。直継の頼りがいがある全身鎧フルプレートはともかくとして、アカツキが着ているような〈冒ぼう険けん者しや〉用の革鎧さえ着けることはできない。

　白衣じみた大きなローブマントの下は、ごく普通のチュニックシャツにズボンに過ぎないのだ。

　そんな、防御力に欠ける後衛のシロエが戦場で孤立することは望ましくない。かといって、敵の範囲攻撃魔法を考えると、前線に接近しすぎるのも危険だ。背後からの奇襲を警戒しながら直継やアカツキとの一定の距離を保つ方が得策ということになる。




　もちろんこの〈スモールストーンの薬草園〉はそこまで難易度の高いフィールドゾーンではない。

　現れるモンスターも〈人喰い草トリフイド〉や〈棘茨イタチブライアーウイーゼル〉、〈毒翅蛾ヴエノムモス〉など、レベルは高くても50程度にすぎない。

　シロエたち３人はレベル90の〈冒険者〉だ。

　ＭＭＯ－ＲＰＧ〈エルダー・テイル〉の世界において、ほとんど最高クラスの能力を持っている。いくらシロエの防御能力が低いとはいえ、これだけのレベル差があるとそうそう被害を受けることはない。

　そもそも、直継は数が多いというが、10や20の〈人喰い草トリフイド〉など、３人のうち誰だって、たったひとりで蹴散らすことができる程度の敵である。

（とはいえ、まぁ。今のところはね）

　先ほどから、余裕ぶって軽口を叩いているが、直継やアカツキの表情だって真剣だ。

　戦闘というのは、恐ろしいものだ。

　いくら強化された肉体を持っていて、アイコンから魔法や剣技を駆使できるとはいえ、モンスターと対たい峙じするのは恐怖を伴う。

　大地を踏みしめる両脚も、杖スタツフを構える両手も、自分自身のものなのだ。頰を撫でる風も、耳障りな怪物どものうなり声も、血管を駆けめぐるアドレナリンも、シロエ自身のものなのだ。

　突然目の前に突き出されるかぎ爪や牙、襲いかかってくる炎や酸のかたまり。前線でそれらをかわし、あるいは受け止めるのは、想像以上に大変だ。それらを乗り越えるためには、場数しかないだろう、というのが３人の出した結論である。

「右っ！」

「あいよっ」

　険しい顔をしながらも、シロエの警告方向を素早く確認して、直継は右手に構えた長剣ロングソードを叩きつけた。その一撃は、命中はしないものの、〈棘茨イタチブライアーウイーゼル〉への牽制になったようだ。

　緑の棘を突き出したイタチは、真っ赤に染まった瞳でにらみつけながら、２回、３回とボールのようにうなって距離を取った。

　この攻撃もそうだった。

　シロエたちは90レベルの〈冒険者〉だ。本来であれば、こんな48レベル程度のモンスター相手に「攻撃失敗」することなど、あり得ない。

　こんな所にも、連携訓練の不足が見て取れる。

　身体が90レベルの〈冒険者〉であっても、今はその能力を満足に使いこなせないのだ。

「〈ナイトメア・スフィア〉っ！」

　それならそれなりの対応をすべきだと結論したシロエは、範囲魔法を投射する。〈ナイトメア・スフィア〉は〈付与術師エンチヤンター〉のもつ範囲攻撃呪文だった。

　とはいえ、そのダメージは小さい。

　そもそも〈付与術師エンチヤンター〉はダメージ呪文は不得意で、同レベルの他の職業に比べて、自力で出せる攻撃呪文が弱いことで知られているのだ。その証拠に、シロエの放った呪文は、頼りない放物線を描いて、イタチや歩きまわる植物の群れの中央に着弾し、一気に破裂するが、たいしたダメージを与えた形跡はない。

　半分程度のレベルのモンスターさえ、一撃で倒せない。ダメージの小さな攻撃手段しかもち合わせていないのが〈付与術師エンチヤンター〉という職業なのだった。

〈付与術師エンチヤンター〉は、そのせいもあって〈エルダー・テイル〉においてはずいぶんと不人気な職業であった。

　ゲーマーという人種は、ゲームにおいて相当に非情である。プログラムという計算式に制御された世界において、数値は絶対的な意味をもつ。ゲームであっても、ゲームだから一層、そこにあるのは非情な格差社会なのである。

「優遇されている」などと囁かれる人気の職業と、不遇な職業の評判の差は、大きい。

　しかし、通常のゲーマーには不評でも、シロエ自身は自分の職業に不満を持っていた訳ではなかった。優れた能力など、あるならあるでそれにこしたことはないが、ないならないなりにどうにか都合をして楽しもうというのがシロエのプレイスタイルであり、事実、それで困ったことなどなかったのである。

　それに、シロエは〈付与術師エンチヤンター〉が好きだった。

　そのままならなさも、弱さも。そして、秘められた大きな可能性も。「ひとりでは何もできない」という、シロエ自身の欠点とうらはらなその設計思想を、気に入っていた。




　シロエの放った〈ナイトメア・スフィア〉は、その攻撃範囲内に無色透明の精神波動を撒き散らした。範囲内にいた十数体のモンスターは、その波動に巻き込まれ、ショックを受けたように移動スピードが極度におちる。

　移動速度低下の状態異常バツドステータスだ。

〈ナイトメア・スフィア〉は短時間だが、目標に対して、移動速度を低下させる効果を付与する。

「お！　これ、狙いやすいなっ！」

「感謝するぞ、主君」

　ふたりの明るい声が響く。３人が今相手にしている敵は、〈人喰い草トリフイド〉と〈棘茨イタチブライアーウイーゼル〉である。見た目は非常にグロテスクだったり威圧的だが、どちらもそのサイズは１メートル前後にすぎない。

　攻撃のリーチでいえば、剣や刀を持った直継たちの方が圧倒的に有利だ。

　その移動速度が鈍ったのならば、あとは恐れず接近して、攻撃を命中させるだけである。

「よいせ！　１個ぉ！」

「こちらもだっ」

「やるな、ちみっこ!?」

「ちみっこいうな、バカ直継っ！」

　もとより暗いことばかり考えている仲間たちではない。

　むしろ標準以上に明るくてタフな直継と、普段は言葉が少ないクセに、その直継相手には１歩も引かないアカツキだ。

　きっかけとちょっとした手助けがあれば、みるみるうちにモンスターを倒しはじめる。シロエはそんなふたりをうしろからフォローして、ときにふたりが討ちもらしたモンスターを、魔法で拘束したり、一撃を加えればよいだけだ。

　移動速度低下が戦闘を有利に進めるとわかった以上、シロエのほうにも、それなりのやりようはある。〈ナイトメア・スフィア〉や〈アストラル・バインド〉などの拘束呪文で敵の能力を制限して、前衛のフォローに徹する。

　考えてみればなんということはなく、それはこれまでもさんざんやってきた、基本的な戦闘方法だった。

（まぁ、こんな格下相手にいつまでも手こずってちゃいられない。今日中に試したいフォーメーションだってあるんだしさっ）

　シロエはそんなことを考える。

「よっこいせぇ！」

「はっ！」

　鋭いかけ声。直継もアカツキも、ベテランのプレイヤーだ。

　きっかけひとつで、チームワーク重視のコンビネーションに切り替える。もう、先ほどまでの戸惑いもない。

「これで、終しまいか？」

　直継が大きく片手剣を振り回して、血液を拭ぬぐうと鞘さやに収める。

　気が付けば戦闘は終わっていたようだ。

　シロエはその言葉に頷うなずきながら、杖スタツフを下ろして待機状態の呪文をキャンセルした。

「いっぱい倒したな」

「一応周辺に敵影は見えないね。ちょっと見張っておいたほうがよいかな。──悪いけどふたりで回収しちゃってくれる？」

　シロエは返事をしてから、周辺警戒をはじめる。

　脳裏の警告アイコンはその赤い色を、落ち着いたマリンブルーに変える。戦闘状態解除という訳だ。

　直継とアカツキは、倒したモンスターから戦利品を獲ようとしているようだ。毛皮をはぎ取るつもりなのだろう。

　この数週間で身についたサバイバル感覚だ。

　幸い、陽はまだ高い。

　変へん事じを見逃す可能性は低いだろう。シロエは、腰に着けたマジック・バッグから水筒を取り出すと１口飲んで、耳を澄ませて警戒をはじめる。（まったくなぁ。１番暗いのは僕だってのな）

　深いため息。




　見下ろせば、白いローブマントの裾。野外向きの厚手の生地でできた、それでも上等なズボン。記憶が正しければ、〈雷蹄鹿サンダー・エルク〉の革でできた、柔らかくて履き心地のよいショートブーツ。

　手に持っているのは、なんと杖スタツフだ。

〈思慮する木菟みみずくの杖つえ〉──魔法威力と詠唱速度を増加する、レアアイテム。シロエの財産だ。

　その長さは２メートルほどで、シロエの身長を越えている。

　なかなかに神秘的で印象的なデザインだ。格好良いとも思うのだが、その「格好良さ」は現実世界のそれではなく、ゲームなどの世界に感じるそれである。




　シロエたちが〈大だい災さい害がい〉と呼びはじめたあの日の出来事を境に、すべてはすっかり変わってしまった。

　英雄的な壮そう麗れいさも甘さもない。皮肉で、泥まみれで、どこまでもどこまでもシビアな──「もうひとつの」の現実。

　その「現実」はつまり、シロエたちがさっきまで戦っていたモンスターであり、耳を澄ましているこの緑豊かな滅びの廃墟であり、がっつんがっつんと鉈なにを振り下ろして、獲物を解体している仲間たちだったりする。

　肌寒いほどの森を渡る風も。

　まだ肌に粟あわ立だちとして残る戦闘の恐怖も。

　いまとなっては、それら全てが、シロエの属する「現実」。

　シロエたちは、ゲームだったはずの〈エルダー・テイル〉の中に閉じ込められてしまったようなのだ。すべてが変わってしまった、あの〈大災害〉の日から。

（ま、こうやって戦闘もできる。戦えば多少の金貨は手に入るし、寝床だって待っている。それに、直継とアカツキに巡り合えた。その意味じゃ、恵まれてるんだけどな、実際）

　ため息を途中停止して、シロエは暗くなりかけた自らの思考を、強引に方向転換する。

　脳裏に浮かんだのは、〈大災害〉のあの日。アキバの街にうずくまった、無数のプレイヤーたちだった。あんな風に無気力の泥沼に沈みたくはない。

　シロエはあたりの気配をさぐりながらも、〈大災害〉が起きたあの日のことを思い出していた。


































　　▼１




　想像どおりの場所にあった高さ数メートルの切り株を回り込み、記憶どおりの場所にあった２階建てのビルの角を曲がる。

　大地には緑の苔こけが広がり、かつてそこにあったアスファルトは所々に顔を出すばかりだった。巨大な古代樹に絡みつかれ、あるいは貫かれたビルが林立する廃墟を、シロエは駆け抜ける。

　初めて見る、しかし見覚えのある光景の中を、彼は飛ぶように走ってゆく。

　道ばたには、うずくまった人影。

　その人影は、おそらくシロエと同じ立場の〈冒ぼう険けん者しや〉だ。

　彼らのうめき声や叫び声が、シロエの喉元までせり上がった恐怖心を、無理矢理に落ち着かせる。

　それは、いってしまえば見栄だ。

「なんだよ……っ」

「お、俺っ。おかしい、なんだコレっ!?」

「だ、誰か出てこいよっ！　責任者、おいっ！　聞いてるんだろうっ!!」

　彼らから聞こえる瀕ひん死しの動物のような悲鳴。

　余りにも情けないそれが、シロエにわずかばかりの冷静さをもたらしている。あんな悲鳴をあげたくはない。そんな気持ちだけが、シロエを今、走らせていた。

（身体は思いどおりに動く。……違和感があるのは、手足のサイズが微妙に違うせいみたいだな……。大きい差じゃなくて良かったけど）

　目の前に広がっているのは秋ア葉キ原バの街。

　いくつもの廃ビルがアスファルトのあちこちから旺盛に伸びるツタに絡みつかれ、精霊力の恵みを受けた古代樹と融け合った、多くのプレイヤーの本拠地ホームタウン。今や郷きよう愁しゆうを覚えるほどに慣れ親しんだ──〈エルダー・テイル〉日本サーバー最大の街だ。

「アキバ？　──ふざけんなよっ！　俺の頭がおかしくなったのかよっ！　誰か、誰か答えろっ！」

　辺りにうずくまっていた男たちが声を上げる。誰も彼もが、たっぷりした布の衣服や、あるいは鎧をまとった中世ファンタジー世界の住民の姿をしている。

　それもそのはずだ。

〈エルダー・テイル〉は世界最大級の大規模オンラインゲームであり、剣と魔法の世界をモチーフにしている。

　だが、それはあくまでゲームとして、だったはずだ。

　シロエの頰を撫でる風はあくまで冷たく、水気を含んで、深い森林の中にいるように爽やかだった。

　乾燥してどこか肌を刺すような、シロエの住む〝東京〟のそれとは違う空気。緑の匂いの混じる風が、この場所はシロエが慣れ親しんでいた世界ではないと告げている。

　シロエは頭を振って思い出す。

　自分は〈エルダー・テイル〉をプレイしていた。

　自宅のデスクに向かって、液晶モニターに映るゲームを楽しんでいたのは思い出せる。

〈エルダー・テイル〉は実に20年もの歴史を誇る古参タイトルだ。もちろん内容やゲームの描写エンジンは度重なるバージョンアップで最新のモノと何度も交換されていたが、長い運営の蓄積から来る豊富なデータや奥深いゲーム性といった要素が、ユーザーからの人気を博している。

　今日はそんな〈エルダー・テイル〉に12番目の拡張追加パックが当てられるという記念すべき日だったはずだ。あらかじめダウンロードされたデータは今日を境に解禁となり、〈エルダー・テイル〉の世界には新しいアイテムや新しいゾーン、新しいモンスターや戦い、そしてなによりもレベル上限の上昇がもたらされる。

　今日は拡張パックの導入当日ということもあり、ゲーム世界には数多くのプレイヤーが接続をしていたはずだ。確実な調査方法はないが、シロエの友人も大勢接続していたのは、フレンド・リストで確認している。

　シロエは〈エルダー・テイル〉ではベテランプレイヤーに当たる。

　中学生のときにこのゲームをはじめ、８年はこのゲームで遊んでいる。

　日本人だけで10万人以上。世界中では２０００万を超える愛好者のいる、この巨大なネットワークゲームは、本当に長い間シロエを魅了し続けてきた。

　シロエ自身はといえば、もちろん今回の追加パックを楽しみにはしていたものの、それでも新人のようにはしゃぐのは気がひけて、いつもどおりに過ごそうと決めていた。最近面倒を見ていた双子と共に初心者エリアで狩りの練習をして、ちょっとしたアドバイスをしたり、アイテムの説明をしていたりしたはずだ。

　だが記憶はそこで断絶をみせる。

　なにかのデモを見たような記憶はある。

　黒い画面に、輝く炎の文字。

　高速にスクロールするアスファルトのように粘着質の闇を湛たたえた空と、その漆しつ黒こくを切り抜いたような白い月。

　しかし、それだけだ。

　そして今、シロエはアキバの街を走っている。現実化した、自らの両脚で、大地を蹴りながら。




　木もつ琴きんを鳴らすような軽快な音が耳元で響いた。

　その聞き覚えのあるチャイムは、念ねん話わの到着を知らせる合図だ。

　シロエは、目を細めるように額に意識を集中すると、脳裏に浮かんだメニューを〝選択セレクト〟する。このゲームの世界に飛ばされて、最初のパニックをやり過ごしたあとに、すぐに覚えた操作だった。

「シロ、まだかっ？」

「もうすぐつくっ」

　なつかしい親友の声を耳にしながら、シロエは再び崩れ落ちそうなビルの廃墟を右折した。

　穏やかな風の運ぶ湿った匂い、そして木々の梢を通り抜ける涼やかな音色。そして、眩まぶしい光。

　それは初夏にだけ見られるような重さを感じさせない輝き。

　ひんやりした風の中で、陽光の熱というよりは、ただひたすらに白く弾けるような輝きを運んでくる、純粋で──圧倒的な光量。

　街はその初夏の光に照らされて、黒土とアスファルトに覆われた大通りには、古い巨木とビルが黒々と影を落としている。その美しいコントラスト。

　シロエの目の前に広がっているのは、何度も何度も見た、ゲーム世界のホームタウン、アキバの街の光景。

　しかし、それはゲームではあり得ないような、圧倒的な現実感を持ってシロエを包み込んでいた。

　シロエは、その景色の中を、自らの脚で駆けているのだ。

　一歩踏みしめるごとに、濡れた苔が靴底で潰れ、滑るのを感じる。運動によって体温の上がった身体の隅々まで、心臓が力強く血液を送り出しているのを感じる。

　疑うことなどできない、それは現実だった。




　街はシロエが覚えているとおりのアキバの街だった。

　崩れかけた廃墟も、建て増しを重ねたバラックの酒場も、路上に根を張った古木もそのままに、緑の森に飲み込まれつつ共存する古代人の聖地というゲーム設定、アキバ。

〈弧状列島ヤマト〉の東部、〈自由都市同盟イースタル〉におけるプレイヤーの本拠地ホームタウンにして、〈エルダー・テイル〉日本サーバーの中心都市。

　中央通りを駆け抜けて、３階建ての宿屋兼酒場の角を曲がる。

　崩れかけた廃墟は、コンクリート製のビルである。スフテック、ヤシカヤマ電器、クルタタワーなど、現実世界の秋葉原を思わせるさまざまなビルや名所が、〈エルダー・テイル〉内では旧世紀の廃墟として再現されているのだ。

　この世界には、旧世紀の遺産があちこちに眠っている。それは巨大な地下遺跡や天を衝く塔だったりもするが、このアキバの街も遺産そのものだ。

　瓦礫になりかけたコンクリートの巨大建造物に、丸太作りの建物が張りつくように建て増しされ、それらすべてが古代樹の懐に抱かれている不思議な光景。

　目的地にたどり着いたシロエを、直なお継つぐは崩れたコンクリートの塊から腰を上げて出迎えてくれた。

　窓ガラスなど残ってはいない、ぽっかりと開いただけの隙間から斜めに差し込む光が、ゲーム画面なんて目じゃないほどの高精細な印象でふたりを照らし出していた。




　直継は青ざめた顔で、それでもにやりと笑うと軽く剣の柄つかを叩く。

　身長は１８０センチをちょっと超えるくらい。がっしりとした身体つき。地味な色合いの、だが恐ろしく頑丈そうな鋼鉄の鎧を着け、盾を背負った古ふる強つわ者もの然とした戦士──それが今の直継だった。

「おうっ！　シロ」

「直継。その……おはよう」

　直継の挨拶に、シロエはなんと答えればよいかわからず、つい、素そっ気けないような言葉を選んでしまった。

〈エルダー・テイル〉には標準でボイス・チャット機能が搭載されていた。ゲームをしながら、パソコンに接続されたマイクとスピーカーによって携帯電話のように仲間と会話ができるのだ。もちろん音声による会話を嫌って文字によるチャットにこだわるユーザーもいたけれど、シロエと直継はそうではなかった。

　だから、シロエは直継の声をよく知っているし、覚えている。

　葉は瀬せ川がわ直継。

　それは、シロエがこのゲームで頼れるヤツと聞かれて真っ先に思い浮かべるひとりだ。

　オンラインゲームとは、インターネット回線を通じて遊ぶゲームのことである。〈エルダー・テイル〉はその中でもMassively Multiplayer Online、もしくはMassively Multiuser Onlineと呼ばれる種類のゲームだ。数百～数千のユーザーがひとつのゲーム空間にアクセスし、同時にプレイを行なうゲーム。つまり、ゲーム世界の中で、無数の他のプレイヤーと出会い、協力や競争を繰り広げながら遊ぶように設計されたものを指すのだ。

　その〈エルダー・テイル〉を長年やってきたシロエにとって、当然ながらゲーム内部での知人は、少なくない。

　しかし、ゲーム内部での知人は、ゲーム内部での知人だ。もちろん遊び方や個人の考え方にもよるだろうが、身元をオープンにして遊んでいるユーザーはほとんどいないだろう。

　２０００年以降増加を続けるネットワーク犯罪に対して、個人情報を守るのは、もはやネット社会で生きるための常識だといえる。

　だが、だからといって、友人が作れない訳ではない。

　直継はシロエの本名を知っている──それはつまりシロエが現実世界の連絡先を直接教えて、しかもゲームだけではなく現実にも顔を合わせたことがある、数少ないプレイヤーだということだ。

　その直継の声を聞いて、シロエはほっとしてしまった。

　オフラインで顔を合わせたこともあるけれど、それより何十倍もの時間をモニター越しのバカな会話に費やした。直継とシロエは〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉でいくつもの昼と夜を越え、いくつもの辺境のゾーンを旅し、いくつもの戦場を駆け抜けた。この〈エルダー・テイル〉においてもっとも親しいプレイヤーのひとりだ。

　さんざん能天気な話をした。

　ゲームで知り合った友人とは思えないような、くだらない打ち明け話をしたときもある。

　シロエにとって直継というのは、この明るくもたのもしい声なのだ。




「どうなってんだよ。俺がいない間に〈エルダー・テイル〉はこんなに進歩しちゃったのか？　正直引くくらいすごいんだけどさ。パーティクルとかレンダリングエンジンの改良とか、越えちゃってない？　てか、どんな冗談だ、これ」

　直継は、大きな口をへの字にしてシロエに問いかける。

　減らず口ばかりをたたく陽気な声も、今は幾分へこたれ気味だ。

「まいったね、こりゃ、さ」

　シロエは曖あい昧まいに頷くと、手に持った杖スタツフをかざしてみせる。

（おいおい、杖スタツフだよ。杖スタツフ）

　それはファンタジーゲームにありがちな、シロエの肩ほどの高さがある木製の棒だった。ねじ曲がった木の枝をそのまま磨き上げて、金属の装飾的な補強具をはめ込んだような──見るからに魔法使いの道具としての〝杖スタツフ〟だ。

　こんなもの、現実世界でお目に掛かるためには、コスプレショップへ行く以外にはない。

　シロエの無言の指摘に気が付いたのだろう。

　直継も、自分の姿を確かめるように俯うつむく。

　どう見ても数十キロはありそうな、鋼鉄製の重装鎧に身を包んでいる。背中には盾、腰には装飾を施した鞘に収められた剣。直継の姿だって、ファンタジーな物語に出てくる戦士そのままだ。

「まぁ、俺の格好だって、コスプレか」

「そうだよ」

　ふたりは、まだ明るいとまではいえないが、それでも小さくない声で笑い合った。




「それにしても、お前……。まんまな」

「そっちこそまんまだよ」

　お互いの姿をじろじろと確認し合う。

　シロエたちの姿は基本的に〈エルダー・テイル〉のゲームキャラクターそのままだ。

　元はポリゴンで作られた実写にはほど遠いグラフィックでしかなかった〝ゲームのキャラクター〟の姿。だが現在では、ふたりの姿は完全に実在物として、現実と同じだけのディテールを持って存在している。

　しかしよくよく見ると、ゲームを現実化しただけという訳でもなさそうだ。〈エルダー・テイル〉におけるもともとの姿形は、ゲームということもあって、男女ともにかなり美形にデザインされている。

　ゲームである以上、お金をはらってプレイするユーザーに、好きこのんで不細工をやりたがる人は少ない。格好よいモデリングというのはユーザーの需要に応えた当然のマーケティングである。

　だがしかし、直継の風貌は、ただ〈エルダー・テイル〉のハンサムなポリゴンモデルを現実化したというだけではなく、実際に何度か顔を合わせた現実世界の直継の面影をとどめているようにみえる。

「直継の顔、直継っぽいぞ？」

　ゲーム内では目立っていた眉を縦断する古傷は消え、現実の直継にあった明るい瞳と、ややたれたまなじり、年の割には少年っぽい笑みがくちびるに浮かんでいる。

「お前だってそうだぜ、シロ。目つきの悪い三さん白ぱく眼がんで、眼鏡をかけた秀才風だ」

　確かに昔からそんな風に知り合いにはいわれていた顔だが、その特徴が今ではこの身体にも現れているらしい。シロエはそんな風に考えながら、直継と何度も交わした「ほっといてくれないかな」という、おきまりの切り返しをする。




「どうなってんだよ。知ってることがあったら教えろよ。〝腹ぐろ眼鏡〟」

「教えたいのは山々なんだけど、僕だってなにも知らないんだよ」

　シロエたちは崩れたコンクリートの塊を蹴飛ばして座った。シロエだって今の状況を説明できる手持ちの情報は多くない。

　この場所はさっきシロエが意識を取り戻した街の外れよりもずいぶんアキバの中心部に近い。耳を澄ませば、その中心部の騒ぎが幽かすかな響きとなって聞こえてくる。




「まず、は。夢じゃない。と」

「うん」

　シロエは直継の問いに頷く。

　気が付いたら、見覚えのある──しかし現実には存在しないはずの場所にいて、どうやらそこは慣れ親しんだゲームの世界のようだった。〈エルダー・テイル〉は剣と魔法の世界を舞台にしたファンタジーゲームだ。プレイヤーは自分の分身とでもいうべき、〈冒険者〉のキャラクターを作り、その姿をもってゲーム世界の冒険を行なう。

　今、シロエが自分のものとしてあつかっているこの身体は、ゲームでシロエが使用していた〈シロエ〉のものだ。

　しかし、風貌などには現実世界のシロエの面影が現れているらしい。

「ステータスは？」

「見た」

〈エルダー・テイル〉がゲームである以上、〈冒険者〉にはさまざまな能力が数値的に設定されている。力の強さや体力などだ。ゲームでは、それらのステータス表示や各種行動は、メニューやアイコンから選択する方式だった。

　今、この世界では、普通に見回していてもゲーム的な表示を見ることはできない。額の辺りに意識を集中すると、視界に二重写しのようにさまざまなデータ表示やアイコンが現れる。カーソルを意志の力で動かしてそれらを選択すれば、各種操作ができるというのは、ふたりとも意識を取り戻して30分ほどあとには気が付いていた。

「念ねん話わ機き能のう」に気が付いたのは、その直後だ。この機能は同じ時間にゲームをプレイしている知人に連絡を取る機能だ。〈エルダー・テイル〉の世界内で離れた知人と連絡を取るための、いわば携帯電話のような役目を持っている。

　連絡が取れるのはフレンド・リストに登録をした知人のみ。

　額に意識を集中して、慣れない操作に必死になって見つめたフレンド・リストに、直継の名前を発見したシロエは驚きとなつかしさの余り声を上げてしまったほどだ。

　直継は、シロエからの連絡に驚いたが、近くの廃墟で合流することにあっさり合意してくれた。




「……」

「……」

　ふたりの間に流れる沈黙。お互いになにから話せばいいのか考えている。でも、だとすれば答えは明白だ。直継よりもシロエの方がまだ事情に明るいといえるだろう。シロエが知る限り、直継はこの２年〈エルダー・テイル〉へはアクセスしていないはずなのだから。

　シロエは自分が知っている限りのことを直継に話した。

　とはいっても、それはけっして多くはない。

　直継がゲームを休止していたはずの２年間の話はいくらでもできたが、今こうしてとんでもない事件に巻き込まれた背景や原因などは、シロエにもさっぱりわからないのだった。

　わかっているのは、拡張パック〈ノウアスフィアの開かい墾こん〉が導入されようとしていたこと。街の近辺で新人プレイヤーと遊んでいたら、こんな事件に巻き込まれたということ。ここが〈エルダー・テイル〉世界における開始地点〝アキバの街〟にそっくりで、どうやら自分たちはゲーム世界の自分のキャラクターの身体を持っているらしいということ。加えていえば、その装備や財産を受け継いでいること。

（そういえば、あの双子はどうなったかな？　──あとで確認しなきゃ）

　しかし、今回の現象の原因についてはまったく知識がないこと。




　直継はシロエが話している間、静かにそれを聞いていた。いくつかの知らない話題に関しては質問をしたが、自分の意見は差しはさまなかった。

　シロエは喧けん噪そうを好まない。賑にぎやかなのはけっして嫌いではないが、無秩序な騒ぎを好きになれない。直継は確かに陽気でお調子者だったが、人の言葉に耳を貸せないほどバカではない。

　ふたりの性格は違ったが相性は不思議と良かった。たぶん、お互いが相手に合わせられる余裕を持っていたからだろう。




「はぁん。んー。異世界ね。──異世界、巻き込まれ。現実化……か」

「で、直継はどうしたの？　復帰したの？」

　シロエの質問に、直継が口を開く。

「ああ。新しい拡張が来るって聞いたからな。仕事も一段落したことだし、様子を見にきてみるかと思ってログインしてみたんだけど」

　──復帰。

（直継は戻ってきたんだ。戻ってこようと、したんだ……）

　シロエはそう思う。

　直継はシロエよりふたつ年上のはず。

　そもそも、シロエと直継との出会いは４年ほど前になる。

　当時のシロエも〈エルダー・テイル〉ではすでに古参プレイヤーだった。中学生の頃からパソコンを操る少年は当時から珍しくはなかったけれど、シロエはその中でもとびっきりのインドア派だった。もう少し具体的にいうならば、アウトドアに出て行っても精神的にはインドアという──つまり「大勢の中でもひとりで過ごす子」だった。

　高校に上がり、大学に進学してもその趣味は続き、毎日のように仮想空間での旅を繰り返していたのだ。

〈エルダー・テイル〉はすでにその頃からオンラインゲームの中では一種別格の地位を持っていた。歯ごたえのある本物のゲームがしたければ〈エルダー・テイル〉をやれ。ゲーマーの間ではそう評価されるほどのゲームだった。

　たとえば、この〈エルダー・テイル〉には〈ハーフガイア・プロジェクト〉などという気き宇う壮そう大だいな計画があった。冗談みたいな話だが、２分の１サイズの地球を作るプロジェクトだ。

　日本サーバーでプレイしているプレイヤーの初期開始地点「アキバの街」は、日本列島の東京の位置にある。北米サーバーは「ビッグアップル」と「サウスエンジェル」が初期の開始地点だ。日本サーバー、北米サーバーなどという呼称は便宜的なものだ。これら互いに接続された複数のサーバーによる有機的なネットワークは、理論的には別の大陸にでも世界の果てまででも、旅することを可能にさせている。つまり一般的なＭＭＯでは難しい、他のサーバーへの移住が可能だということが〈エルダー・テイル〉の〝売り〟のひとつだった。

　もちろん〈ハーフガイア・プロジェクト〉というのは、ゆくゆくの目標であり、現状ではこのゲーム内〈ガイア〉は、現実の地球のすべてが再現されている訳ではない。

〈エルダー・テイル〉において、世界はゾーンという単位で区切られて表現されている。ゾーンとは一定の面積や範囲をゲーム的に表現する単位だ。

　たとえば広大なフィールドゾーン「フジ樹海」のように凶悪なモンスターが出現する場所もあるし、ダンジョンゾーン「シンジュク駅ビル廃墟」のような冒険の舞台や、市街ゾーン「アキバの街」のような非戦闘地帯もある。

　さらにいえば、たとえばホテルの一室のような小さなゾーンもあるのだ。ゾーンによっては売りに出されていて、けっこうなゲーム内通貨を積めばオーナーになれる場所もあった。

　ゾーンとゾーンはさまざまな方法で繫がっている。フィールドゾーン同士は、その境界線で継ぎ目なしに隣接ゾーンに繫がっているために、自分が今現在、正確にはどのゾーンにいるか余り意識しない。

　移動していたらいつの間にか隣接するゾーンへと切り替わっているといった具合だ。

　明確に隔絶されている場合もある。たとえばある建物や部屋などがゾーンとして単独で存在している場合、ドアや門などが接続点として機能していることがほとんどだ。

　シロエの知っている限り日本サーバーの管理しているゾーンはすでに数万を超えている。

　そこまで肥大しきり、開発会社が複数の下請けを使い世界各国で展開している巨大なゲームにおいて、シロエのように「古参で相応の知識がある人物」というのは、それだけで便利で頼りがいがある存在だ。

　だからシロエはそのプレイ歴において、あちこちのギルドから誘われたし、お試しのようにほんの短期間、在籍したこともある。

　ギルドというのは〈エルダー・テイル〉におけるコミュニティの代表的な形式で、複数のプレイヤーが所属するチームのことだ。

　ギルドに所属するプレイヤーにはゲーム内銀行にギルド専用の共用口座が与えられ、貸金庫によりアイテムの受け渡しも簡単になり、いくつかの便利なサービスも受けられる。ギルドのメンバー同士は連絡を取りやすいし、なにより冒険に出掛けるときに声をかけやすい。

　だから〈エルダー・テイル〉のプレイヤーの多くはギルドに所属している。その方が便利で得なのだ。

　シロエはもともと凝り性だったし海外での〈エルダー・テイル〉の情報もよく調べていた。同じくらいのプレイ歴をもつプレイヤーの中でも別格といえる知識量を持っていたのだ。その意味でシロエは「ギルドに誘っておくと役に立つ人間」だったのだろう。

　無数のゾーンを完璧に把握しているプレイヤーは誰ひとりとしていはしない。シロエだってそこまでの記憶容量は持たない。しかし主立った交通路、ゾーン同士の連絡関係、〈妖精の輪フエアリー・リング〉と呼ばれる転送装置など、それらの場所を覚えているだけで移動時間は短縮される。また、たとえば何処のゾーンではなにを売っていて、何処のゾーンではどんなモンスターが出てくるか、などという知識はやはり普段の蓄積が重要だ。

　無数のゾーンに、それこそ数え切れないほどの種類のアイテムやモンスター、クエストと呼ばれる冒険の依頼、さまざまな伝承や古代の知識や……その他開発者が思いついたありとあらゆる要素。それらをごたまぜに煮込んだ仮想世界が〈エルダー・テイル〉なのだ。

　しかし、その「便利」と「損得」でくくられた人間関係に、シロエは上手く馴染めなかった。今ではそうでもなくなったけれど、当時のシロエは今よりもずっと我わが儘ままで、子どもで……恥ずかしいことに潔癖だった。

　シロエは頼ることは苦手でも、頼られることは苦手ではない。

　でも、苦手ではないというのと、それが苦ではないというのは、別のことだ。

　オンラインゲーム内ではさまざまな人間が存在する。人間がいれば、人間関係も当然発生する。そこには綺麗な関係だけではなく、汚い関係も無数に存在しており、それは中学生だったシロエには刺激が強かった。

　ギルドに在籍してしばらくすると、シロエは周囲の人間が自分を攻略サイト代わりに利用しているのに気が付いた。レベルも高かったシロエは、まるで便利屋のようにあちこちに連れ回されたし、他人の都合で戦闘にかり出されもした。

　シロエはそのような人間関係に馴染めなかったし、上手に付き合うことができなかった。だからそのとき在籍したギルドを抜け出して、その場限りの人間関係やひとりでの冒険を繰り返した。

　気が付けばシロエは一匹狼で、しかも一匹狼の割にはそのレベルと知識量から、そこそこの知名度を持ったプレイヤーへとなっていた。そしてそれと比例するように、それなりにひねくれたプレイヤーになっていたのだと思う。




　直継とシロエが出会ったのは、シロエが腕を上げ、そしてギルドという人間関係を諦めてひとり旅を続け、そしてその寂しさにも麻痺しかけていた丁度そんな時だった。

　シロエと直継は、あの〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で出会った。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はギルドでは、ない。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉は〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉でしかなくて、他の言葉では表現のしようがないものだった。

　客観的に見れば、それは「たまたまそこにいたプレイヤーたち」にすぎなかっただろう。

「たまたま」なのに彼らは「いつも」、「いつでも」そこにいた。

　──シロエたちはそこにいたのだ。




　ギルドもばらばら。

　性格もばらばら。

　共通点などなにもない。

　ただシロエたちは、廃ビルの中で、ときには草原で、ときには星降る丘で集まった。

　そしてシロエたちは冒険をした。

〈エルダー・テイル〉は剣と魔法の中世風ファンタジーだ。そしてこの世界は現実の地球の数千年後の世界なのだろうと、プレイヤーの間ではほぼ公式設定であるかのように話されていた。

〈エルダー・テイル〉の世界内の伝承によれば、なんらかの巨大な争いが起こり、この世界は砕け散り……そして神々の奇跡によって再構築されたのだそうだ。

　ファンタジーゲームにありがちな創世神話である。

　そこにはもちろん〈醜オ豚ー鬼ク〉や〈緑小鬼ゴブリン〉、〈灰色大鬼トロウル〉に〈丘巨人ヒル・ジヤイアント〉、〈合成竜キマイラ〉や〈多頭竜蛇ヒユドラ〉なんていう定番のモンスターだってわんさと出てくる。

　プレイヤーの多くは戦闘を楽しんでいる。モンスターと戦い経験値を得てレベルを上げ、希少で強力なアイテムを手に入れるというのは〈エルダー・テイル〉のもっとも一般的な遊び方だ。

　しかしそれらは戦闘と収穫行為であって、けっして冒険ではない。「戦闘を繰り返すこと」と「冒険」がまったく違う行為だということを、シロエは〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉ではじめて学んだ。

　そして〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉にはいつでも〈彼女〉がいたし、〈彼女〉を支える仲間がいた。そこではシロエも仲間だった。

　シロエは〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で、おそらく〈エルダー・テイル〉における初めての友人を見つけて、その友人のひとりが直継だったのだ。




　　▼２




「復帰ってことは、仕事落ち着いたの？」

「ああ、なんとかな。いやぁ、この１年は大変だったぜぇ」

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉は２年間活動した。その２年はシロエが〈エルダー・テイル〉で過ごした時間の中でも格別に充実して幸福な時間だった。しかし、色々な事情が重なって〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉は、いくつかの伝説を残しその活動の幕を閉じることになる。

　その事情のひとつが、直継のゲーム活動休止だった。

　職場の事情で忙しくなった直継がしばらくゲームはできないことになったある冬。タイミングも悪く、その他の何人かもさまざまなプライベートな事情でゲームを離れることになった。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はギルドではなかった。

　そしてギルドでない以上に、損得で結びついただけの人間関係ではなかった。シロエたちは──誰もがいい歳をして恥ずかしいからけっして口には出さなかったけれど、仲間を大切に思っていた。

　だから誰からという訳ではなく、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の活動を無期限で休止したのだ。新しい仲間を招いて活動を続けることももちろん考えた。けれども、それはそれで別の冒険であり、別の物語だ。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉が終わることは寂しいことであったけれど、顔を伏せて悔やんでいる仲間は誰もいなかった。シロエたちはたくさんの冒険を共にして誰よりも楽しんだ。報酬はそれで十分だった。

「やっと仕事にも慣れたし。おかげさんでぼちぼち上手くいってるっちゃ、いってるよ。まぁ悩みの種といえば、会社には可愛い娘こがまったくいないってことだけどなっ」

「んな、どうでもいいじゃん」

　シロエは直継の愚痴を軽く流す。

　直継はまったくもって好漢というべき男だ。

　度胸が据わっている、という意味ではシロエよりも直継の方がずっと据わっているとシロエは思う。その度胸は場合によっては行きすぎともいえるもので、どんな状況でも直継の軽口が減ったということをシロエは知らない。

「なんだよその視線。このむっつりスケベ祭りめ」

「僕はむっつりスケベじゃない」

「いーや、むっつりスケベだね。この世界には２種類の男がいる。開放的なオープンスケベと、内向的なむっつりスケベだ。俺はオープンだ。そして女の子のパンツが好きだ。シロはむっつりだ。そしてパンツが好きに違いない」

　とんでもない理論に口をへの字に曲げるシロエ。

　とはいえ、機嫌を悪くしている訳ではない。

　直継は昔から、空気を読んでこんな訳のわからないネタで雰囲気を和らげてくれる。それに、過度のシモネタは困るが、別にシロエだとて年頃の健全な青年のひとりとして、異性に興味がない訳じゃない。この程度のネタに目くじらを立てるほど狭量でもないつもりだ。

「確かに僕だって──あー女の子は好きだけど、べつになんでもいい訳じゃない」

「俺だって中身の重要さはわかってる。しかしながら、包装にも心ときめいて悪い理由には、なってねぇな」

「……とはいえ、コレじゃあなぁ」

「うん」

　直継の大きなため息。

　シロエは頷く。直継がなにをいいたいかはわかりすぎるほどわかる。

「仕事が一段落したとかいったって、別に異世界バカンスまで世話してくれなくってもさぁ。だいたい元に戻れるのかよ、コレ」

　茶化したように軽口を叩く直継。

　それは、この世界に取り込まれた無数のプレイヤーが一様に考えている疑問だったろう。その、息苦しくなるほど重い問いを、おちゃらけて口に出してくれたのは、直継の精神的なタフさとシロエに対する優しさの現れだろう。

「僕が思うにこれは神様の世代交代だね。中二的な妄想を持った神が即位したんだ」

「容赦ない状況だな。まったくこの有様だよ。世界はまったく大騒ぎだ。祭りかよ」

「うん。帰還するのは当面諦めた方がいい」

「これまた容赦ない現状認識だな」

「現状認識に容赦を入れるのは自殺志願者だから」

「さすが〈茶会〉の作戦参謀だ」

　直継はシロエの応えに軽口で応酬すると、気分を変えるように何度か頭を振ったあとに、改まった表情で続ける。

「よし、当分のところは諦めた。ってことはあれだ。これはファンタジー小説の定番的な状況で、俺たちは今後サバイバルしなきゃならんっていう訳だな？」

　シロエは、けっして喜んでではなかったが、その問いに頷く。シロエが思い出せる限り、自分がやったことといえば、普段と同じように生活をし、普段と同じように風呂に入り、普段と同じように〈エルダー・テイル〉にログインをして、最近知り合った初心者の双子と狩りの練習をして、不意打ちのように意識を断たれたということだけ。

　普段とおおむね同じ行動を取っているときに強制的にこの世界へ──もしくはこの状況に巻き込まれた。

　そこにはなんらかの原因やこちらの落ち度があるのかもしれないが、現状でそれらをシロエが窺うかがい知ることはできない。

　またこの状況や異世界から脱出する方法が存在するとしても、その方法を少なくとも今この瞬間、シロエは知らない。

　つまりなんらかの手段を探して元の世界に戻るにせよ、この世界に巻き込まれたのと同じように「偶然」元の世界に復帰できるのを待つにせよ、シロエたちはその間、この世界で生き残る必要がある。




「この世界で死ねば元の世界で目が覚めるという可能性もあるけど、あんまりお勧めできないなぁ。『世界は破滅するかもしれないんで、サラ金で１億借りましたー！』ってのと似たような意味で」

「あんまり賢い選択じゃなさそうな。本当に死ぬだけだったら、そんなの死んだだけ損祭りだぜ」

「そうだね」

「しかしまぁ、サバイバル自体は問題ないんじゃないすか？　シロ参謀」

「そうかな」

「だって俺らレベル90だろ？　難関のゾーンを突破しろっていうならともかく、ただ単純にサバイバルっていうのならば、さほどキツクないんじゃないかな。金だって持ってるしさ。装備も……俺のはちょっと古いけど、そこそこのはある。問題ないだろう？」

〈エルダー・テイル〉はレベル制のＲＰＧだ。そしてシロエと直継はこの世界での最高レベルであるレベル90に達している。

　とはいってもそれは別段特別なことではない。プレイヤーの半数弱がレベル90なのだ。

〈エルダー・テイル〉は長い歴史を持つゲームだ。オンラインゲームの多くがそうであるように、何百という拡張パックでさまざまな要素を追加されてきた歴史を持っている。

　シロエが実際に体験した訳ではないが、初めて〈エルダー・テイル〉が発売されたとき、その最高レベルは50だったそうだ。ファンはその〈エルダー・テイル〉を楽しみ、最高レベルまで育てたあとに「もっと冒険の続きを！」という要望の声をあげた。

　そんなプレイヤーの希望に応える形で拡張パックが発売され、新しい敵や新しいダンジョン、新しい冒険が追加されると共に、さらなる英雄の活躍の余地として、レベル上限は上昇した。このような上限の引き上げが何回も繰り返されて、現在の最高レベルは90となったのだ。

　レベルの上限が90になったのは３年前の拡張パック〈夢幻の心臓セイクリツド・ハート〉でだった。そして今回の拡張パック〈ノウアスフィアの開墾〉が発売されたならばレベル上限は１００になるというアナウンスが流れている。

　つまり、多くのプレイヤーは自分たちの分身である〈冒険者〉を育てる時間をたっぷりと与えられていたのだ。

　今この時点、つまり拡張パック発売直前という時期ならば、プレイヤーの半数ほどが最大のレベルを持っているのは不思議でもなんでもない。

「……僕は必ずしもそうだとは思わないな」

「どうして？」

　直継はこの状況でもめげていないように見える。

　直継の楽観は羨ましい。そのタフさは、シロエにはないものだ。

　けれどシロエは漠然とした不安を持っていた。その不安を追いかけるように、精神の中で言葉を組み上げていく。

「僕らが異世界に……だかゲームの世界にだかわからないけれど、巻き込まれたっていうのが、……すでに、変だ」

「うん？　えーっと。それはそうだけど。え？」

「つまりこう思うんだ。『当たり前なら異世界に迷い込むなんてあり得ない。あり得ないことが起きた以上、今は当たり前が当たり前に通用しない。だから当たり前にサバイバルできると信じていると怪我をする』って」

　シロエの言葉に、直継はしばらくきょとんとしていたけれど、やがてひどく嫌そうな顔をして尋ねてきた。

「むちゃくちゃ嫌な三段論法だな」

「でも、目を逸らしちゃダメだ。……と思う」

「そりゃそうだけど」

　直継は拳を握ったり開いたりしている。90レベルあるはずの自分の身体を信じてよいものかどうか不安なのかもしれない。

「もうひとつ指摘すると、この大騒動で飛んでたけれど……たぶん新拡張パックが導入されている」

「〈ノウアスフィアの開墾〉だっけ？」

「うん。新拡張パックが導入されているという前提で考えると、新アイテムやモンスター、クエストが追加されているのみならず新ゾーンも追加されているだろ？　なにより今まであったゾーンさえリメイクされているかもしれない」

「いわれてみれば……そのとおりか」

　直継から視線をはがしたシロエは、それでも言葉を止めない。

「魔法は問題なく使えるみたいだ。魔術書から使用するためには一旦メニューから選択だから戦闘中には遅くて危険だけど、ショートカットを登録しておけば短い詠唱で使えるのを確認した」

「ああ。俺も登録してある剣技は出せるのは、さっきやってみたからわかってる」

「でも、だからといって戦闘に勝てる訳じゃない」

「そうなのか？」

「直継は身長どれくらい？　リアルで、だけどさ」

「１８３だ。このキャラと同じだよ」

　直継は片手を振って頭の先を撫でるような仕草をする。

「そっか、それであんまり違和感がないのかな。僕は数センチ違うんだ。そこそこ違和感がある。うーん。なんか、底の厚い靴を履いているような感じというか。──手足の長さが違ったりすると違和感が大きくなるんじゃないかな。現実の身体とこの身体のギャップがあるんだ。つまり、僕らが使用しているこの身体は僕らが慣れ親しんだものじゃないということ。仮に剣技や魔法が使用できたところで、身体を実際に動かす感覚っていうのがどこまで戦闘向きなのかは一切不透明だ」

「あー。それもそうか。難儀祭りだな。面倒な」

「……それにそれ以上に、この状況はステータス確認がしづらい」

　不思議そうな顔の直継に説明を続ける。




「確かにおでこの辺りに集中すればステータス画面は見えるよ。パーティーを組めば、僕と直継のお互いのＨＰなんかも確認できると思う。でも、これって戦闘中に常に意識するのは大変だと思う。僕はまだしも、直継みたいに前線で目の前に敵がいる状況で、斬り合いながらも意識できるかというと、かなり難しいんじゃないかな」

「戦闘は相当に厳しいってことか？」

「そう思っておいた方がいいと思う」

　直継には改めて説明しなかったが、視界の問題も大きい。パソコンでゲームとして遊ぶのならば、視界をぐっと広くして全体を見るような視点でプレイをすることもできたけれど、このような状況になってしまえば目の前１２０度くらいの光景しか認識することはできない。

　たとえば〈緑ト灰ロ鬼ル〉や〈巨人族ジヤイアント〉などの巨大な敵と戦うときは、以前とは比較にならないほどの死角が発生するだろう。──戦闘に関しては問題が山積みといえた。




「それだけか？」

「まだある……」

「なんだよ。話しづらいのか」

　困ったようなため息の音に、シロエは驚く。それはシロエ自身がついたものだったのだ。

　正直にいえば今まで話したような、戦闘の問題やゲームとの差違点の問題など些さ末まつなことだ。確かに面倒だし戦闘する上での難易度も上がるが、乗り切れないような問題だと思っている訳ではない。

　これからする話が余りにも気が重く、寄り道の話で時間稼ぎをしていたにすぎない。

「なんだよなんだよ。名参謀」

　直継はそういってくれるが、シロエは参謀なんて柄ではない。

　こうやって直継が相手だから今は色々喋れているけれど、本来はひとりで色々思い悩むことが多いのだ。

　それで些末なことまで気を回すから〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉では参謀なんて呼ばれていただけ。口が上手いから自然と交渉役や作戦立案役を任されていた程度のことだ。

「──〈エルダー・テイル〉の日本サーバーにはだいたい１２０万くらいのキャラクターが登録されていて、10万人前後のアクティヴ・ユーザーがいるとされていたよね」

「ああ？　そうだな」

　それはもはやシロエたちプレイヤーにとっては常識といえる数字の羅列だった。

「今日は新拡張パックのお披露目ということで普段より多くの人がアクセスしていたと思う。僕の予想では、日本サーバーではだいたい３万人前後。これはフレンド・リストのうちログインしている割合からいっても、だいたいの所ところ、正しい数字だと思う。ここまできたらもう確信していいと思うけれど……この異世界には、３万人の日本人が取り込まれている。北米やら欧州やら中国サーバーのことはまたわからないけれどね」

　直継が素直に頷く。

「つまりここには３万人の人間がいて──」

　シロエはあえてプレイヤーとはいわなかった。

「でも僕たちには統治機構も法律もないんだ」




　　▼３




　そのあと、直継とシロエは連れだって街へと繰り出すことになった。

　話し合ってはみたものの、結局、根本的に情報が足りないというのはいかんともしがたい。今は少しでも情報が欲しかった。

〈エルダー・テイル〉をプレイしていたときには当たり前だった常識であっても、今やそれが通用するかどうかはわからないのだ。

　念のために直継とシロエはパーティーを組んだ。

　パーティーとは〈エルダー・テイル〉のコミュニケーション機能のひとつで、一緒に戦闘を行なうためのチームを指す。ギルドとは違いパーティーは臨時の関係で、このパーティーを組んだ状態になるとお互いのＨＰや状態異常の有無が確認できるし、同じゾーンにいればお互いの存在の方向と距離がわかる。




　アキバの街は戦闘行為禁止区域だ。

　この街で戦闘行為をすれば──相手がノンプレイヤーキャラクターだろうと普通のプレイヤーだろうと、途端に街の警備兵が飛んできて、牢屋に強制転移テレポートさせられる。攻撃を仕掛ける相手が警備兵である場合、それは警備兵に対する反逆だと見なされて、その場で討たれる。

〈エルダー・テイル〉では、街に住む人々など、プレイヤーでないキャラクターもたくさんいて、彼らはゲームシステム的にはノンプレイヤーキャラクター、ゲーム内世界的には〈大だい地ち人じん〉と呼ばれている。

　彼らの多くは店員としてさまざまな物を売っていたり、ギルド登録所のようなサービス施設を受け持っていたり、話しかけると情報を教えてくれたり、クエストをくれたりするのだ。

　強い警備兵はレベルでいえば１００以上のものもいるために、プレイヤーは抵抗することなどできない。

　もちろんこの街はモンスターの出現がない区域でもあるので、ゲームとしての〈エルダー・テイル〉の常識でいえば、これは世界でもっとも安全なゾーンのひとつだということになる。




　廃ビルを出ると、夏の始まりのような、暖かくて何処か水気を含んだような風が街を渡っていた。湿った土の匂い。風に揺れる葉や草たちがさらさらと音を立てる。

　それらは余りにも自然で、シロエは自分の中からゲームであるという意識が蒸発していくのを感じた。五感を通して感じられる世界は圧倒的にリアルで、異世界であるという感覚ばかりが強くなり、ゲームという感じは持てない。

　路地を曲がると４車線の太い道路に出る。角には複合素材で造られたインテリジェントビルのモノリスじみた姿。アキバの大交差点。その先には駅前広場。どの建物もツタにおおわれて、あるいはすでに倒壊して巨大な古代樹にとって代わられている。

　そこに現実世界の秋葉原のガラスとスチールで作られたハイテクの街の印象はない。

　色とりどりの看板や派手な電飾もそのままに砕けて、斜めにかしいだり、ふたつに折れたりして、ビルに寄り添うように巨大に成長した銀杏いちようや楡にれの古木に支えられている。

　すっかり土に浸食された道路は、表通りこそまだアスファルトが見えるが、裏通りはすべて湿った土と腐葉土、碧みどり色いろの苔に覆われて自然公園のようだ。

　　古いにしえの時代から放置されたハイブリッドカーは、風化し雑草に覆われて、小動物の住処となっている。

　しかし、そんな無残な姿さえも、それはそれで絵のように美しかった。洗練された様式美ではないけれど、色とりどりの緑と混在するビルたちは廃墟なのに生命力がある。

　雑多な建物を勝手に占拠して住み着いたプレイヤーやノンプレイヤーキャラクターたちが作り上げた仮設の店舗や出で店みせは、南国の屋台のような雰囲気で並んでいる。それはシロエの知る〈エルダー・テイル〉の故郷、アキバそのままの姿だった。

　いつもどおりの〈エルダー・テイル〉の風景ならば、駅前広場にはプレイヤーがたむろしたり、手持ちのアイテムを他のプレイヤーに売りつけようと露店を開いていたり、探索や戦闘に出掛けるための仲間と待ち合わせのために時間をつぶしていたりする、非常に活気のある場所だ。




　しかし、今こうして訪れてみると、そこにある雰囲気は当惑と混乱、そして錯さく綜そうする苛立ちだった。

　ざっと見回しただけでも数百人のプレイヤーがこの広場にはいる。

　その上、広場を見下ろす廃ビルの中や、いくつもの狭い路地──もっといってしまえば、崩れて使い物にならなくなっているはずの高架線の上からも視線を感じる。

　おそらく皆、なにかしらの救いを求めて集まってきたのだ。

　もしかしたらこの広場に運営サイドの人間が突然現れて、今回の事件のあらましを説明して「これでイベントは終わりです。どうですスゴかったでしょう？」──なんていってくれるのではないか。そんな希望を持って集まっているのだろう。

　そんな儚はかない希望をもったプレイヤーたちでさえも、この状況で、他人と打ち解け合うのは怖いのだ。こうやって広場に出てきても、そこで交わされている会話の声はいつもよりずっと低い。

　何人かずつの少人数であちこちに集まり、周囲には警戒の視線を向けている人々が大勢いた。そしてときにはすすり泣きや、耐えかねたような怒声が漏れる。

　こんな状況ではなにが起きるかわからないということに、無意識にせよ、皆が気が付いているようだった。しかし、それであっても、なんらアクションを起こそうとしないその様子に、シロエはわずかな苛立ちを覚える。

（この人たち、座り込んだまま何時までも過ごすつもりなのかな……。マジかな、うわ。目があった）

　シロエはびくっとして視線を外す。

　なにかをねだるような不幸を訴えるような視線を向けられたのだ。

　シロエとしてもそこまで自分が繊細だとは思わないが、かといってどんよりした瞳で探られるように見られるのが好きな訳ではない。

　それに。

（──いらいらする）

　しゃがんだままねだるようなその姿に。

　自分ではなにひとつしないままに不満の声だけを上げるようなその姿に。わかってはいたけれど、こうして何百人ものプレイヤーがうなだれている姿は、精神衛生上よくはない。

　シロエが今こうやって積極的に動けているのも、最初の悲嘆をうやむやのうちに乗り切れたからだし、直継との話し合いで落ち着きをもらったせいである。こうしてじっと助けを待っているプレイヤーたちと自分の間にそこまでの優劣は存在しないことくらい、シロエだってわかっている。だが、だから余計に、というのもあったかもしれない。




「シロエ？　シロ坊やんっ！」

　呼びかけてきたのは、ひとりの女性だった。さして大きな声ではなかったけれど、暗い雰囲気で押し黙った人の多い広場で、その鈴を転がすような明るい声はずいぶん目立ってしまっている。

　シロエは弾かれたようにその声の主を捜して振り返った。




「マリ姐、マリ姐。声大きいですよっ。め、め、目立ちますからっ」

「目立つもなんも、こんなお葬式みたいなのの中じゃどっちこっちないって」

　シロエはマリエールの腕を引っ張ってみる。そんなシロエにかまわず話し続けるのはマリエール。通称マリ姐と呼ばれる女性プレイヤーだ。




「丁度ええとこやった。うちシロ坊のこと捜してたんよ」

「……えっと、その、なんでです？」

「ううわ。美人のお姉さんだ。シロ、どこに隠してた。この変態ぱんつ」

「直継、今はぱんつは勘弁して」

　どんどん歩いて広場を離れ、なんとか人目につきにくい路地へと進む。別になにかうしろ暗い訳ではないけれど、あの広場の雰囲気は胃に悪い。これから話す相手のマリエールはシロエよりもさらに顔が売れていることを考えても、周囲には気をつけたい。




「こんなトコ連れ込んでからに。シロ坊ったらおませやな」

「そういうつもりはまったくないですっ」

「彼女できたんかぁ、うりうり」

「そんなんじゃないです。ごめんなさい、ごめんなさいっ。あ、で、こっちは直継」

「直継です。シロの友人。……お姉さんは？」

「うちはマリエール。マリエとかマリ姐って呼んで。おお！　直継やんも格好ええな！　君らコンビ？」

　くすくすと笑うマリエール。シロエは台詞の真意を確かめようとじっと見てみるけれど、笑み崩れた顔からはまったく悪意というものが見て取れない。というか、本気でいっているとしか思えないので始末に負えない。

　こんな大事件の渦中だというのに笑顔をふたりに向けているマリエールは〈施療神官クレリツク〉だ。

〈エルダー・テイル〉には、全部で12の職業が存在する。すべてのプレイヤー、つまり〈冒険者〉はそのうちひとつを選び、冒険の旅を行なう。〈施療神官クレリツク〉は回復系３職のうちのひとつで回復職の中ではもっとも高い治癒能力を持っている。

　回復職というのは、生存性能は高いが攻撃力は低い。パーティーを組んでの冒険に向いた、逆にいえば単独活動には向かない職業だ。他人を助けるという回復職の理念上、一般には控えめな性格の人が多い回復職だが、マリエールはその中では異色だ。




　施療者ヒーラーの白いローブに揺れる緑の長い髪。どちらかといえば整った顔の多いエルフ。それらは〈エルダー・テイル〉時代から同じだ。美形なのはゲーム世界だからどんなプレイヤーでも一緒なのだが、それでもなぜか他のプレイヤーから好意を持たれる女性、男性というのは存在する。

　ボイス・チャットが存在する〈エルダー・テイル〉ではそれは一層顕著で、マリエールは関西出身の明るい口調と世話焼きな性格で、多くのプレイヤーに知られた存在だった。もっともその人気は異性としての、というよりも人気者としてのそれに近い。理由は本人の余りにもなオープンさによる。

　女性的なべたついたところがないマリエールは、男女の別なく慕われている。古参で昔からプレイしているゆえに自動的に知り合いが多くなったシロエと違い、本当の意味での知り合いの多い面倒見のよいプレイヤーなのだ。

　彼女は、ギルド〈三み日か月づき同どう盟めい〉の代表者として数十人の仲間の面倒を見ているし、普段はアキバの街の酒場で宴会をしているために、〈エルダー・テイル〉では事情通として知られている人物だ。

「自分はえらい難しい顔してるな」

「……えと、まぁ」

　シロエはそんなに難しい顔をしているのかな、と不安になる。

　こんな状況だから表情が多少険しいのは仕方がないことだが、どちらかというと、この大事件以降感じている「元の世界の容貌の特徴が、こちらの世界に投影される」現象を考えてのことだ。

　元世界では、「目つきが悪い」といわれて少々コンプレックスがあった。眼鏡をコンタクトに切り替えないのも、切り替えたせいで余計に視線が険しくなったらと思うと踏ん切りがつかないためだ。

　こうしてもうひとつの現実となった〈エルダー・テイル〉において「難しい顔をしている」なんていわれると、元の世界の目つきの悪さがばれてしまったようで、慌ててしまう。

（でも、マリ姐だって……）

　そのつもりでちらりとマリエールを見てみると、やはりその顔は典型的な森の妖精族、エルフのそれとは明らかに違ってきているようだ。

「まぁ、うちかて難しい顔もしたくないし、気持ちはわかる。もういっぱいいっぱいや。ふざけてへんと頭おかしくなるわぁ」

　明るいハシバミ色の瞳。貴族的なはずのエルフの顔に、太めの眉と、笑みを湛えたちょっと大きめの口が配置されているだけで、親しみやすくて温かい、マリエールらしい顔になっていると思う。

　マリエール本人には１度も会ったことがないはずなのに、シロエにはなによりもはっきりと「ああ、マリ姐なんだな」とわかるのだ。

「なんやその視線。ははぁん、普段通りやないですかって具合やろう？　自分」

　マリエールはシロエの額を指でちょこんっと押す。

「普段のおふざけは趣味や。今のコレは積極的な逃避やん。もうねー、むっちゃね、困っとる」

「シロ。このお姉さん、いつもこんな感じなのか？」

「うん、いつもこんな感じ」

「で、今は偽装でこんな感じ、と」

「区別はつかないけどね」

　マリエールの言葉に、直継もポカンとしていたけれど、次第にそういう性格の人なのだと納得したようだ。たじろぐ直継にころころと笑うマリエール。しかし、シロエと直継が見つめる先で、その笑い声が途切れて、小さく吐息をはき出す。

「やー。うん。……えらいことになってるねんな」

「はい。……情報交換します？」

「せやね。どの辺から話そうか……。いや、そか。うん。用心した方がええんかな。うちんとこに行こう。直継やんも、それでええ？」

　シロエたちをマリエールはギルドホールに誘う。

　そこまで行けばとりあえずは安心という話なので、３人はフレイグの酒場を迂回して、ギルド会館を目指した。




　ギルド会館はどこの街にもある施設で、多くの場合いくつかの施設が複合されている多目的の大きな建物だ。

　アキバの街の場合は、それ自体がひとつのゾーンを構築していて、入り口ホールでは何人ものノンプレイヤーキャラクターが忙しく働いている。

　彼らはこのギルド会館の職員で、話しかければギルド設立の手続きを行なうことができる。また、ギルド未所属の人間がギルドに所属する手続きを行ない、また逆に脱退の事務作業を行なうのも彼らの仕事だ。

　さらにここには銀行の支店があり、すべてのプレイヤーはこのゲーム内銀行に口座を持ち、お金を預け入れたり、貴重品を預かってもらったりすることができるのだ。

　その他にもこのギルド会館の重要な目的のひとつに、ギルドホールの貸し出しがある。ギルドホールとは独立した中規模のゾーンで、３部屋から大きなもので10部屋くらいの居住兼事務用のスペースだ。

〈エルダー・テイル〉においては、いくつかのゾーンは販売中となっていて、個人で購入することができる。購入したゾーンは出入りに制限をかけることによって特定のプレイヤー以外は入れないようにするなど、ゾーンの設定をいじることができるために、自宅として中小規模のゾーンを購入するプレイヤーも多い。

　購入とはいってもまとまった金額が必要な上に、その５００分の１程度の金額を月々維持費として支払わなければならないために、それなりの財産を持っていないとなかなか手が出ない代物でもある。

　ギルドホールはその変種で、ギルドとして購入できる専用のゾーンを指す。それなりの大きさを持つギルドは、ギルド会館にギルドホールを用意するのが普通だ。そうすればこのギルドホールにモンスターから得た戦利品や素材、生産したアイテムを貯蔵しておくこともできるし、ギルドメンバー同士の会合に利用することもできる。

〈三日月同盟〉もまたそのようなギルドのひとつとして、このギルド会館にスペースを持っているのだという。

　シロエたちふたりはギルド会館の２階へと広々とした階段を上がる。

　大きな観音開きのドアの前でゲスト登録をしてもらったシロエと直継は、〈三日月同盟〉のギルドホールにお邪魔させてもらうことになった。

　アキバの街のギルド会館で貸し出されるギルドホールは、くたびれたオフィス風の基本インテリアを持っている。基本インテリアといっても、床と壁紙がそんな雰囲気だと感じられる程度のものにすぎない。

　借りたり購入したりしたゾーンをどう飾り付けるかは、完全に利用者の自由なのだ。〈三日月同盟〉のギルドホールはメンバーの努力によって綺麗に清掃され、居心地がよいように改装されているようだ。

　壁には木材が貼られ温かい家庭的な雰囲気を醸かもしている。

「ここなら、余計な邪魔もはいらんやろ？」

　マリエールはそういうとギルドホールの奥へと進んでいった。




　　▼４




「こっちや。ああ、気にせんでええから、そこら座たってや。直継やんも適当になっ」

　ギルドホールの奥まった部屋に入ったマリエールはピンクのふかふかとしたクッションで埋め尽くされたソファに飛び込むように身を投げ出すと、シロエたちにも座るように身振りで促す。

「なんか女っぽいなぁ」

「せや。うち、一応ギルマスやからね。隊長の威厳を部屋で表現しとる訳よ」

　ピンクのクッション。熊のぬいぐるみ。天蓋付きのベッド。巨大な犬が偉そうに胸を張っている図柄のタペストリーにベージュのレース付きカーテン。威厳とはほど遠いインテリアがシロエの視界に映っている。シロエとしては落ち着かない気分で一杯だ。

　これがゲーム画面の中だったらどうということはないが、現実に足を踏み入れるとなると、雰囲気にあてられてしまう。

　なんだか他人のプライベートな空間のようで、居心地が悪いのだ。相手が開けっぴろげなマリエールだからまだ救われているが、これが女性の個人的な部屋ならば撤退準備をはじめているところだ。

　しかし多少ファンシーな趣味にすぎるとはいえ、かなり広いこの部屋をギルドマスター専用にして、その他にも５、６室の作業部屋や荷物置き場を持っているギルドホールは、かなりの金額を必要とするだろう。

（んー。価格は金貨４万、月間維持費が金貨80枚……ってとこかな）

　シロエはそう見当をつけてみたりする。もちろん、このギルドホールへと招かれるのは初めてだ。

「マリ姐のトコの状況は、どうです？」

「うちを含めて19名がオンライン。そのうち18名はアキバの街にいるん。心細いしほとんどはこのギルドホールに集まっとる。……ああ、気にせんでええよ。よっぽど大騒ぎでもせん限り、声は漏れん」

　あらかじめ確認してあったのか、よどみない答えが返ってくる。

　18名がアキバにいる、ということは残りの１名は別のゾーンなのだろうか？　シロエがそう尋ねてみると、もう１名はたまたま出掛けていて別の都市にいるのだそうだ。

「まぁ、知っとるところでいうと、シブヤもミナミもススキノもナカスも同じ状況だっていう話や」

　だとすれば、日本サーバーの五大都市すべてでこんな状況だということになる。知人の多いマリエールは、念話機能で確認をとったのだろう。

「もしかしてさ、今って」

「そうや。都市間のトランスポート・ゲートは現在機能を停止しとる……。うちらは分断されとることになるん」

　直継の疑問に、マリエールは答える。それは新しい情報だった。

　アキバ、シブヤ。そしてミナミ、ススキノ、ナカス。

　この５つは日本サーバーにおける５つの大型プレイヤー都市だ。それ以外にも商店があったりノンプレイヤーキャラクターが住んでいる街はいくつもあるが、サービスの充実度でいうとこの５つが群を抜いている。

　これら五大都市は拡張パックと共に追加されてきた、初心者がスタート地点とするべく設計されている街なのだ。だから、日本サーバーのすべてのプレイヤーはこの５つの街のいずれかをホームタウンと定めて活動している。

　そしてこの５つの街には互いを繫ぎ一瞬で移動を可能にする転移ゲートが設置されているのだ。その転移ゲート──トランスポート・ゲートが機能を停止している。

「ってことは、シブヤはともかく、他の街へ行くのはけっこう大変だよな」

「シブヤだって、えーっといくつや？　７つか８つくらいゾーンを越えないと辿り着かなかったんちゃうかな」

「最短では４です」

　シロエは上の空で応える。都市間ゲートが機能停止ということは、大きな問題だ。

　中世ファンタジー風の世界観を持つ〈エルダー・テイル〉に置いて、プレイヤーである〈冒険者〉の移動手段は、徒歩と馬が主流だ。しかし、それでは〈ハーフガイア・プロジェクト〉の進むこの２分の１サイズの仮想地球において、あまりにも移動時間がかかりすぎる。そこで用意されたのが〈妖精の輪〉であり都市間をつなぐ転移ゲートであった。

　転移ゲートはプレイヤー都市にしか設置されていないが、都市間をほぼタイムラグなしで移動できる、テレポーテーション的な交通手段だ。それが機能停止ということは、遠方の都市との連絡は一気に難易度が上がったことになる。

　たとえばススキノは、現実の日本地図でいえば札幌の位置にあるプレイヤータウンだ。アキバ──東京の位置から行くには相当数のゾーンを経由する必要がある。おそらくゲーム内で旅をするとしても、１週間以上掛かってしまうだろう。

　それはもちろんゲーム内時間でのことだが、この状況におけるゲーム内時間はもはやリアル時間そのものといってよい。




「なぁ、自分。……どうしてこうなったか想像つく？」

　シロエたちは沈黙を選ぶしかない。

　マリエールのちょっとへこんだ表情を見ると、この質問に答えられれば良かったのに、とシロエは思う。しかし、現実にはシロエにその質問に答える力はない。

「まぁ、元気出せよ。お姉さん。……確かにひどい事態だけどさ、最悪って訳じゃないんだし」

「そやろか……？」

　しょんぼりしたマリエールに直継は続ける。

「異世界に取り込まれたっていったって、たぶん数万人の日本人がいるんだぜ？　海外サーバーの連中もいるんだとすれば、数十万人だ。境遇が同じ連中がこれだけいるなんて、最悪からはほど遠いだろう？　言葉も通じるし、手持ちの財産も多少はある。島流しになった直後にこうやって部屋の中で話してられるのがその証拠じゃん？　まだ確認した訳じゃないけど、俺たちの体力もキャラクター次第で強化されてるし、魔法や剣技だって使えそうだ。つまり、この世界で生き抜く力は最低限は備わってることになる。異世界漂流やら次元島流しの古典的ファンタジーに比べて、俺たちは相当に恵まれてるぜ。楽勝祭りっていったっていいや」

　直継は元気づけるようにそう断言した。

「もしかして、直継ってその手の詳しいの？」

「おお、そこそこはな。学生のときは色々読んだもんだ」

　たわいのない質問をしながらも、シロエはけっこう直継を見直していた。いわれてみればそのとおりだ。自分はどうやら物事を悲観的に見る癖がつきすぎていて、明るい部分を見つけられなくなっていたらしい。




「そっか……。そやね！」

　それはマリエールも同じであるようだった。

　感謝の表情を浮かべて直継を見ると、唐突にぎゅっと抱きしめる。

「うんっ！　よくいった！　偉いぞ！　直継やん！　お姉さんは感動したぞ、救われたぞっ！」

「ちょっ。なっ!?　なんなの、この人っ!?」

　マリエールの胸に抱え込まれた直継は泡を食ってもがくが、マリエールはそれを振り回すように抱きしめつづける。

「マリエ？　お客様？」

　ノックをして入ってきた眼鏡の女性は、マリエールと直継のそんな現場を見て、ひどくばつが悪そうな表情をした。

「お邪魔してます、ヘンリエッタさん」

「ごきげんようシロエ様──。出直します？」

「むしろ止めて欲しいです」
















「ええ。まったく──こら、マリエ！　無自覚にそういうことはやめなさいっ」

　シロエの要請で部屋に入ってきた女性、ギルドの会計を預かっているヘンリエッタはマリエールの肩を摑んで引っぺがすと一喝する。

「わお！　ヘンリエッタ？　今いい話を聞いたんよ。この直継やんはええこといった！　偉いことをいった！」

「そうじゃなくって！　状況考えなさい、こんなときにっ!!」

　赤くなってぐったりしている直継、そしてマリエールとヘンリエッタとのやりとりを眺めながら、シロエは小さく笑う。

　ヘンリエッタは〈三日月同盟〉の幹部のひとりで、シロエとも面識がある。

〈吟遊詩人バード〉であり、ギルドのお財布を預かるなかなかの切れ者だ。シロエの方では、眼鏡をかけている同士ということで、勝手に親近感を抱いていたのだが、こうして異世界化したヘンリエッタを見てみると、親近感はちょっと一方通行だったかな、と感じる。

　蜂蜜色の髪はウェーブをしていて卵形の顔を縁取っているし、その容貌も栗色の瞳の視線は鋭いもののなかなかの美女。それもできる秘書風の美女である。コスチュームも司書風というか、大人の女性の淑しとやかな美しさを表して似合っていた。

　ゲームフリークの大学生程度では、視線をまっすぐ合わせるのも畏おそれ多おおい感じだ。

　ヘンリエッタが参加したことで４人は今までの話のおさらいと、簡単な状況報告をし合う。──とはいえ、この世界で気付いてからまだ半日程度しか経っていない。なにがわかるという訳でもなかった。




「どうしたもんかねー」

「当分は仲間の連絡を密にして、混乱を避けるのに集中すべきかと思いますわ」

　ヘンリエッタは至極冷静な判断を述べる。シロエもその意見には賛成だ。余り遠い先のことは考えずに今できることをやらないと〝飲み込まれる〟。それがシロエの持っている印象だった。

「そうですね、マリエ。シロエ様が仰おつしやることも、直継様が仰ることも、もっともでしょう。幸いうちにはギルドホールがありますし、しばらく寝泊まりは……少々窮屈ですが、集団で行なった方がよいと思いますわ」

「そうやなぁ」

　ヘンリエッタとマリエールの会話に微妙に直継は腰が引けている。




「どうしたの？　直継？」

「なんでもないっ。突然すぎて困っただけだ」

　シロエの小声の質問を慌てて否定する直継。いつもは散々なシモネタをいうくせに、直接攻撃はさすがに堪えるらしい。

「なんや、直継やんはおっぱい苦手なんか？　さわるか？」

　明るいマリエールの言葉に、直継は慌てて視線を逸らす。その割にはちらちら見ているあたり、そこはそれ、やはり男のサガだ。

（マリ姐は美人だからな。胸大きいし、気持ちはわかる）

　シロエは胸の中で頷く。

　出会った頃にシロエだって洗礼は受けているのだ。もっとも彼の方は強情を張り続け「はい？　なんですか？　この脂肪のかたまりは。重いですね、どかしてください」という態度を貫き通した。

　改めていうまでもないが、見栄である。

　もちろんその頃の〈エルダー・テイル〉はただのゲームだった。思わせぶりなことをいわれたり、画面上のキャラクター同士をくっつけられたりした程度であり、今ではマリエールも飽きたのかシロエをからかうことは、余りない。

「なんでこの姉ちゃんこんなにオープンなんだよ。怖いよ」

「マリエは女子校育ちなんですよ。大阪人が純粋培養されるとこうなっちゃうんです。……マリエ!?　ゲームならそれでも良かったけど、今は非常事態なんだから少しは慎みなさいっ!!」

　ヘンリエッタのお小言を受けるマリエール。彼女はしょんぼりと素直に叱られている。ギルドマスターであるにも関わらず、ちゃんと叱られているあたりがマリエールのよいところなのだろう。




　現在ギルドに参加していないし、今でもなんとなくギルドというシステムそのものを信用しきれないでいるシロエだが、でもだからといってギルドに入っているプレイヤー全員を目の仇にしている訳ではない。

　ギルドというシステムに嫌悪感を抱いていたのは数年前の話で、割り切れない気持ちも残ってはいるけれど、今では納得している。

　マリエールやヘンリエッタとは何度かパーティーを組んだし、知り合いの多い彼女には便宜をはかってもらったこともある。シロエの錯覚でなければ、人間関係に臆病で距離を置きがちなシロエに対して、明るくて世話好きのマリエールはそれとわかった上で気を遣ってくれていたように思う。

（マリ姐も、直継とは別の意味で大人だよな）

　それはシロエに対してコネを作っておくことによる損得とか利用とかいう関係ではなく、マリエールの自然な人柄と面倒見の良さがもたらした恩恵で、シロエだけに特別に分け与えられたものというよりは、マリエールが身の周りに存在する人々すべてに向けるものだろうとシロエは感じていた。

（まぁ、たしかにスキンシップは……困るんだけど。ああ、そうか。直継と空気が似てるから、こんなに簡単に馴染めたのかぁ……）

〈三日月同盟〉のメンバーは、そんなマリエールを慕って集まってきたギルドの参加者なのだろうし、20名近いメンバーを取りまとめて気をくばるのは正真正銘大変な責任だ。

　マリエールは信頼できる気のよいプレイヤーだし、そうであるならば予測できる事態をなるべく詳しく話しておいたほうがよいと、シロエは考えた。

　シロエの話を聞いたマリエールは、戦闘における留意点の部分では注意深く耳を傾け、いくつかの鋭い質問をした。そして今サーバーにいるであろう人数と、今後はプレイヤー同士の間でトラブルが発生する可能性が高いことにふれると眉を曇らせた。

「そっか。……そやね。その可能性は、いわれてみれば高いんやろね。暴力的な事件の他に、詐欺や嫌がらせも考えられるし……」

　自分の身さえ守ればそれですむシロエと違って、マリエールには守るべき仲間もいるのだ。そしてそれ以上に、マリエールは女性の身でもある。

「そうだそうだ！　あのなっ！　お姉さん。さっきみたいなのを気軽にしてはダメだぞ。もうちょっと常識弁わきまえろよっ。脳みそ軽いのはよくないぞっ」

「うっ!?　たしかになっ！　うちは胸は重いが頭は軽い！　だけど会ったばっかりの直継やんがそこまでいうことないやん。直継やんのいけずー。あほあほーっ！」

「いーえっ。ここは直継様が正論です。ところかまわず抱きつく女子校癖はいい加減矯正なさいませ、マリエっ」

「いいやんっ。そんなんっ。だいたいヘンリエッタなんて本名梅子のくせにっ」

「きぃ～っ！　それはいわない約束でしたでしょうっ!!」

　どうやらリアルでも知り合いのようなヘンリエッタとマリエールのやりとり。けっこうシリアスなことを話したはずなのに、どこまで伝わったのかと思うと頭が痛くなるシロエだった。

「もうっ。このおバカ娘はよいとして……。それでは、やっぱり早さつ急きゆうな解決は……」

「期待しない方がいいと思います……」

　実際的なヘンリエッタにシロエは答える。

「なにか打てる手は、ないやろか……」

　だがそれに納得できないのか、マリエールは眉間にしわを寄せている。その気持ちは痛いほどわかるが、シロエはシロエとしてそれについてはもう考えてみた。その結果、直継と手分けをしての情報収集という現在の行動を取っているのだ。

　現在のところ、わかっていることはとても少ない。

　しかしシロエたちにできることとして優先順位が高い情報収集が、誰にとっても最優先とは限らない。

　マリエールはシロエとは違いギルドマスターだ。当然守らなければならない者も多いけれど、逆にいえば打てる手も多いといえる。




　もちろんギルドというものが一般的であるとはいえ、その実態はさまざまだ。

　活動や目標による違いや、規模による違いなどで本当にたくさんの方向性がある。

　活動の種類として、第一にあげられるのが戦闘系ギルド。これは〈エルダー・テイル〉の大きな楽しみのひとつである、戦闘を援助する目的のギルドだ。メンバーは屋外やダンジョンのゾーンにおいて戦闘することを主な活動目的とする。ギルドの役割は、その日の戦闘仲間──つまりパーティーを組む仲間を募集しやすくすることだ。顔見知り同士なら声もかけやすいし、連携も上手に決まることが多い。

　アキバの街は日本サーバー最大のプレイヤータウンとしての大人口を誇っているが、そのアキバで有名な戦闘系ギルドといえば〈黒こつ剣けん騎き士し団だん〉や〈ホネスティ〉、〈Ｄ．Ｄ．Ｄ〉、〈西にし風かぜの旅りよ団だん〉等があげられる。

　もうひとつは生産系ギルド。〈エルダー・テイル〉では戦闘能力を司るメイン職業の他に、さまざまなサブ職業が存在する。その中の生産系サブ職業による、アイテム作成を行なうプレイヤーを「職人」などと呼ぶ。メイン職業とサブ職業のレベルは独立していて、もちろん同時にあげることもできるが、中にはサブ職業による街での静かな商人プレイを楽しみたい人もいるのだ。

　そのようなプレイヤーが所属するのが生産系ギルドで、こちらの方が大規模になる傾向がある。ギルドに期待される役割である、素材の一括購入や倉庫での管理など、人数によるメリットが生かされやすいからだ。アキバの街で有名な生産系ギルドといえば〈海かい洋よう機き構こう〉や〈ロデリック商しよう会かい〉だろう。

　マリエール率いる〈三日月同盟〉は小規模な冒険サポート系ギルドだ。冒険サポートとは戦闘でも生産でも、メンバーのやりたい方向を助ける互助的なギルドといえる。どっちつかずのために、メンバーが受ける利益は少なくなるが、その分アットホームな雰囲気が売りで、実際、中小ギルドの多くは冒険サポートといった性格を持っていることが多い。

〈三日月同盟〉はそのなかでも、比較的名の知られたギルドだ。

　大手の戦闘系ギルドには知名度や支援能力で劣るし、大手の生産系ギルドには収入と規模では敵かなわないけれど、中レベルの冒険者の支援やフットワークの軽さには定評がある。




「とりあえず身を守るのが先決だと思います」

「そうだぜ。このギルド、見た感じ女の子多いんだろう？」

　シロエと直継の指摘に、ヘンリエッタが頷く。街の中は戦闘行為禁止区域とはいえ、こうなってしまってはなにが起きるかわからない。だいたいのところ戦闘行為禁止区域の設定が生きているかどうかも確かめなければ確証はないのだ。

（そのへんもあとでなんとか調べないと）

　シロエは頭の中のメモに付け加える。

「それから、マーケットのアイテムを引き上げた方がいいと思います」

「へ？　マーケット？　なんでなん？」

「ああ……。そうですね」

　マーケットというのは、大規模都市にある特定のノンプレイヤーキャラクターが提供しているサービスだ。プレイヤーは特定のノンプレイヤーキャラクターに、自分の持っているアイテムを預けて価格を設定しておくことで、自由に手持ちのアイテムを販売することができる。

　プレイヤー間の商取引には多くのやり方があるが、生産アイテムや余剰アイテムを捌さばくだけならマーケットは非常に便利な機能だ。

「〈三日月同盟〉だと、けっこうな資材を持っているでしょ？　ギルドメンバーも個別にマーケットに出品しているアイテムが多いと思います。こんな状況なので、古いアイテムであっても、価値が激変するということはあります。なにか新しい効果が加わっていたり、今までにない使い方が発見されるとかもあるかもしれない。お金がそこそこ手元にあるのならば、一旦アイテム販売は様子見をした方がよいと思います」

「うん。わかった。そのとおりやね」

「それから僕たちはもうＷｅｂが見れません」

　マリエールとヘンリエッタは神妙に頷く。

〈エルダー・テイル〉をゲームとして遊んでいたとき、シロエたちの身体はモニターの前にあった。シロエたちはゲームをしながら、気軽にインターネットをすることができた。むしろそのスタイルでプレイするのが普通だったのだ。

〈エルダー・テイル〉は広大で信じられないほどの複雑さを持ったゲームだ。その世界の情報量は、ひとりのプレイヤーがとてもではないが把握しきれる分量ではない。

　そんなプレイヤーを助けていたのが数多い攻略サイトだった。

　あちこちのゾーンの地図や特徴、接続の経路、出現モンスター、アイテム、どこに行けばどんなノンプレイヤーキャラクターがいるのか？

　それらの情報を見ながらプレイするのは、むしろ〈エルダー・テイル〉においては当たり前のプレイスタイルだった。

　もちろん攻略サイトだって万能とはほど遠かったが、それでも人気が高いエリアや効率がよいとされる稼ぎ場所については記載されていることも多かった。

　そして、「絶対に近寄るべきではない危険な場所」についても。

「情報交換にきておいてなんですけれど、これから情報はすごく大事です。新拡張パックのこと、覚えてますよね？」

「〈ノウアスフィアの開墾〉やろ？」

「ええ、それで追加されるゾーンだけじゃなくて、今まであったゾーンや街についても……たぶん情報が必要です。『ちょっと迷ったから攻略サイトを見るか』なんてことは、もうできないんですから」

「そうですわね……」

　そのあと、４人は覚えている限りの情報をもとに、アキバを中心としたゾーン同士の接続図を描いた。

　日本サーバーに存在するゾーンがいくら数万を超えるといったところで、それは宿屋の一室や小さな廃ビル、このギルドホールのようなプレイヤーに貸し出されるプライベートなゾーンを含めての数だ。

　森や丘陵や、朽ち果てた市街地、遺跡などを含んだ屋外を表す「フィールドゾーン」、古い地下鉄の構内や巨大建築物などの「ダンジョンゾーン」はそれよりもずっと少ない。もちろん少ないとはいえそれだけで数千はあるだろうし、シロエだって十分把握しているとはいいきれない。

　しかしそれでもシロエは８年のキャリアを持つ古参プレイヤーなのだ。他のプレイヤーよりはずっとこの〈エルダー・テイル〉の世界に慣れ親しんでいる。直継は休止期間があるとはいえ、古いゾーンについての知識は十分だった。マリエールやヘンリエッタとも記憶を照らし合わせ、非常に不完全ではあるがゾーン接続図を描き上げる。

　多くのゾーンを書き込み、その接続を線で表した図には、シロエたちが普段行動するようなフィールドゾーンを中心に数百の名称があげられていた。

　このひとつひとつを調査していくことが必要なのか不必要なのかはわからないけれど、それでも手元になにもないよりは、こんなメモであってもあるだけまだマシだろう。

「おおきにな、シロ坊。直継やん」

「お世話になってますし」

「別に大したことはしてねーすよ」

「助かってん。うちはシロ坊のこと、ええ子だと思ってるん」

　マリエールはそういうと、シロエにひまわりのような笑顔を見せる。

（マリ姐は……笑顔、満点だよな。疲れているときでも、苛立っているときでも。──僕も見習った方がいいんだけどな）

「マリ姐は放っておけないですからね」

　シロエ的には精一杯にいったつもりだが、やはり言葉が足りなかったらしい。

「なっ!?　シロ坊にまでいわれたん。うちもうお終いや。頭の軽ーいバカ女キャラ確定やで。どないしよ、ヘンリエッタ!?」

「とりあえず色気で押しておいたら？」

　シロエは早速視線を逸らす。

「おっぱい揉むか？　さわってくか？」

　シロエに振られたマリエールはその隣の直継に話しかけてみている。直継は無言でマリエールの頭を叩く。

「ぶ、ぶった!?」

　マリエールのこの種のシモネタ発言は、照れ隠しなのではないかとシロエは思っているのだが、考えてみれば、それは直継にもそういうところはあるように思う。その直継がこういう反応を返すのも面白いものだ。

「お前さんは反省機能がないのか、このおぱんつ女がっ！」

「パンツいうなっ！　だいたいなんやねん、直継やんは。うちの胸がそんなに悪いんかっ。うちのことを年増あつかいするんか!?」

「良くわかんねーけど年増とか。俺らだいたい同じ年代じゃないですかね？」

　直継はボソボソと生年を告げると、ヘンリエッタは頷く。

「マリエのほうが３つ上ですね」

「やっぱうち年増やんね。……もう不良在庫やんね。だから直継やん不良になってしまってん。うちに逆らうんよ？　可哀想なうちのおっぱいなんてしわくちゃプリンあつかいするん」

　マリエールはソファの上で足をばたばたとさせて不満の意を表明する。

（この状況下で、そこにこだわれるマリ姐はある意味尊敬する）

　異世界漂流初日にこのノリが出せるのはマリエールの天性のものだと、シロエは呆れてしまう。

　しかし直継は意外にも、駄々をこねるマリエールの頭をぽんぽんと軽く叩いていた。それは大型の犬を慰めるような風情だったけれど、次第にマリエールも落ち着いてくる。




「とにかく。僕はそろそろ行きますね。時間けっこう使っちゃったし。……もう少し様子を探ってきます」

　まだ多少ふてくされているマリエールと、こっちは生真面目なヘンリエッタに軽く頭を下げて、シロエは立ち上がる。

「ん。俺も行くぜ。……邪魔したな！」

　あの惨事からもう半日以上経っているはずだ。誰か気合いの入った人が、モンスターと１回や２回は戦っているかもしれない。

　シロエと直継は立ち上がると、まだソファに座ったままのふたりに別れを告げる。

　ヘンリエッタは「おかまいもできませんでした、ごめんなさい」と丁寧な挨拶をするが、マリエールはじたばたしていたソファから立ち上がると、シロエと直継をまっすぐに見つめて、切り出した。

「なぁ、シロ坊、それから直継やんも。……えっとさ。こんなときにこういうこというと、なんて都合のいいこといい出すやつだろうって思うかもしれんけれど──。うちにさ……つまりさ〈三日月同盟〉に入らん？」

　マリエールは彼女には似合わない躊躇ためらいがちな声をかける。

「いや、あのなっ。シロ坊がな。ギルドいうんになんだか居心地悪い気持ちをもっとるんのは、知ってるんよ。──でも、こういう状況やろ。ギルドに入るのも無駄やないん思うんよ。直継やんも見た感じ、未所属みたいやん。……どないやろ思うて」

　困ったような表情は、説得するようなものに変わる。

　その声の中にはシロエたちを利用しようとか戦力を増強しようとかいう意志はなくて、ただ単純で、素朴な厚意だけ。

「うちんとこはゆるいギルドやん。束縛とかせぇへんよ？　シロ坊の嫌がることはせぇへん。うちの若い子とも、シロ坊は何回かダンジョン行っとるやろ？　ほらシンジュク地下道とか、ナカノモールとか。直継やんがなんでギルドはいっとらんのかは判らんけど、〈三日月同盟〉は……その、わりと居心地ええと思うんよ。どうやろ……？」

　シロエの沈黙をどう受け止めたのか、慌てたように手をふってマリエールは言葉を継ぎ足す。施療者ヒーラーの白いローブの上に流れる緑の髪が揺れる様は、彼女の気遣いを示している様にシロエには見えた。

「……」

　直継は黙ってシロエの方を見る。

　その視線の意味するところは明確で「お前に任せるよ」というものだった。ここに腰を落ち着けるのも、まだ未所属を貫くのも、任せる。直継はシロエにそういっている。

　シロエだってもう中学生ではない。

　昔された心ない道具あつかいが未だに許せない訳でも、割り切れない訳でもありはしない。ただ、言葉には上手くできないなにかが、シロエの決断を妨げているのだ。

「ごめん。マリ姐。──やっぱだめそう」

「そっか……。……ん。ほな、しゃぁない」

　マリエールは残念そうな表情を一瞬で消すと、いつもどおりの微笑みを浮かべる。その笑顔はやはり向日葵のように明るくて、シロエは救われたような気分になる。

　もし元の世界に帰ることができたとして、神様の奇跡に恵まれ、なにかの偶然だとしても──。

　街中ですれ違ったら、シロエはマリエールを必ず見分けられるだろう。シロエはそう確信する。

　施療者ヒーラーのマントも、緑の豊かな髪も、〈エルダー・テイル〉の用意したポリゴンデータを現実化したオブジェクトにすぎないかもしれないけれど、マリエールの浮かべている笑顔はマリエールだけのもので、それは誰かに真似できるようなものではない。

　ましてやけっしてゲームのプログラムが再現できるようなものではないのだから。

「なんでもいって。僕ら手伝うから」

「そうだな。腕のいい〈守護戦士ガーデイアン〉が必要なら声をかけてくれよ」

「うん。おおきにな。シロ坊。直継やん。そっちもなんかあったら連絡飛ばしてぇな」

　シロエたちも手をふって別れを告げる。できれば自分もマリエールと同じような強さを持てればよいと願いながら。


































　　▼１




　──４日が経った。

　あのふざけた異世界漂流騒ぎから４日。

　マリエールの元を辞去したシロエたちはそのあとアキバの市街をめぐり、それ以降の４日間をほとんど情報収集に費やした。

　当たり前だが、毎日のように新事実が判明する。

　まず、簡単にわかったのは、シロエたちは腹が減るという事実だった。

　実をいえばマリエールに別れを告げた頃から微妙な苛立ちは感じてはいたのだ。しかし、異常な状況の緊張感や恐怖が勝っていたらしく、その夜まで、シロエたちはその違和感を空腹感だとは気付かずに、足を棒のようにして聞き込みを続けていた。

　しかしとうとう空腹に負け、明け方になると、シロエたちふたりはマーケットで食料を購入して、はじめに合流した廃ビルまで引き返してきた。夜食兼朝食という少々不健康な食事を取ろうと思って──結論からいうと、ひどい経験をすることになった。

　その夜、シロエが購入してきたのはローストチキンのオレンジソースとトマトのサンドウィッチ、ショコラケーキに緑茶。直なお継つぐが買ってきたのは海鮮ピザとベーコンポテト、シーザーサラダに、オレンジスカッシュ。

　豪華に聞こえるが、シロエと直継は90レベルプレイヤーであり、それなりの資産を持っているし、これらのメニューは職人プレイヤーが作り出した食料アイテムで、マーケットにはいくらでも売っているのだ。見た目は瑞みず々みずしく、色鮮やかで豪勢な食事。

　しかし、それらの食べ物はすべて同じ味がしたのだ。

　直継が吐き捨てるように批評した言葉を借りるなら、その味はすなわち「まったく塩味がしない煎餅を水分でふやけさせたモノ」ということになる。この評価にはシロエも頷かざるを得ない。

　ちなみに飲み物に関しては、色はついているモノの、味は全部ただの水道水だった。

　即座に吐き出すほどに不味い訳ではない。おそらく毒でもない。量を食べれば腹はふくれるので食料であることは確実だけれど、正直これにはシロエたちも参った。

　食べた瞬間怒鳴りつけたくなるほど強烈に不味い、という訳ではないのが余計に始末に負えない。食べれば食べるほど、どんどん微妙な気分になり、しみじみと希望がなくなっていくような、いってみればしょぼくて情けない種類の不味さだった。

　さまざまな種類の食料を買い込んで、さらにいくつかわかったこともある。

　シロエらが食べている食料品はどれもプレイヤーが作り出したものか、ノンプレイヤーキャラクターが販売しているものだ。

〈エルダー・テイル〉にはメイン職業の他に無数のサブ職業が存在する。その中に〈料理人〉というものがあり、これらの料理は彼らの持つ「調理スキル」によって作られる。

　サブ職業はメインの12職とは無関係に習得できるから、〈エルダー・テイル〉の世界にはたとえば〈武士サムライ〉の〈料理人〉や、〈妖術師ソーサラー〉の〈料理人〉がいることになる。

　彼ら〈料理人〉は、その技能によってシロエたちの食べている食料アイテムを作り出すことができるのだが、〈エルダー・テイル〉における料理というのは相当にインスタントな行為だ。

　調理台のオブジェクトに近づき、荷物から素材になるアイテムを取り出し、指定する。素材になるアイテム──食材はあちこちのゾーンで採取できるものもあるし、モンスターから取れる肉などの場合もある。また、ダンジョンから拾ってくる場合もある。中には畑に種をまいておけば栽培できる穀物のようなアイテムも存在する。

　もちろん基本的な食材はノンプレイヤーキャラクターが販売してくれるし、素材だけをマーケットで他のプレイヤーから入手することも不可能ではない。

　いずれにせよ、そうして手に入れた食材を指定すると、作成可能な料理のリストが表示され、その中から作りたい料理を選択。10秒ほど待つと食材が光って消失する代わりに、料理済みアイテムが出現するという流れだ。

　どうもこのインスタントな調理というのが、問題なのではないか？

　それがシロエと直継の出した推論だった。

　つい昨日わかったのだが、素材アイテムはそれなりの味がする。

　オレンジや林檎などの果実は瑞々しくておいしいし、釣ったばかりの魚はやはり魚臭い。ノンプレイヤーキャラクターから購入した塩や砂糖は、しょっぱかったり甘かったりするのだ。

　にもかかわらず、それらを混ぜ合わせて作られたはずの最終的な料理は、すべて「味のしない湿気た煎餅」になってしまう。

　この現象は強制的で、シロエたちがどんなに工夫をしても、どうにも変更を加えることができなかった。それどころか、この世界では料理そのものができないらしく、食材を加工しようとすると、奇妙なゲル状の物体が産まれてしまうのだ。

　仕方なく、シロエらは食料アイテムの他に単純な素材としての塩を買い込み、「湿気た煎餅」に振りかけて食べるという方法で飢えを凌ぐことにした。──相当に残念な食事だが、まったく味がないよりは、まだマシだ。




　食事があれば排泄もある訳で、それが必要だということもごく簡単に判明した。シロエと直継は男だから、これはさほど問題にはならなかった。屋外でしてしまうということに慣れさえすれば、だ。

　あえていうならば、トイレットペーパーが欲しいなぁ、という程度のことだろうか。

　直継が「女子は大変だなー」なんて呟いていたのをシロエは聞いたのだが、そこは聞こえない振りを決め込むことにした。

　世の中にはシロエが考えたって仕方ないことがたくさんあるのだ。

　睡眠が必要なこともわかった。

　この世界の肉体は現実のシロエの身体と違い、体力はかなりある。いくら魔術師系とはいえレベル90にもなればそれなりの能力値を持っている訳で、それが反映されているらしい。

　しかし、疲労と睡眠欲というのは別物のようで、一定時間の活動を続けるとシロエも直継もかなり眠くなってきてしまった。




　シロエたちは宿屋に入ると短期間のゾーン貸し出しを受けて、住まいを作った。こんな機能はゲームとして〈エルダー・テイル〉を楽しんでいた頃には使用したことがない。プレイを中断するときは、アキバの街の適当な路地でログアウトすればそれで良かったのだ。ゲームをしている間は冒険をして、ゲームを休憩している間にはその世界から消える。ゲームとしてプレイしているのであれば〝当たり前〟だったことが、今は通用しない。

　寝ている間にも実体としての身体が存在する以上、それなりのねぐらが必要だった。──そしてもちろん眠りから覚めたとき、元の世界に戻っているということはなかった。

　元の世界に戻るといえば、気になっていたひとつの事実も判明した。

　今現在この〈エルダー・テイル〉の世界においても、死からの復活はあるということだ。この世界で死んだプレイヤーはしばらくのタイムラグを置いて、アキバの街の聖堂で復活を遂げる。

　元のゲームの常識が通用するのならば、経験値や所持金に一定のペナルティを受けているはずだが、それについてはシロエも直継もまだ直接経験した訳ではないのでわからない。

　死からの復活が存在するということは、このゲーム世界内で死んだらそのまま消滅するという訳ではないことになる。その意味では朗報ともいえたが、死ぬことによって元の世界に復帰するという望みが絶たれたことをも意味した。

　食事と死。

　これらの生きる上での基本的な必須事項からわかるのは、どう控えめにいってもここがひどく矛盾して歪んだ世界だということだ。

　この世界は一見すると〈エルダー・テイル〉のゲーム世界を忠実に現実化したように思える。ゲームの能力を得たシロエたちはゲームの財産を持って、ゲームのモンスターが闊かつ歩ぽしているこの世界に、生きている。しかし、ゲームはゲームであり、異世界の再現ではなかった。この世界は、無矛盾な物理法則をもったひとつの世界としては、ひどく不完全で、破綻しているようにシロエには思えるのだ。

　その代表例が料理だ。素材に魚と塩を指定して作成したはずの「焼き魚」は、魚の味も、塩の味もしない「形だけが焼き魚に見える、実際は湿気た煎餅」になってしまう。

　かといって、その「焼き魚」に塩をかけても塩味がしないのかといえば、ちゃんと塩の味が追加される。「塩をかける」行為は塩味をもたらすが「塩を材料として料理する」行為は塩味を無化してしまう。

　試みに、たき火などの熱源でごく普通に生の魚を加熱してみた。しかしそれはどうやってもシロエたちの知っている「焼き魚」にはならない。黒く炭化した正体不明のアイテムができあがるだけだ。

　睡眠や排泄もそうだ。

　それらはゲームの仕様としては必要がないはずだ。

　しかし、現実化した〈エルダー・テイル〉のこの世界では、シロエたちは眠たくなるし、事実その必要がある。

　どう考えたってこの世界はおかしい。

　もちろん、世界として成立している以上、どこかにルールがあるはずだ。けれど、この世界は〈エルダー・テイル〉のルールで動いているのか、それとも異世界なりの物理法則のある理解できるルールで動いているのかがわからないのだ。

　むしろそのふたつは奇妙に混じり合い、より一層、この世界を混乱したパズルにしているようにさえ思えた。




　４日の間に判明したことはまだまだ多くあった。

　あの騒ぎから２日目。

　シロエと直継は覚悟を決めてフィールドゾーンへと出掛けた。アキバの街からゲートで移動できる隣接ゾーン「書しよ庫こ塔とうの林はやし」だ。

「書庫塔の林」はスタート街──アキバに近いだけあって難易度はかなり低い。五大都市周辺のゾーンは、多くの場合、低レベル向けである。都市部から遠い山の中などは、レベルが高いモンスターの住処であるのは〈エルダー・テイル〉の常識だ。

　ここはレベル20台前半のモンスターが徘徊する典型的な廃墟型のフィールドゾーンである。アキバの街に似た廃ビルを、やはり緑のツタや寄生植物が覆い尽くしている。

「書庫塔の林」はその名前から予想されるとおり、古い書店や図書館、研究所などが多く散在するゾーンで、いくつかのダンジョンゾーンにも繫がっている。敵は弱いが、お宝として〈奥伝の巻物〉を落とすことがあるため、駆け出しの冒険者にはおいしい稼ぎ場所として有名だ。

　相手はレベル20台前半の雑ざ魚こモンスター。

　シロエと直継は90レベルで、装備もかなりそろえた経験豊かなプレイヤーだ。敵を何匹倒したところで経験値も入らないほどレベル差があるような初心者向けのゾーンに出掛けたのは、もちろん用心のためだったけれど、シロエたちはそこで想像以上に厳しい現実を思い知ることになった。

　戦闘が思うように進まないのだ。

　けっして敵が強い訳ではない。直継の剣がかすりでもすれば、〈緑小鬼ゴブリン〉であろうが〈灰色狼グレイウルフ〉であろうが一撃で倒せた。それどころか、魔術師系でもっとも弱い攻撃力しか持っていない〈付与術師エンチヤンター〉であるシロエの攻撃呪文でさえ、命中さえすれば敵を一撃で葬り去ることができる。

　それだけのレベル格差があるのだ。

　しかし、敵を倒せるということは、そのまま戦闘が楽だということには繫がらない。初めて狼に出会ったとき、錆さびと血液で汚れた斧を振り回す緑の小鬼が群れをなして襲いかかってきたとき、シロエは正直いって膝から力が抜けて立っていられなくなるほどの恐怖を味わった。

　呼吸は普段の10倍も速くなって、しかもそれだけ空気を取り込んでいるにもかかわらず酸素が足りなくなったように息が苦しく、視界が狭くなる。相手の攻撃は自分にダメージなんか与えられない──そうやって自分自身に必死にいい聞かせなければ、逃げ出してしまっていたかもしれない。

　もっともしばらくあとにその思い込みは事実だと判明した。

　90レベルのシロエのＨＰは８０００を少し超えているし、12職のうちもっとも防御力に秀でている〈守護戦士ガーデイアン〉の直継に至っては１万３０００を記録している。そんなシロエらに対してゴブリンたちの攻撃は、数ポイントのダメージしか与えられないのだ。

　恐ろしげな奇声を発して振りかぶった斧が凄まじい勢いで振り下ろされたとしても、小学生にパンチを受けたほどの痛つう痒ようも感じない。

　そんな事実を確認して、シロエたちはやっと落ち着きを取り戻すことができたのだった。

　落ち着いたシロエたちは戦闘でダメージを受けることはなくなったが、戦闘の厳しさはそのあとも続いた。ここでも物理的に当たり前の法則と〈エルダー・テイル〉の仕様の板挟みになったような奇妙な引ひき攣つれがシロエたちの前のあちこちに顔を覗かせていたのだ。

〈エルダー・テイル〉の戦闘において、パーティーを組んだシロエたちのような仲間同士は、ステータス画面に映るお互いのＨＰを確認し合いつつ連携や作戦をほぼ無意識に選択する。

　目の前の敵と戦っている最中に他の敵が接近してこないか？

　敵が合流したり増援を呼んだりしないか？

　どの敵を優先して撃破するか？

　ある程度無力化しておけばあと回しにしてよい敵はどれなのか？

　そういった小さな情報は戦闘の結果に対して重要な要素となり得る。

　しかし、現在の環境だと互いのＨＰを確認し合うことからして難しい。もちろん額の辺りに意識を集中すれば、頭の中にぱっとＨＰ表示や数字などは浮かぶ。だが、瓦礫の多い不安定な足場で戦闘をこなしながら、意識内部に浮かぶ数値管理や状況把握等を同時にこなすのは、至難の技だった。

　魔術師のシロエはまだ後列から戦場を見渡す余裕があるが、前線で敵を引きつけて仲間を守るべき〈守護戦士ガーデイアン〉である直継にとっては、ゲーム時代の広い視野や周辺把握能力を失って、ほとんど手探りで戦う状況のようだった。

「こりゃ、一筋縄じゃ行かないわなー」

　昼飯代わりの中華まんを食べながら、直継は深いため息をついた。今は相手が雑魚だからＨＰも気にせずに戦えているが、同格の敵相手だと何処まで通用するのかはなはだ疑問だ。

　形だけは中華まんの、結局はのっぺりとした塩だけの味にげんなりとしながら、シロエと直継は、戦闘の確認を続けるのだった。

　シロエも直継も現実世界での格闘技経験はない。

　だからどうすれば戦闘中の感覚や恐怖に慣れることができるのかについては、素人でまったくわからなかったし、こんなやり方で身につくかどうかも疑わしかった。

　けれど、レベル20台の雑魚モンスターに怯えているようでは、この先なにかがあったときに大変なことになってしまうというのは、お互いなんとなく感じ取っていた。〈エルダー・テイル〉は、ファンタジー冒険ゲームであり、その楽しみの中心はモンスターとの戦闘で占められているのである。ここがその〈エルダー・テイル〉の影響を受けた、もしくは〈エルダー・テイル〉の世界そのものであれば、戦闘に慣れておくというのは生き抜く上で必須のことなのだ。

　幸い、ふたりの身体は予想よりずっと強きょう靭じんだった。

　高レベルのシロエたちの身体は疲労とは無縁で、戦闘や移動で疲れたにせよ、数分の休憩ですっかり活力を取り戻した。シロエと直継は陽のある時間のほとんどすべてを屋外で過ごし、夕方から夜にかけては街の酒場や知り合いのところに出掛けては、新しい情報を求めて似たような境遇のプレイヤーと話し合った。

　その４日間の間、アキバの街は表面上、静けさを保っていた。

　シロエが予想したような大きなパニックは起きていなかった。

　それはあるいは、非常に残念な味であるとはいえ食糧供給の目め処どがたったせいもあるかもしれないし、この世界での死亡がすなわちそのまま消滅に直結はしないと判明した最低限の安心感からかもしれなかった。

　だがなにも起きなかったという意味ではもちろんなくて、大きくはない、でもけっして見逃す訳にはいかないいくつもの影響があちこちに出はじめていた。

　まず、マーケットの品物がどんどんなくなっていった。

　どうやら多くのプレイヤーがシロエたちと同じ結論に達したらしく、自分の出品アイテムを取り下げたのだ。

　あとに残ったのは、幸運にもあの運命の日にログインしていなかったプレイヤーが出品したと思われるアイテムだったが、それらも日を追うにつれどんどんと売り切れになっていった。

　一部の大手職人ギルドが素材を買い占めている等という噂も流れ、品切れで手に入らないアイテムも目立つようになっていった。生産職をもったプレイヤーも多くいたはずだが、彼らもこの状況に活動を見合わせているようだった。

　もうひとつは、ギルドの勧誘合戦。もしくはギルド未所属プレイヤーたちの所属ギルド探しだった。

　人間はやはりどこかに所属して安心を得る生き物であるらしい。今までは気楽に過ごしてきた無所属プレイヤーも今回の災厄にギルド所属を決意したものが数多くいたようだ。

　あるプレイヤーがどんな名前で何処のギルドに所属しているのかという情報は、視界内にそのプレイヤーがいればメニューから確認することが可能だ。しかし、ゲーム内から統計として全体を簡単に調べる方法は存在しない。

　だから、見かけるプレイヤーのだいたいの割合、でしかいえないが、シロエの実感としては未所属プレイヤーの数が減ってきていた。

　もちろん、90レベルの未所属プレイヤーであるシロエや直継も、街を歩いているだけで、多くのギルドから誘いの声をかけられた。

　しかし、シロエも直継も誘いのすべてを断った。

　シロエはともかくとして、直継はギルドに対する拒否感はないはずだ。シロエがそれを聞いてみると、「つるむのは、結果だよ。まず走って、走ってみたら仲間ができたってのが普通だよ」と笑う。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はギルドではなかったし、ギルドという手段以外で成立していた。そこに所属していたふたりにとってギルドとはただの名前にすぎず、それは重要なものではなかった。

　そもそも、こんな大混乱、大事件に際して、ギルドに所属したからといって、その変化から守ってもらえるとは、ふたりともまったく考えていなかった。




　しかしシロエたちのその考え方とは違い、多くのプレイヤーの感覚においてはギルドこそが自らの頼るものであるようだった。

　シロエがあの騒ぎが起きた当日、一緒に遊んでいた双子も、どうやらどこかのギルドに所属したようだった。街で遠くから見かけただけだったが、無事であったようなので、少しだけほっとする。

　無所属プレイヤーの、どこかへ所属したい、といういわば安心を得るための欲求を叶えるかのように、いくつかのギルドは拡大戦略を続けていた。無所属プレイヤーを入団させて人数が増えるという拡大の形もあったが、それ以上に多いのは小さなギルドのいくつかが合併したり、大手のギルドがこれはと目星をつけたプレイヤーを引き抜いたりする事例だった。

　ギルドがなぜその人員を増やしたがるかピンと来なかったシロエだが、マリエールに聞いてみると、どうやらアキバの街での居心地に関係するようだった。

　あの災害からこちら、この異世界に島流しにされたと考えるプレイヤーは数多く存在するようだ。かくいうシロエたちだって多かれ少なかれ、理不尽さを感じている。

　しかし、プレイヤーたちがその理不尽に感じる苛立ちはシロエの予想より遥かに強いようだった。そんな気持ちがギルド単位で共有されると、ギルドの外側への排斥になってしまうらしい。すなわち「俺たちの仲間以外はみんな敵」ということなのだろう。

　同じギルドの仲間は信頼できるが、それ以外は信頼しない。考えてみれば、この荒すさんだ空気の中では当然の自衛的な活動なのかもしれない。

　だが、そういう空気が行きすぎて、ギルド間の摩擦は少しずつ増大しているようだ。もちろんアキバの街は戦闘行為禁止区域だから突然襲われるということはない。戦闘を仕掛けようとしたり、盗もうとしたり、拘束しようとすれば、衛兵が瞬間移動によって即座に現れて、攻撃しようとした側を強制的に捕縛する。

　しかし、とげとげしい言葉や嫌がらせがすぐさま戦闘行為に当たる訳ではない。戦闘行為の隙間をくぐり抜けて嫌がらせをする方法はたくさんあるし、ましてやこんな風に肉体ごとこちらの世界にきてしまえばなおさらだ。

　小規模ギルドはそういった嫌がらせの対象にされることが多い。マリエールは、困ったような、それを取り繕うような表情で少しだけ笑った。

　ゾーンについて重大なことが判明したのは、マリエールとそんな話をしていたときだった。なんの気なしに開いた脳裏のアイコンの並び。情報メニュー、ギルド関連の項目のさらに下に見慣れない項目が追加されているのを発見したのだ。

　それはたしかに見慣れてはいないが、けっして見たことがないメニューではなかった。

　現在自分がいるゾーンの情報を表示するメニューであり、そこには当たり前のように──「日本サーバー／アキバの街／市街地─モンスター出現なし／戦闘行為禁止区域／進入許可（無制限）／退出許可（無制限）」と表示されていたのだ。

　シロエとマリエール、それに直継はアキバの街の人気のない街路で立ち話をしていたのだ。だから、その表示は自分たちのいるゾーン、アキバの街を表すもので、なんの問題もない。

　問題はその次の行だった。

「このゾーンは現在特定の所有者を持っていません。このゾーンを購入するには金貨７億枚、月間維持費として金貨１２０万枚が必要です。購入しますか？（yes／no）」

　──その表記は、たとえば小さな廃ビルや、ホテルの一室、そうでなければ〈三日月同盟〉のギルドホールのような、小規模なゾーンを購入するときに見られるメニューのはずだった。

　それなのに、莫大な金額を必要とするとはいえ、アキバの街そのものも販売対象になっている。

　シロエの指摘に最初は笑っていた直継やマリエールも自分のメニューで確認したあとには絶句していた。

〈エルダー・テイル〉歴の長いシロエは高レベルプレイヤーであるし、プレイヤーの中では比較的裕福な部類に入る。そのシロエの銀行預金は、金貨にしてだいたい５万枚だ。金貨７億枚となると、個人で購入できる金額ではないと断言できる。

　しかしそれは、大手ギルドが総力を挙げた場合──それでもおそらく不可能だとは思うが──絶対不可能だという保証がある金額ではない。

　もし仮にアキバの街が誰かに購入されてしまうようなことになれば、購入者はアキバの街に進入制限をかけることができる。気に入らないギルドでも、気に入らない個人でも──システム的に立ち入り禁止にすることができるのだ。

　マリエールの号令で集められた〈三日月同盟〉のメンバーと手分けをして調べたところによれば、この販売状況はどうやらほとんどすべてのゾーンで起きているらしい。

　つまり、市街地であれフィールドであれダンジョンであれ、すべてのゾーンが所有者なしで販売に出ているということである。例外は、すでに所有者が設定されている……たとえば〈三日月同盟〉のギルドホールのような場所だけ。その場合はゾーンの所有権を証書のアイテムに還元する選択肢が追加されるらしい。

　あの騒ぎから４日目。

　シロエたちにとって、大手ギルドの戦力増強も、素直な拡大戦略として見すごすことはできなくなっていた。




　　▼２




　５日目の朝、シロエと直継はいつもの宿を抜け出してマーケットに向かっていた。目的は本日の食料を仕入れることである。寝起きのせいか、直継は珍しくテンションが低い。とぼとぼと歩いている。

「どうしたの？」

「なんかよぉ。あのマズメシを食い続けるのかと思うと、俺ぁ、しょんぼりな気分だよ」

　シロエにだって直継の気持ちはよくわかる。別にグルメを気取ったことはなかったし、元の世界でだって他人に自慢できるような食生活を送っていた訳ではない。しかし、こうなってみると元の世界の食生活というのはずいぶん恵まれていたものなんだな、と思い知らされる。

（ホカ弁の唐揚げ弁当──。おいしかったな。68円の袋ラーメンとか。焼きそばパンとかもなぁ。今考えてみると、あれすごいご馳走だ）

　それに紅茶に、珈琲、炭酸飲料。

　飲み物がなんであれ水道水的な味しかしないというのは本当に堪こたえた。そもそもほとんどすべての飲料アイテムは、井戸水となんらかの素材の組み合わせで作られているはずだ。

　試しに飲んでみたら、井戸水でさえ水道水的な味なのだった。と、すると水道水と感じていたのはシロエたちの舌の問題で、要するにただの水ということだ。

　水になにかを混ぜても水のまま、というのはなんだか騙されたような気がして仕方ない。

「……あれしかないんだよね」

「まぁ、それはそうなんだけどさぁ。刑務所だってもうちょっと、ましなもの食わせてると思うんだよ。俺がＴＶ特番で見た網走刑務所の食事って、けっこう旨そうだったもの」

「うん」

　そういわれてみれば、そんな気もする。

　シロエは中学までは公立校に通っていた。そこで食べた給食はグルメとはほど遠かったが、確かにこの世界の全面的濡れ煎餅よりはずっとマシだ。

「で、俺思ったんだけどさ」

「なにさ？」

「これって、俺たちにマズメシを食わせ続ける神様の拷問部屋なんじゃね？」

　そんなバカな……と思いかけたシロエだったが、よく考えてみると、それを否定できるだけの材料がない。確かに空想的でバカげた話だが、もはや現実が空想的でバカげた事態なので、ありとあらゆる与太話を一笑に付せないのだった。

「だとすれば、拷問センスがかなりいい神様だよね」

「俺もそう思う。食い物がさぁ、毒でできてて、食うと血ち反へ吐どを吐いちゃうんだけど、食わせ続けられるって、地獄っぽいじゃん？　鬼の獄ごく卒そつが無理矢理食わせるとかさ」

　ああ、そういえば仏教の地獄にそんなのはありそうだ、とシロエは思う。

「でも、そうじゃないんだよな。多分栄養はあるし、毒じゃない。味だって、我慢すれば我慢できなくはない程度の不味さ。１食くらいなら、まぁ平気。でも、それ以外が一切ないの。ずーっと、その味しかない訳よ。際限なく続く訳だ。どんどん暗い気持ちになってくるぜ。──それって嫌がらせとしてはかなりハイエンドだよな？」

「だからそのあたりが拷問センスってヤツなんだよ。その──やなセンスだけど」

　シロエたちがそんな話をしていたときだった。

　カツン。

　そんなささやかな音がして、足下のアスファルトに小石が跳ねる。




　視線をあげたシロエは、元はなにかの商店だった３階建ての崩れかけた建物の入り口に立つ長身の男を認めた。

「アカツキさんだ」

　黒髪、黒装束。目鼻立ちの整ったその長身の男は、口元をスカーフのような布きれで隠したまま、シロエに対して目礼する。

「知り合いか？」

「うん。この人はアカツキさん。〈暗殺者アサシン〉だよ」

　アカツキに近づきながらシロエは直継にアカツキを紹介する。




　シロエがアカツキと知り合ったのはかれこれ１年くらい前のことになる。アカツキは極端に口数が少ないプレイヤーだった。

　というのも、彼はボイス・チャット全盛のこのご時世に文字チャットの使用者なのだ。もっとも〈暗殺者アサシン〉という職業の雰囲気を出すには役立っている。

〈エルダー・テイル〉にはアカツキのようなロールプレイヤーも少なくはない。シロエの考えによれば、ロールプレイヤーというのは、〝雰囲気重視のプレイヤー〟とでもいったところだろうか。

〈エルダー・テイル〉がこうなってしまう前から、アカツキは「アカツキというキャラクターでゲームをしているプレイヤー」ではなくて「この世界に住んでいるアカツキという人間」としてゲーム中のすべての言動を行なってきた。

　演技といってしまうと失礼に当たるだろう。それはそういう種類のゲームの楽しみ方なのだ。他人が口出しするようなことではない。

　それにアカツキはなかなか腕のよいプレイヤーだとシロエは思っていた。無口だし、無愛想で、愛嬌なんて見あたらない、その意味ではマリエールの対極にいるような存在であってもだ。

　一緒にパーティーを組んだときは、己の役割は完璧に果たして、他の仲間への気遣いも忘れない。なにも気遣いというのは明るい言動だけで表現されるものではないのだ。昨今、そんなプレイヤーは貴重である。

　なにより沈黙が苦にならないのがよい、とシロエは思っていた。

　黙りこくる雰囲気が苦痛になる関係もあるが、アカツキとシロエはある種似た部分があり、ふたりで狩りを続けていてもそれが苦痛にならなかった。それはただの無言ではなく、言葉以外のなにかで会話をしていたせいだと、シロエは感じている。

　たとえば連携のタイミングや、援護に入るちょっとした仕草。

　戦闘と戦闘の間の休憩。そんな些細な気遣いとやりとりで、「会話」は成立するのだ。

　一緒に探索をして頼りがいのある職人肌の〈暗殺者アサシン〉。それがシロエのアカツキに対する印象だった。




「アカツキさん。どうしたんです？」

　アカツキは顎あごをわずかに振るという仕草で己の意志を示すと、その崩れ落ちそうなショップの奥に引っ込んでいく。どうやらこのショップは個別のゾーンを構成するタイプではなくて、アキバの街に直接設置された巨大なオブジェクトでしかないらしい。

　シロエたちはアカツキの招きに応じて、薄暗い廃墟に入る。

「なぁ。シロ。こいつどういうヤツなんだ？」

「アカツキさんはロールプレイヤーだよ。無口だけど腕はいい。かなりね。──でもこんなことになっちゃ、やっぱりへこんでるよなぁ」

　直継の小声の質問にシロエはやはり小声で答える。

　アカツキの姿はすでに見えない。ひとりで廃墟の中にどんどんと入って行ってしまったのだろう。その行動は、今までのアカツキの言動からすればいささか性急だった。

　湿った埃の匂い。朝の光は崩れかけた壁の隙間や細い窓から、まっすぐのラインとなって差し込んでいる。

　やはりなんらかの店、しかも飲食店だったのだろう。入ったその空間は広々としていて、いくつものテーブルや椅子、ソファが斜めになったりひっくり返ったり、ひどく混乱した空間だった。

　アカツキはそこで振り返ると、困ったような、どこか咎とがめるような視線で直継を睨にらむ。

「アカツキさん。これは直継。〈守護戦士ガーデイアン〉。僕の古い知り合いで、かなり頼りになる人。信用していいよ」

「俺は直継。よろしくなっ！　お前がオープンだろうとむっつりだろうと、俺はすべてのシモネタに付き合うぜっ」

　アカツキの視線にシロエは直継を紹介する。

　直継は直継らしい、あんまりにも直球の挨拶を返す。初対面なのに、と頭を抱えかけるシロエだが、そんな挨拶を気にとめる余裕もないとでもいうように、アカツキは思い詰めた表情をしている。

（こんなにぴりぴりした人だったっけかなぁ……アカツキさんて）

　気詰まりな沈黙が流れる中、シロエはひとりでそんなことを考える。

（口数こそ少なかったけれど、けっこうフットワークの軽い、戦闘好きなプレイヤーだったと思ってたんだけど）

「探してた」

　しばらくの沈黙のあと、アカツキは聞き取れるかどうかという幽かすかな声でそんな言葉を漏らした。それはひどく細く頼りない声だった。

「僕に用事？」

　アカツキはシロエの言葉にこくりと頷く。

　彼はそれでもひどくなにかを悩むように２、３度大きな呼吸を繰り返して、意を決したように告げた。

「〈外がい観かん再さい決けつ定ていポーション〉を売って欲しい」

　アカツキの声は細かったけれど、内容自体ははっきりと聞き取れた。しかしその内容が耳に到着するのと、脳に到着するまでの間にはひどいタイムラグがあって、シロエはなにをいわれたのか理解するためにしばらく考え込むことになる。




〈外観再決定ポーション〉。

　それはシロエが〈エルダー・テイル〉をプレイしはじめた頃にイベントでくばられた、限定アイテムだった。たしか〈エルダー・テイル〉のユーザー拡大を目指した販促キャンペーンの景品で、その販促キャンペーン自体がＷｅｂラジオと提携した、ひどくお粗末な物だったような記憶がある。名前も知らないような泡ほう沫まつ声優が出演して場当たり的に決めた新曲発表と絡めたようなひどいできのイベントで、〈エルダー・テイル〉の運営サイドとしても、いわゆるひとつの「なかったことにしたい過去」だろう。

　20年もの歴史があるゲームだと、そんな愚にもつかないようなキャンペーンも数多くあるし、そのとき限りのアイテムなどというものも、数え切れないほど存在するのだ。

〈エルダー・テイル〉においてプレイヤーの分身となるキャラクターは、ゲーム開始直後に作られる。

　８つの種族、12の職業、名前、性別。その他、身長や体形、顔のテクスチャ、髪型、髪の毛の色や瞳の色等細かい調整項目がある。体形に至っては、胸囲や足の長さ、胴回り、肩幅など十数カ所の数値を調整可能。もっとも、体形や顔は戦闘や成長などのゲームバランスそのものには影響しないから、玄人のユーザーはわりとあっさりと決めてしまうことも少なくはない。

〈外観再決定ポーション〉とは、文字どおりゲーム開始直後に作られたキャラクターの外観データを再決定する水薬ポーシヨンだった。もちろん先ほど述べたとおり外観はゲームの難易度には影響を与えないから、これは一種のジョークアイテムとでもいうべきものだ。販促イベントの不出来さと相まって非常に希少だが、実際には気分転換以上の意味はないアイテムである。

　少なくとも、今までは。




「ア、ア、アカツキさん。も、もしかして……」

　シロエの態度にアカツキは睨みつけるような視線を注いでくる。

「女だったの？」

　アカツキはその精せい悍かんな、いかにも腕利きの職業的な殺し屋といった風貌に似合わず、こくりと素直に頷いた。

　先ほどからの細い声。無理に作っていたけれど、それはやはり女性のもの。文字チャットのなくなってしまった今のこの世界では隠しようのない特徴。

「これまたびっくりだわ」

　シロエの隣では、直継も硬直していた。




　　▼３




　銀行の貸金庫から〈外観再決定ポーション〉を引き出してきたシロエは、崩れかけたショップで待っていたアカツキにそれを渡す。薄いオレンジ色の薬瓶を受け取ったアカツキは明らかにほっとした様子だった。

「少し待っていて欲しい」

　アカツキはそういうと、店の奥に消える。

　奥とはいっても別の部屋があるわけではなく、厨房との敷居にあるついたての陰にアカツキの荷物が置いてあるらしい。

　不用心だな。まさかそんな所で普段から生活している訳じゃあるまいな？　とシロエは考えたが、そんなツッコミを入れる雰囲気ではなさそうだ。

「おーい、大丈夫かよー？」

「心配ない。……うっ」

「どうしました？」

「このポーション、けっこう痛い」

　アカツキは早速ポーションを飲んだのだろう。ついたての陰から、ポーションと同じオレンジ色の光が漏れてくる。直継に応えるアカツキの声に苦痛の響きがあって心配したシロエだが、その表情が青白くなる。

　割り箸を数本まとめてへし折るような、濡れた雑巾をそのまま千切り引き裂くような、どうやったらそんな風な音が発生するのかけっして知りたくない響きさえも漏れ出したのだ。

（ちょっと待てよおいっ）

「ぐうっ……。ううっ……」

　心配して近づこうとするシロエだが、その足は釘付けになって止まる。アカツキのうめき声。それは改めて聞いてみれば確かに女性の、それも少女然としたものだったのだ。

　痛みを堪えるような声は続いているが、慌てて覗き込み、うっかり肌を見てしまったらと思うと、迂う闊かつについたてをどかすこともできないシロエだった。

　アカツキがボイス・チャットによる音声会話を行なわなかったのも当然だ。

　そんなことをしたらプレイヤーが女性だというのがあっという間にわかってしまうし、それは〈暗殺者アサシン〉をロールプレイするアカツキにとってはひどく都合が悪いことだったのだろう。

　シロエは今さらながらにそれに気が付く。

「色々あるなぁ」

　埃をはらって引き起こしたストゥールに腰をかけた直継はそんな風にため息をついた。シロエだってびっくりしている。

　しかし、あり得る事態ではあった。ボイス・チャットシステムが主流の今のオンラインゲームにおいて、プレイヤーとキャラクターの性別が違うというのは一般的ではない。しかし、まずお目にかかれないほど珍しいことでもない。

〈エルダー・テイル〉はオンラインゲームの中でもかなり複雑で本格的な、玄人向けと評されるゲームだった。性差に関係なくオンラインゲームは楽しまれているが、いつだったかシロエが読んだ雑誌記事の統計によれば、女性はやはりライト級のゲームを好む傾向があるそうだ。

　シロエの実感している限りでも、〈エルダー・テイル〉の男女比は男性が７割、女性が３割というところだろう。

　アカツキはシステムの理解も深かったし、なにより戦闘好きだった。だからシロエはアカツキが女性かもしれないなんて１回も疑ったことはなかった。

「もう、大丈夫だ。──感謝する」

　そういってついたての陰から現れたのは、身長１５０センチ弱の長い黒髪を揺らす少女だった。声から想像はしていたけれど、相当な美少女だ。
















30センチ以上も縮んでしまった身長のせいで、先ほどまで着ていた男物の黒装束はひどくだぶついていて、まるで子どもが父親の仕事着を借りて着ているようだったけれど、何重にもロールアップした裾から覗く細くて白い足首や、まくり上げた袖から覗くちょこんとした指先は小動物めいた可憐さを感じさせる。

「うわっ。美少女だぜ。ホンモノだわ」

　直継が口を半分開けて呟く。

　それはシロエも同感だった。

　この世界では、容姿の基本的な造形や髪型などを〈エルダー・テイル〉のモデル設定から引き継ぐらしい。けれど、ここ最近の観察結果によれば、その容貌はおそらく現実世界のプレイヤーの要素を継承する。

　シロエはこの世界の種族ではハーフアルヴという、古代の種族アルヴと人間の混血種族だ。細身の身体で好奇心が旺盛という設定の種族なのだが、宿屋の鏡で確認したところ、顔の作りそのものにはやはり現実世界での自分の特徴が現れているようだった。それは人からは三白眼ぎみの目つきの悪さといわれる部分で、シロエはちょっと落ち込んだものだった。

　同じ理屈をアカツキに適用して考えてみると、種族はシロエと違って純粋な人間種だ。

　容姿の方は、これは掛け値なしの美少女。

　黒眼の大きな瞳に、白い卵形の頰。墨で引いたような眉毛。影響下にあるこちらの容貌がこうなのだから、本体の方も相当綺麗な──いや正統派美少女だといえるだろう。

　だが、アカツキの新しい身体は相当に小柄だった。シロエの肩よりは確実に低く、もしかしたら１５０センチに届かないかも知れない。

〈エルダー・テイル〉において、プレイヤーは自らの分身たる〈冒険者〉の容姿や体形をかなり詳細に決定することができる。男性だったアカツキは相当に長身だった。今のアカツキと比べて確実に30センチ以上は高かっただろう。

　身長が数センチ変わっただけのシロエでさえ、歩行中に違和感を感じたのだ。今回の騒ぎでアカツキが感じていた不都合は、シロエの何十倍もひどいものだったに違いない。

「駄目だな、お前」

　シロエは固まる。こんな美少女だとは思っていなかったのだ。

　そんな緊張感を破っていい放ったのは直継だった。

「さっきの言葉は訂正だ。お前はオープンスケベにもむっつりスケベにもなれない。なぜなら男じゃないからだ。お前はぱんつをはく側だ。身分を弁わきまえろっ」

　それは確かにそうだろうが、余りにも理不尽な宣告に、アカツキは話を理解もできずにきょとんとした表情をする。

「シロエ殿。この人は頭がおかしいのか？」

「頭がおかしい訳じゃなくて……えーっと。おかしな人なだけだよ？」

「なんでそうなるっ!!」

「おかしいという点では一緒だな」

　横目でちらりと見ながらアカツキはいう。

　ボイス・チャット縛りがなくなったからだろうか。

　アカツキは〈エルダー・テイル〉でゲームをしていた頃よりも、打ち解けた受け答えをする。しかし、その、言葉を節約したような口調は、シロエの中のアカツキのイメージを損なうものではなかった。

（いや。声が可愛いくて戸惑うけどなぁ）

「誰がおかしいってんだっ！　一人前の男に生まれたからにはシモネタのひとつもできないでどうするっ。それは崇高なる使命なんだぜ。まぁ、お前のような女子どもにいってもわからないだろうがな……」

　意味もなく胸を張る直継をアカツキは一いち瞥べつすると、小さく鼻を鳴らす。

「でもま、苦しそうだったな。まぁ、飲めよ」

　直継がひょい、と井戸水のボトルを投げる。

　それは、もうなにを購入してもただの水でしかないと諦めたシロエたちが最近買っている、１番安い井戸水を水筒に詰めたものだ。

「世話をかける」

　ちょっと意外そうな表情のアカツキ。変な男なのか面倒見がよくて気が付く男なのか計りかねたのだろう。それでもその水筒をキャッチして、けっこうな分量を一気に飲み干した。ずいぶん喉が渇いていたらしい。

　３人は湿った匂いのする店内に思い思いの姿勢で陣取って話しはじめる。

　アカツキはこの５日間、人目を避けながらろくな食べ物も飲み物もとらずに廃墟の中で暮らしていたらしい。

　シロエとしては、なんでそんなことを、とも思ったが話を聞いてみるとそれも納得した。

　元の身体と身長差がありすぎたアカツキは、歩くことも不自由するようになってしまっていたというのだ。もちろん街中でゆっくり移動するだけなら平気だったろうが、トラブルに巻き込まれたら対処することができない。

　そしてそのトラブルは高確率で予想された。

　文字チャットがなくなってしまった今のこの世界では、買い物をするにせよ知り合いと連絡を取るにせよ、音声を使わないではすまされない。筆談をすればなんとか意思の疎通だけはできるだろうが、それにしたって不審者あつかいを受けるだろう。

　声を出しても別段それでペナルティを受ける訳ではない。女性の声を持っている男性というだけのことだ。が、高身長の精せい悍かんな殺し屋が女声というのは、いかにも不似合いで興味を引かないではいられない。トラブルを予想したアカツキはおそらく正しい。

「それで、以前パーティーを組んだときにシロエ殿が話していた〈外観再決定ポーション〉を思い出した。それがあれば……とりあえずこの苦境は脱出できると」

「なるほどね」

　直継が相づちを打つ。

「なんだかなぁ。そもそも、最初からこのちみっこモデルでプレイしてれば良かったのに」

「ちみっこいうな」

　彼女は鋭い目つきで直継を睨む。

　アカツキの視線は強い。それはポーションを飲む前からだが、こうして自分自身の姿を取り戻した今では、その意志力を乗せた生真面目な視線は雄弁で、岩をも穿うがつほどだとシロエは思う。

「ちみっこはちみっこじゃん」

「おかしな人にいわれたくはない」

　しかし、そのアカツキの視線を直継はものともせずにからかう。

　もっともただからかうだけではなく、荷物から飲み物や食料を出して勧めたり、さり気なく気を遣っているのが直継らしいとシロエは思う。アカツキもそれがわかっているから、本気で嚙みつけないで、どうも勝手が違うようだ。

「現実にはできないことができるからゲームは楽しいのだろう？　ファンタジーだろうがＳＦだろうがそうではないか。私にとっては高身長がそれだったんだ」

　アカツキは拗すねたように少し口を尖らせて答える。

　そういわれてみればそれはそれで正論だ。

「あー、そりゃまぁ、仕方ねぇか」

　直継は同情したような声でアカツキをちらりと見る。

「……」

「うん、仕方ないよな。アカツキは悪くない。俺はアカツキの味方だ。人間誰だって夢見る権利はあるもんな」

　そういうと、なにもかもわかったというような笑顔で親指を立てる直継。次の瞬間アカツキは華麗なポーズで飛び膝蹴りを直継の顔面にたたき込んでいた。

「膝はないだろっ！　膝はっ！」

「シロエ殿、おかしな人に膝蹴りを入れてよいだろうか？」

「入れたあとに聞くなよっ!!」

　ふたりのやりとりにシロエは笑いを堪えることができない。

　ふたりとも仲が悪いようには見えなくて、それが一層笑いを誘う。

　直継からは「ひとりでよい子ちゃんになりやがって」という非難を受け、アカツキからは「もうちょっとこの変な人をどうにかして欲しい」という要請を受けて、そしてまたひとしきり笑いを堪えたあと、シロエはアカツキに訊いてみる。

「やっぱり、自分に近い身体の方が楽でしょ」

　アカツキはその問いをしばらく考えて、やはり生真面目な表情のまま答えを返す。

「男の身体は格好よいしリーチもあるけれど……とても困る」

「そっか？　そんなに困るか？」

　直継が尋ねる。

　このふたりは初対面なのにあっという間に馴染んでいるようだ。アカツキはどちらかといえば人間関係には慎重なタイプだったとシロエは記憶しているが、直継の空気というのはそんなアカツキの警戒心もほどかせるらしい。

「えっと……トイレが困る」

　うつむいて口ごもるアカツキ。

（セクハラだっ!!　直継）

「あー。ちんちんついてるもんな！」

（追い打ちをかけるなよ！　直継！）

「ああ、えっと。そのっ。話を変更するとしてっ！　その外観はだいたい本当の体形とリンクしたサイズにしたんでしょう？」

　シロエは下手くそに話題転換をはかると、赤くなって居心地の悪そうなアカツキをフォローするように尋ねる。彼女の身長は女性にしたってずいぶん低い方だろう。

「うん、そう」

　アカツキはだぶついた衣服のあちこちを引っ張りながら、真剣そうな表情で頷く。

（直継のセクハラ親父発言への照れ隠しもあるのだろうけど……）

　それにしても、妙に生真面目な、人間や物を見るときにじっと凝視する娘だな、とシロエは思う。

　アカツキはなにかを見つめるとき、視線を逸らさないで見つめてしまう癖があるようだった。その癖はおそらく元の世界のアカツキ本人が持っていたものなのだろう。その仕草は懸命で必死そうな印象を華奢な少女に与えていた。

「じゃぁ、身長差の問題は解決だな。歩行も楽になったろ？」

「助かった」

　言葉少なく礼をいうアカツキ。

　ぶっきらぼうな口調と唐突さ、じっと見つめてくるような癖。

　その組み合わせは、シロエの中で、寡か黙もくな職人肌の攻撃職だった昔のアカツキに重なってゆく。姿はまるで違うが、その行動は生真面目で、アカツキの本質そのものに思えた。

　シロエは目の前の小柄な少女と、自分の知る「アカツキ」との溝が埋まっていくのを感じていた。

「いくらはらえばよい？　わたしの全財産でよいかな？」

　アカツキは例の睨みつけるのとすれすれの一いち途ずな視線でシロエを見つめながらとんでもないことをいいだした。

「３万くらいしかないんだけど──。これで許して欲しい」

「そんなの、いいよ」

「そういう訳にはいかない。さっきのポーションはイベント限定アイテムだといっていた。ということは、もう入手不可能な希少アイテムだ。本来であれば値段なんてつけようのないアイテムのはず。３万程度ではとても足りないのだろうけど」

　理屈としてはそのとおりだ。

　今まで貸金庫の肥やしになっていたけれど、この状況下では大きな値がついても不思議とはいえない。

「……」

「……」

　しかし、とはいっても、では、全財産をもらうほどのアイテムか？　といわれるとシロエとしては首をかしげざるを得ない。なんといっても、今までは使い道のないアイテムだったのだ。

「その。あー。……無料じゃダメかな？」

「忘恩の誹そしりを受けたくはないのだ」

　シロエにしてみれば、アカツキの睨んでくるような上目遣いというか、自分を凝視するようなその仕草というのはけっこう居心地が悪い。なまじっか整った美少女なものだから相当な破壊力がある。

「そんなに気になるんだったら、そのお礼はぱんつにしようぜっ──がっ」

　再び直継の顔面にアカツキの小さな膝が綺麗な形でたたき込まれる。いくら直継が瓦礫の上に座っているとはいえ、よい角度で決まるものだ。

「アカツキさんは運動神経いいんだなぁ」

「ちょ、おいむっつりスケベ。お前はどっちの味方なんだよっ」

「シロエ殿。この変態に膝をたたき込んでよいだろうか？」

「だから蹴る前に相談しろよっ」

　シロエは、直継を指さして許可を求めるアカツキの仕草が可愛らしくて、思わず笑みがこぼれる。

「まぁ、いいや。んなポーションの値段よりさ、おいアカツキ」

「呼び捨てするな」

「それはどうでもいいからさ、ちみっこ」

「ちみっこいうな。それにこれは大事な話なのだ。シロエ殿の限定アイテムを無料でせしめたとあっては末代までの恥となる」

　頑かたくなにいい張るアカツキ。

　そんな風に口を尖らせるアカツキを眺めていた直継は、シロエに振り向くと、アカツキと見比べて、続ける。

「いや、そんなのはまさに『そんな話』だよ。そんなことよりも、アカツキ。お前さ、しばらく俺たちと一緒に行動しないか？」

「──え？」

　その言葉はアカツキにはよほど意外だったようだ。

　まるで一時停止をかけたようにその動きが止まる。

「参謀、説明」

　直継はいいたいことをいってしまうと、あとはまるでシロエの役目だといわんばかりに丸投げをした。

　打ち合わせもしていないようなことを振りやがって。シロエはそう思うが、提案自体は納得できる。

「……うん。悪くない話だ、と思うよ」

　しかし、悪くない提案だという感想と、そのことを説明する平易さとは必ずしも結びつかない。直継だってもちろん善意でいいだしたのだろうが、その善意とは別に、なんだか罰ゲームでナンパをさせられているような気恥ずかしさがつきまとうのも事実だった。

「……いいたくはないけど、アカツキさんは女の子だし、小さいし。元の体形に戻って、その──あー、容姿と声の間の整合性がとれてもさ。もめ事には巻き込まれる──んじゃないかな。なによりアカツキさんは、まだギルド未所属だし。どこかギルドに入る当てはないの？」

「どこかに所属するのは苦手だ。一匹狼が〈暗殺者アサシン〉の生き様だから」

　シロエの言葉にアカツキは思い詰めたように眉を曇らせる。

「まぁ、そうだろうなぁ。俺たちも似たようなもんだ。フリーの冒険者だ。自由気ままだぜ。自由ぱんつフリーダムだ」

「……黙れ変態」

「どこかに所属する予定があるのならともかくさ……。今、未所属はなんだかんだで絡まれるみたいだよ？　大手ギルドが戦力増強を企てて、片っ端からスカウトをかけてるんだ。女性プレイヤーなら、なおさらだと思うし」

「そうなのか……？」

「ねぐらの確保とか、状況情報の共有。……多少つながりはあっても、いいんじゃないかな」

　その言葉にアカツキは頷く。

（アカツキさんは愛想がよい訳じゃないからなぁ）

　シロエだって自分は愛想がよいだなどとは思っていないが、アカツキの無愛想さは相当なものだった。ゲームとしての〈エルダー・テイル〉時代、アカツキの気遣いとは無言のフォローだった。シロエはアカツキの言葉が少ないだけで、けっして無愛想じゃないのはわかっているが、それに気が付くようなプレイヤーは非常に少ないだろう。

　戦闘職人であるアカツキの知り合いは、シロエの知る限り相当少ない。自分が１番アカツキと行動を共にしていたのではないかと思う。




　もちろん、それはそういうスタイルのプレイであるからゲームである時代はそれで良かった。ゲームなのだから、他人に迷惑をかけない限り、プレイする本人が楽しいようにプレイするのが絶対的に正しい。

　しかし、現在この世界はゲームとはいえない。

　アカツキの無愛想さは、本人がこんなに美少女であると判明してしまった以上、必ずやトラブルの火種となる。

（直継がそこまで考えていたのかどうかはわからないけど……。その意味でもしばらく一緒に行動するというのは悪くない──のだけどなぁ）

「いいじゃん。〈暗殺者アサシン〉ってのは、暗殺が得意なんだろ？　俺たちが戦っている隙に背後に忍び寄ってさくっとモンスターを一撃。ナイスコンビプレー。悪者成敗祭りだぜ」

　直継はそんなことをにこやかにいう。

（まぁ、連携としては間違ってないんだけど。……その変な祭りはいったいなんなんだよ）

「むぅ。シロエ殿は、それでもよいのか？」

「歓迎だよ。３人になった方がなにかと心強いしね」

「そうか、では忍びとしてシロエ殿を主君と仰ごう」

　シロエの言葉に、アカツキはしばらく迷っていたけれど、彼女独特の一途なまでにまっすぐな眼差しでこくりと頷く。

　忍び？

　主君？

　アカツキは〈暗殺者アサシン〉じゃなかったっけ？

　そんな疑問が浮かんではくるけれど、シロエにとってそれはよい提案だった。

「絶体絶命の男性化の危機から救ってくれた恩があるからには、それ相応の働きで返さなければならないだろう？　これぞ報恩というものだ。私はこれから主君の忍びとして身の周りを守ろうと思う」

　アカツキは、彼女にしては珍しく目を泳がせながらそんなことをボソボソと告げた。鼻を中心に紫色のあざを作っている直継は、そんなダメージにもめげずにシロエを見てニヤニヤと笑っている。

「んじゃ、そういうことでチーム結成だ。よろしくな、ちみっこ」

「うるさい、バカ」

「えらくでこぼこトリオだけど。お手柔らかに」

　シロエたちは、金色の光が差し込む薄汚れた店舗の中で、それぞれの手に持った水筒を打ち鳴らして、チーム結成を祝うのだった。




　　▼４




　アカツキが仲間になってからの数日。

　シロエたち３人は活動の中心地をアキバの街近郊のフィールドゾーンに移しつつあった。

　理由はいくつもあるのだが、ひとつは、覚悟を決めて直継と出掛けた「書庫塔の林」での戦闘が思いのほか厳しかったということだ。

　この世界の戦闘は、その基本的な構造や戦略という点で〈エルダー・テイル〉の仕様を忠実に再現しているが、個々の参加者の戦術や戦闘技術という点では圧倒的に異なる。

　ゲームであったときはプレイヤーが関与しなかった、細かいひとつひとつの要素──たとえば剣の振りや盾を突き出す角度、足場、その移動といった細かな点が大量に紛れ込んでいるのだ。視界の問題や連携のとりづらさなども大きな問題だ。そしてなによりも恐怖感を初めとした精神的なハードルが高い。

　直継と初めて出掛けたときの感想は「これはかなり大変だぞ」というもので、数回の日帰り遠征を行なったあと「一筋縄ではいかないな」というものに変わった。

　しかし、アカツキは完全な前衛職だし、この世界で生き抜くことを考えると戦闘に慣れるならば早い方がよいだろう。当分の間は一緒にいるということにしたが、何時までも一緒にいるかどうかはわからない。一緒にいる間に、戦闘の基本を身体に染みこませた方がよいと３人は考えたのだ。

　もう一点は、ギルド〈三日月同盟〉の存在だった。

　シロエたちはあれからもちょくちょく〈三日月同盟〉のギルドハウスに通っては情報交換を行なっていた。シロエたちとは違い〈三日月同盟〉には生産職のプレイヤーもいる。シロエも一応は生産サブ職業〈筆ひつ写しや師し〉を高レベルで習得しているのだが、〈三日月同盟〉には他にもさまざまな職人がいるし、人数も多い。

　街中での顔も利く彼らの方が、同じ時間活動しても街中の情報は効率よく集めることができる。

　情報交換を考えた場合、フィールドゾーンでさまざまな調査をしながら実地訓練を行なった方がマシだというのが、その理由だった。




　もちろん、最低限身を守るために、シロエたちのように動きはじめた者たちもいたが、アキバの街には、相変わらず虚脱したようなプレイヤーもあふれている。１週間が経った今でも、この状況が信じられないのだろう。もしかしたら、誰か──神や運営といった存在が助け出してくれるのではないか？　そう思っているのだ。

（思ってるというか、思っていないとやりきれないというか……）

　その気持ちはシロエにもわからないではない。しかし、その希望を信じ込めるほど楽観的にはなれないだけだ。

　これが何らかの悪戯で、ある日救援の手が届くならば良し。そうなればシロエもほっとするに違いない。居心地の良い大学とは言えなかったけれど、生まれ育って慣れ親しんだ世界である。帰りたくないはずがない。

　しかしこれが運営の起こした事件であるにせよ、不可逆の事件であって、元に戻れないという可能性も否定はできないのだ。後ろ向きに近いほど慎重なシロエとしては、救援の可能性に賭けて、毎日を無為に過ごすことなどできなかった。

　アキバの街は日本サーバー最大の市街地で、新規参加したプレイヤーのスタート地点でもあった。プレイヤー都市はどこでもそうだが、その周辺のゾーンは初心者でも比較的廻りやすい、低レベルのモンスターが出てくる安全な場所が多い。

　シロエたちはそういった初心者向けのゾーンをひとつひとつチェックしては徐々に高レベルゾーンへと歩を進めていく予定だった。シロエも直継も、そしてアカツキも、レベルだけならば90である。

　低レベルの初心者ゾーンではたとえ敵に襲われてもほとんどダメージは受けない。敵の方もこちらの実力がわかれば、むやみには襲ってはこない。

　その意味では、モンスターとの戦闘を回避することも可能だったが、シロエたちはなるべく多くの種類のモンスターと手合わせするように心がけていた。

　敵の攻撃そのものは大きな脅威ではなかったが、それでもさまざまな怪物に突然襲われたときは一瞬身がすくんでしまう。画面でゲームをしていたときにはけっしてわからなかった耳障りな獣の呼吸、息が詰まるような血の臭い、こちらに向けられる殺気。

　そういった実戦の恐ろしさは相手が低レベルの敵であってもシロエたちをひるませるに十分だった。

　シロエたちは、経験値が手に入らないような雑魚のモンスターであっても、戦ったことがない相手であれば少なくとも数回は相手をして、動きの癖や対処法などを研究するための実験を繰り返した。




　シロエたちの戦闘は、直継を先頭に押し立てたフォーメーションを基本としている。

　戦闘は、直継の突撃で敵との間合いを詰めることからはじまる。

〈守護戦士ガーデイアン〉である直継は、自慢の重装甲と盾の技を生かして敵の攻撃を受け止める。〈タウンティング・シャウト〉は〈守護戦士ガーデイアン〉の基本的な技のひとつで、モンスターを逆上させる効果がある。逆上したモンスターは直継に激しく攻撃を仕掛けて、そのためにシロエやアカツキは敵のマークから外れるという訳だ。

　しかし、やはり考えていたとおり、前線で剣を振り回し、激しい戦闘を行ないながらステータスを確認するのは容易なことではないらしい。ゲームとしての〈エルダー・テイル〉を遊んでいるときには、攻撃したいモンスターを指定するだけで、あとはキャラクターが自動的に攻撃を繰り返してくれていた。敵の攻撃もこちらの回避能力に従い、自動的に一定の確率で回避し、剣で受け流したり盾で食い止めたりもプレイヤーが意識する必要はなかった。

　特技を使用したいときはアイコンをクリックすればそれですんでいたのだ。

　だが実際にこの異世界で戦うためには、目の前に現れた実物のモンスターに向かって、踏み込み、あるいは飛とび退すさり、何度も両手を振り下ろして武器を叩きつける必要がある。

　目の前に迫ったモンスターを相手にすると視界も狭まるし、モンスター側がどんな動きをしているのか確認できないことも多い。

　シロエたちは相談を繰り返して、いくつかのフォーメーションや作戦コードを考え出した。前線から離れて全体を見渡せるシロエがふたりに指示を出すのが結局は安全だ、という結論になったのだ。

　シロエは魔法で援護しながら周辺警戒や仲間のステータス把握に気をくばる。

〈付与術師エンチヤンター〉の魔法は、地味なものが多い。〈キーン・エッジ〉は他の職に自慢できる〈付与エンチヤ術師ンター〉の数少ない魔法だが、その効果は仲間の武器の攻撃力を３割ほど引き上げるというものだ。これは数時間は持つので、戦闘中にかけ直す必要はない。

　もちろんその他にも数多い呪文が使えるのだが、それらは戦闘状況を見ながら臨機応変ということにして、目下シロエのメインの役割は、周辺監視と仲間のステータスの確認だ。

　アカツキは何回か戦闘をすると、シロエと直継の連携に馴染んできたようだった。

〈暗殺者アサシン〉は武器攻撃職３職のうちのひとつで、瞬間的な最大ダメージでは全12職中最強の力を誇っている。

　戦士系との違いは、戦士系が前線で敵の攻撃を引き受けることが得意で、それを特徴としているのに比較して、武器攻撃職はそこまでの防御能力もなければ、敵を引きつけることも得意とはしていない点にある。

　つまり、武器攻撃職の役割は戦士系が引きつけた敵を撃破することにあるのだ。その武器攻撃職の中でも〈暗殺者アサシン〉は敵の速やかなる排除、すなわち抹殺に特化した性能を持っている。〈暗殺者アサシン〉の使う必殺技〈アサシネイト〉は瞬間的に１万近いダメージを発生させることさえできる。

　戦場を身軽に走ってゆくアカツキの姿。

　小柄な身体は驚くほど敏びん捷しようで、敵に接近する疾走の最中にも、ときにぶれたようにその姿を視認するのが困難になる。それは〈暗殺者アサシン〉の持つ技のうち、敵の死角に走り込み直後の攻撃の成功率を高める〈ハイドウォーク〉というものらしい。

　その黒髪をなびかせてゆく走りは、まるで液体が流れていくように滑らかでときには見とれてしまうほど優美だった。

　直継が盾で受け止めた敵の牙をそのままはじき飛ばすように後退させれば、彼女は自慢の小太刀をすかさず突き立てる。あるいは、直継の隙を狙って攻撃を企たくらむ敵の脇腹をざっくりと切りつけてその意図を阻止する。

　前衛─後衛の連携が大局的で戦術的であるのに対して、前衛─前衛の連携はひどく直接的で戦闘的だった。だからこそ、互いの癖を直感で理解するほどの場数が必要になる。

　一方シロエはふたりのステータスを確認して、敵の動きを制限するために戦場の移動を指示し、ときには〈付与術師エンチヤンター〉の持つさまざまな魔法を駆使して敵の動きを押さえ、あるいは騙して有利な局面を演出する。

　そして１週間が経つ頃には、シロエたちは50レベルほどの敵と戦えるまでになっていた。
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「あー、取れた取れた。がっぽりだぜ」

　直なお継つぐが採取用の鉈なたを振り回して、血液をはらうと鞘に収める。シロエはその言葉に頷きながら、杖スタツフを下ろして待機していた呪文をキャンセルした。

（やばいなぁ。色々思い出してたら憂鬱だよ）

　シロエは肩をすくめて、ため息をつく。困ったものだ。しかし、この世界にきてから、困ったことがありすぎて自分でもなにに困っているのか判然としないほどである。

（こんなのが口癖になったら嫌だなぁ）

「どうした？　主君」

　気が付けば、アカツキも荷物の整理を終えたのかシロエの近くにやってきている。黒曜石を磨いたように艶つややかな瞳が、低い位置から自分をじっと覗き込んでくるのは、落ち着かない気分だ。

　シロエはごまかすように笑うと「帰ろうか」などとふたりに話しかけた。

　シロエたちがいるのは〈スモールストーンの薬草園〉という１キロ四方ほどのさして大きくはないフィールドゾーンだった。

　もう夕暮れ時だし、森や廃ビルを渡る風はひんやりとして、あちこちからわずかに小鳥の声だけが聞こえる。

　このゾーンはアキバの街からもシブヤの街からも近い、その意味では日帰りに都合のよい狩り場だ。スタートの街の近くにしては比較的高レベルのモンスターが出現する。

「じゃぁ、さくっと帰ろうか」

「了解した」

　シロエの言葉に、黒装束の娘──アカツキは相も変わらずの感情の起伏に乏しい生真面目な口調で答えると、おろしていた荷物を背負い直した。

　辺りには、さっきまで戦っていた〈人喰い草トリフイド〉と〈棘茨イタチブライアーウイーゼル〉の骸むくろが転がっている。倒れたそれらは、いくらも経たないうちに、光の粒子となって消えていった。

〈人喰い草トリフイド〉は歩き出した植物で、先端にはラグビーボールそっくりな、花のつぼみがついている。もっともそのラグビーボールは人間が近づくとぱっくり３つに裂け、なかには割れたガラス片もかくやというほどの鋭い牙がずらっと並んでいるホラーなモンスターだ。

　一方〈棘茨イタチブライアーウイーゼル〉は、紫と緑の入り交じった茨を寄生させたイタチである。猫よりも敏びん捷しような動きで、茨を発射してくるなど、速度のあるモンスターだ。

　２種のモンスターのレベルは48と52。

〈エルダー・テイル〉の世界に生息するモンスターとしてはそこそこに高レベルだが、シロエたちのレベルに比べれば40も下なのだ。まだまだ経験値は入らない。

　この数日の訓練で、この世界が〈エルダー・テイル〉の仕様をかなり忠実に再現していることが、シロエたちにはわかってきていた。まだ予測でしかないが、経験値が入るとすれば、そのモンスターのレベルはおそらくシロエたちの５つ下、つまり85からということになるだろう。

　しかし、今のシロエたち３人で85レベルのモンスターに勝てるかといえば、ずいぶんとぎりぎりの戦いになると思われる。85レベルのモンスター１体ならばともかく、相手は集団で襲いかかってくるのだ。

「大丈夫？」

「ポーション飲んだし、平気だぜっ。俺様の防御能力はまさにクロガネノシロ。鉄てつ鋼こう祭り」

　直継はにやっと笑って応えると、装備している鎧を叩いた。そのこぶしも鈍灰色のガントレットで覆われているために、重々しい音が響く。

　直継の話によれば、敵の攻撃を受けたときの痛み、というのは現実世界のそれよりもずいぶん緩和されているということだ。ＨＰが半分まで減らされたとしても、半はん死し半はん生しようというよりは、身体のあちこちが打撲傷でじんじんと熱く腫れたような感触程度ですむ、という話だった。

　１番ひどくて、タンスの角に小指を思いっきりぶつけた程度かな。直継の言葉を借りればそうなる。

（でもそれって僕なら３回目くらいで泣きそうだ）

　シロエは直継の言葉に眉をひそめたのだが、当の直継はからからと大笑いをするだけだった。

（だけど、今そうだからといっていつまでもそうだとも限らないし……）

　シロエは見張りをしながらも思考をめぐらせる。

（今はまだ敵のレベルが低くて、１回に受けるダメージ量は大したことはない。──戦闘中にゆっくりと判断をしながら、退路も余り気にせずに戦っていける。だけど、このまま戦う敵のレベルが上がれば、受ける被害も増えるだろうしな……。そうなればいくら直継が前衛として優秀でも、今ほど余裕があるかどうかはわからない。今のうちにもうちょっと別の可能性を考えておかないと……）

　12職のうち、もっとも高いＨＰと防御能力を持つ前線の要かなめ、それが〈守護戦士ガーデイアン〉というクラスの特徴だ。その直継が耐えきれないダメージが存在するのだとすれば、他のどんな職にも耐えきれるはずがない。

（と、なると。やっぱり回復職が欲しい、か……。でも、効率考えて無理矢理仲間増やすって、気が進まない。そもそもそんな動機で同行をお願いしたところで、連携が取れるかどうかもわからない。全滅して死んだからといって、街に戻されるだけってことではあるんだけれど……）

　この世界には、「死からの復活」という奇跡が存在する。

　たとえ死んだとしても、アキバの街の大神殿で復活するということをシロエたちは知っている。

　けれど、シロエたちはそれでも無理をする気にはなれないでいた。死というのは、たとえこの異世界の復活保証付きのものであったとしても、やはり忌まわしくて、到底受け入れられないものだ。

（死んでから生き返るなんて得体がしれないよなぁ）

「主君──？」

「おーい、シロ。早く帰ろうぜぇ」

　３人で行動するようになってから数日。シロエが考えていたより、コンビネーションも人間関係も遙かに上手くいっている。元々単独行動が性に合っていると思い込んでいただけで、案外こういう生活にも適性があるメンバーだったのかもしれない。

　しかし、適性があればあるだけ、それぞれの個性という物は際だってくる。このメンバーだと、自然とシロエが「悩む役」ということになるようだった。

（作戦担当なのは〈茶会テイーパーテイー〉からずっとそうな訳だけど）

　ついつい自分ひとりの考えに沈んでしまうシロエ。

　自分でもそれが悪癖かもしれないことには気が付いているけれど、そうそう改まるものでもない。「悩む役」であるのはよいとしても「暗いヤツの役」になってしまうのは勘弁して欲しいなぁ、等とシロエは考える。

「じゃぁ撤退しようか。……明かり要る？」

　シロエは〈マジックライト〉の呪文を用意しながら尋ねる。

「いや、シロの主君」

「その主君ってのやめようよ。シロエにしない？　仲間なんだからさ」

「じゃぁ、わたしのことも『アカツキ』って呼び捨てにして」

　シロエのたのみをさらりと流して、アカツキはシロエを凝視しながら続ける。

（アカツキのこの視線だけは、なんだか。ううう）

　シロエの主観によればアカツキは可愛い。

　おそらく客観的に見てもアカツキはかなり可憐な美少女だ。

　しかしそれだけに生真面目な瞳でじっと見つめてくるアカツキの仕草を、シロエは苦手としていた。けっして嫌いという訳ではないけれど、どうも居心地が悪いような気分にさせられてしまう。

　シロエは生粋のインドア派オンラインゲームプレイヤーで人付き合いが得意という訳ではなく、当然、異性との接触経験が豊富な訳ではない。

（なんていい訳してみても、要するに……、その。照れて苦手なだけなんだけどさ。……だって仕方ないじゃないか。はい。わかってます、僕だってわかってるんだけどさぁ……）

「主君」

　シロエの狼ろう狽ばいに追い打ちをかけるようにアカツキが１歩前に出て声をかける。身長差がありすぎて見上げてくるのもなんだかひどく恥ずかしい。

「えーっと、なにさ。──おい直継、にやにや笑うなよっ」

　シロエらを笑いながら見ていた直継へツッコミを入れておきながら、先を促す。

「帰り道は私が先行偵察に出るぞ」

「どうして？」

「練習だ。〈暗殺者アサシン〉の特技には〈暗視ダークヴイジヨン〉があるし、それ以外にも〈隠行術スニーク〉や〈無音移動サイレントムーブ〉も所有している。こっちの世界での使い心地も試しておきたい。森の中なら、練習には申し分ないからな」

　アカツキは森の奥の早くも薄暗くなってきた辺りに視線を向けると、小太刀の鞘を黒いベルトで締め直して出立の準備を整えながら告げる。

　単独行動か。

　シロエは少し考えてみてから、許可を出すことにした。

　このゾーンにはさっきの２匹より格上のモンスターは出現しないようだ。アカツキなら１対１で戦って負けることはないだろうし、敵が多数であっても逃げるくらいはこなせるだろう。

　それに、自分の持っている技を確認していざというときに万全の状態で挑めるようにしておきたいというのは、よくわかる。自分の能力を完全に把握すること。それはサバイバルにおいて必須だ。

「でもあんまり油断しないでね。合流は、南のゲート付近で。こっちは〈マジックライト〉で照らしながら行くから、そちらから見つけて下さい」

「わかっている。同じゾーンにいれば、位置はわかる」

　パーティーを組んで同じゾーンにいれば、方角と距離で仲間の居場所はわかる。合流に手間取るようなことはないだろう。

「んじゃ、またあとでなっ。ちみっこ」

「うるさい、バカ直継」

　アカツキはひとつのつっこみ台詞を置き土産に、次の瞬間には森の木々に溶け込むように消えていた。




「やるじゃん。ちみっこ」

「草木が揺れる音も立てなかったね」

　口笛を吹きそうな表情の直継。

　シロエは肩をすくめて、〈マジックライト〉の呪文を唱える。杖スタツフの先に灯ったのは、ランプほどの明るさの魔法の光。まだ日が沈みきらない、それでもオレンジ色の夕闇が広がるうっそうと茂った森の中に、魔法の灯火は柔らかな光を投げかける。

「じゃぁ、僕たちも行こうか」

「ＯＫ参謀。進軍開始だ、さくっと行こうぜ」

　その明かりに包まれて、シロエと直継は森の中を東側のゲートに向かって移動しはじめた。

　さくり、さくり。

　露に湿った緑のリボンのような草や、苔の生はえた石の続く獣道を踏みしめて、シロエと直継は御ぎよ苑えんの森を歩きはじめる。

（こうしているとＷｅｂＴＶで見た、屋久島だとかアマゾンだとかの深い森の中にいるみたいだよなぁ……。異世界だなんていわれてもさー。なかなかそりゃ信じられないよ、まったく）

　耳に心地よい虫の音が、幽かに伝わってくる。

　ふたりは下生えをかき分け、ときには直継のロングソードで切りはらいながら、暮れてしまった森の中を進む。

「アカツキって、〈追跡者ついせきしや〉持ちだったんだなぁ」

　直継の言葉でシロエも先ほどの台詞を思い出す。

　アカツキの話していた特技、〈隠行術スニーク〉と〈無音移動サイレントムーブ〉は〈追跡者〉のものだ。〈追跡者〉は〈エルダー・テイル〉に存在する数多いサブ職業のうちのひとつで、追跡や尾行に関わる特技を与えてくれる。

〈エルダー・テイル〉におけるサブ職業というのは「直接戦闘には関わらないような便利系の能力セット」を与えてくれる特徴である。戦闘に関わるメイン12職業とはまったく独自に存在して、どんなメイン職業を持っている〈冒険者〉でも、条件さえ満たせばさまざまなサブ職業を習得することができる。

　サブ職業には大きく分けてふたつの種類がある。

　ひとつは〈料りよう理り人にん〉や〈裁さい縫ほう師し〉、〈鍛か冶じ屋や〉、〈木もつ工こう職しよく人にん〉などのような生産系の職業だ。これらのサブ職業を持っているプレイヤーはしかるべき素材と施設を使ってさまざまなアイテムを作り出すことができる。

　こういった生産系のサブ職業を取得するのは簡単で、都市ゾーンに存在する生産系のノンプレイヤーキャラクターから手引き書を購入し、あとはその道で経験値を積めばよい。これらの経験は戦闘のそれとは別個に存在していて、高レベルにするのには非常に時間が掛かるが、特別になんらかのクエストをこなしたりアイテムを必要としたりすることはない。根気さえあれば、誰でも最高レベルまで成長させることが可能だし、成長させる上で仲間も特に必要とはしない。

　シロエ自身は〈筆写師〉だ。〈筆写師〉も生産系の職業のひとつで、魔法の呪文書や地図、書類などを複製することができる。紙とペンを使うデスクワーク系生産職ということになる。

　もうひとつが〈貴き族ぞく〉や〈交こう易えき商しよう人にん〉、〈薔薇園の姫君ローズガーデン・プリンセス〉というロールプレイ系のサブ職業だ。これは生産系と違ってアイテムを作り出すことはできない。ただ、いくつかの特殊能力や珍しい特技を与えてくれるし、場合によっては特殊な装備などを与えてくれることもある。

　アカツキの〈追跡者〉というのはこちらのサブ職業のひとつで、敵やプレイヤーのあとをつけたり、気配を消したり、無音で移動したりする特技を与えてくれる。

　もっとも、シロエも〈追跡者〉についてさほど詳しい知識はない。直接戦闘に関わる12のメイン職業は、〈エルダー・テイル〉開発元である米国巨大企業が綿密に設計したもので、その能力も頻繁な調整が行なわれている。しかし、サブ職業の方は拡張パックの度に追加され、中には下請け──たとえば日本サーバーを運営しているフシミ・オンライン・エンタテイメントなどが独自に追加したものもある。

　12しかないメイン職業に比べて、シロエがざっと思い出せるだけでもサブ職業は50種類以上存在する。他のサーバーで流行しているサブ職業も存在する事実から考えても、実際にはどれだけあるかちょっと見当がつかない。

　もちろん、強力で便利なサブ職業は噂になるし、みんなこぞって取得しようとするから記憶にも残る。それゆえ、その能力もある程度は把握できるが、マイナーなものがどういった能力を持っていたかは古参プレイヤーであるシロエにもわからないのが実情だ。

　そんな玉ぎよく石せき混こん淆こうなサブ職業の中でも、〈追跡者〉はそこそこに知名度があるひとつだった。

　かなり便利な特殊な技を与えてくれるが、普段頻繁に使用する訳じゃないという絶妙なバランスの、メジャーとマイナーの中間をいくような地位のサブ職業である。シロエらのようなヘビープレイヤーでなければ存在を知らない人もいるサブ職業だが、〈水すい夫ふ〉や〈清せい掃そう人にん〉よりは有名といったところだろうか。




「一本筋が通ってるよね」

　シロエの返答に直継は大きく笑って違いない、といった。

（〈暗殺者アサシン〉で〈追跡者〉だもんなぁ。はまりすぎだ。その組み合わせなら本人が「忍び」って名乗っていたのも納得だよ）

　シロエと直継はアカツキの、その一本気っぷりにひとしきり笑いあった。ロールプレイなんていうと、なんだか芝居じみた印象も抱くけれど、アカツキのそれは本人の生真面目な性格とも相まって、ひどく似つかわしく思えたのだ。

「シロから見て、どんな感じよ。ちみっこ嬢ちゃんは」

「──前線での動きが軽い。集中力が高い」

　直継の言葉を省略した質問に、シロエはしばらく言葉を探してから答える。

　その質問はアカツキの評価。

　シロエの中でのアカツキの評価は依然として高い。ぶっきらぼうになったのは褒めるのが照れくさかっただけだ。

「僕よりも直継は？　負担とか」

「負担は──減ったな。俺とシロでやってるときに比べて、殲せん滅めつ速度が桁違いだもんよ。場合によっては、相手をしようと振り向いたときにはもう事切れている雑魚敵もいるほどだ。あれはちみっこだけど、強いちみっこだなー」

　直継は先頭を歩きながら、シロエにそんな台詞を返す。

　直継は基本的にフランクで、明るく、誰とでも短時間に打ち解けることができる社交的な人間だ。シモネタを連発することもあるが、それはそれで空気を和ませるためにわざとやっている節があるとシロエは思っている。

　しかし、戦闘に関してお世辞をいうようなことはない。直継は相手を傷つけないように言葉は選ぶけれど、噓はいわない男だ。

　そんな直継がアカツキに下した評価は、シロエの覚えている限りの過去の記憶と比べても、満点に近いものだった。

「本人は姿が変わったことでリーチが短くなったとか、攻撃に重さが乗らなくなったとかいってるけど？」

「リーチについては、俺にはわからないなぁ。おれはちみっこになったことないからもんよ。でもあの速度と身の軽さがあればリーチなんて関係ないんじゃね？　あいつの飛び膝くらってみろって。まじで瞬間移動だから。構えてても、目で追える速度じゃねぇぞ」

「それは遠慮するけど」

　思い出したのか、自分の鼻の辺りをなで回した直継が続ける。

「攻撃に重さが乗らなくなったっていうのは、まぁ本人がそういうなら、そりゃ事実なんじゃないか？　システム的にはダメージは性別の影響を受けないけど、ここは異世界だし、体重が攻撃に乗る乗らないってこともあっかもしれねぇな。そもそもそれって『感じ』だから、感覚のことは本人にしかわからねぇよ。でもよ、だいたい、そこで失われた威力なんて、シロが補助呪文でどうとでも解決できるだろ？　お前ならさ」

　シダに似た大きな葉を押し上げた直継がいった。

（それに関しては、そのとおり……かな）

　シロエの職業は〈付与術師エンチヤンター〉、魔術師系の職業の１種だ。〈エルダー・テイル〉に存在する、戦士系３種、武器攻撃職３種、回復系３種、そして魔術師系３種の合計12種存在するメイン職業のひとつだ。

〈付与術師エンチヤンター〉は魔術師系の中でも援護やトリッキーな行動に特化した職業で、味方の能力を増強する呪文が揃っている。

　武器の攻撃力を増加させる〈キーン・エッジ〉。

　味方の武器攻撃が命中するたびに、敵を呪いの茨で締め付ける攻撃呪文〈ソーンバインド・ホステージ〉。

　敵のアストラル体に衝撃を与えて一定時間麻痺させる〈マインドショック〉。

〈付与術師エンチヤンター〉は味方を援護し、状況を制御することで勝利に貢献する、一風変った魔術師なのだ。

「ま……。それはね」

　照れくさくてシロエはそう答える。

〈付与術師エンチヤンター〉は〈エルダー・テイル〉ではもっとも人気のない職業だ。その評価は限りなく低い。

　もちろんシロエはこの職業が気に入って選んだし、誰に恥じるところもない。他の人がなんといおうと、〈付与術師エンチヤンター〉はちゃんと役に立つし、大きな可能性を秘めていると思っている。でもそのシロエにしたって、〈付与術師エンチヤンター〉が自分ひとりでは本領を発揮できない職だということは理解している。

　仲間が要る、ということは、言葉を換えれば「仲間との相性によってそのポテンシャルは大きく変わる」ということでもある。

　こればかりは、職業の性能ではないのだ。他人と一緒になにかをするというのは、ゲームシステムの数値で強さが語れるようなものではない。

　それがわかっているからこそ、「それでもよい」、「そこにいてよい」なんてことをいわれると、シロエはそれにひどく照れてしまう。

〈付与術師エンチヤンター〉にとって──。

〈付与術師エンチヤンター〉であることを認められるということは、中の人間の人格や人間関係を肯定されるのと同じ意味を持っているのだ。




「あのさー。シロさ」

「ん？」

「なんかいろいろさ。義理立てしないでいいと思うぞ？」

「え？」

　前を歩く直継が、森の下生えをかき分けるようにしながらぽつりと漏らした言葉は、今までの話題からいきなり飛躍していて、シロエはそれについていき損ねた。

「……ぱんつとか？」

「なんで疑問系なんだよ」

「おまえ、可愛い女の子の神秘のデルタはいつでも世界に問いかけてるんだよ。わかれよっ、このむっつり〝クローズ〟スケベ祭りっ！」

「どんだけ色欲強い設定なんだよ、僕はっ」

　直継の気遣いはこのときのシロエにはわからなくて、シロエは彼の背中を追うことしかできない。

　シロエは、まだただの〈付与術師エンチヤンター〉でしかなかったのだ。




　　▼２




　アカツキと合流したシロエたちは、隣のゾーンへと移動した。

「さくさく行こうぜ、宿が恋しいや」

　戦闘しづめで疲れてはいたが、直継はよい気分だった。振り返って仲間たちにそう声を掛ける。




　ゾーン名は「カンダ用水路」。ここは現実世界の丸の内線をモデルにした廃墟で、今では〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜オ豚ー鬼ク〉など亜人間の住処になっている。

　とはいっても、このゾーンの〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜オ豚ー鬼ク〉のレベルは30前半。シロエたち３人の敵ではもはやない。モンスターたちもここまでのレベル差があると積極的な攻撃は仕掛けてこない。

　日はすっかり暮れていて、直継とシロエ、アカツキの３人はいささか御苑の森に長居しすぎてしまったことを悔やんだ。

　モンスターがむやみに襲ってこない以上、どこか適当な廃墟なり寝ぐらになりそうな木立なりを見つけて、野営をするという手段もあったが、３人は魔法の明かりを高く掲げて、廃棄された乗用車やダンプがあちこちに残る国道を歩いていった。

　どうせ眠るのなら、ちゃんとベッドのある場所の方がゆっくりできる。そう主張したのはアカツキだ。

　どちらにしろモンスターの毛皮や牙などの戦利品が鞄の中には貯まっている。モンスターから奪ったマジック・アイテムもあるし、換金するためには街へ戻る必要がある。

　先頭を歩いていた直継はたびたび振りかえっては、シロエやアカツキを確認する。

（ふたりとも足取りに問題はねぇな。なんだかんだいってもやっぱ90レベルなのか、体力は問題なくあるからなぁ）

　ふたりの足取りを見て、胸をなで下ろす。

　直継はふたりとは違い、生きつ粋すいの前衛戦士職だ。戦士職は体力と筋力、敏捷性といった能力値に秀でる。

　直継本人もびっくりなのだが、90レベルに達した今の直継は、40～50キログラム近くあるような重装甲の金属鎧を着けたまま、１時間以上にわたる戦闘を切り抜けられるだけの体力がある。

　すっかりばてたとしても数分の休憩で身体に力が戻りはじめるし、瞬間的な話でいえば３００キログラム近い重量も持ち上げられる自信があった。体力にかけてはほぼ無尽蔵の能力があるとしか思えない。

　しかし、残りのふたりは違う。シロエは専門が頭脳職だし、アカツキは素早い動きには目を瞠みはるものの、身軽さを信条とする軽戦士だ。本人たちは「僕らも90レベルなんだから体力はかなりあるよ」といっているものの、その点に関しては自分の方が歩調を合わせてやらなければならないと、直継は常々思っていた。

　だが、その心配は、今晩のところはまだ必要ないようだ。

　月は明るかったし、魔法の明かりもある。森の中と違って、あちこちに瓦礫が転がっていたりひび割れが走っているものの、かつては舗装されていたアスファルトの道はなだらかで、歩きやすいのも幸いした。

「ゴブ襲ってこないな～」

「そりゃ、こないだろう。こっちは90レベル３人だぞ」

「私はあの恐竜の骨をかぶってるゴブが好きだ。偉そうにしているところが滑こつ稽けいで可愛い」

（ちみっこはまじめくさった顔で、また訳のわからんことを……）

　アカツキがいっているのは、おそらくゴブリン・シャーマンのことだろう。炎と氷の攻撃魔法を使うゴブリンのリーダー格で、雑ざ魚このゴブリンを引き連れて登場する。確かに偉ぶって命令を下したりして滑稽ではあるのだが、可愛いかといわれると、それはないと断言できる。

「ああいうのが好きなのか？　ちみっこは」

　念のために聞いてみると、

「可愛い。すぐ死ぬし」

　とあっさり返される。敵なのだから当たり前だが、それじゃいったいなんで可愛いなんていったのかよくわからない。

「だいたいのところ、魔術師系の敵というのは偉そうにしているくせに装甲は紙でＨＰは少ないのだ。それならそれで下がっていればよいものを、のこのこ前線まで出てくるから狙うのは至極簡単だ。〈影潜みハイド・シヤドウ〉でこっそりと接近して首筋に小太刀をぞぶり、と突き入れる。身体の力がすとんと抜けて糸の切れた人形のように崩れ落ちるのがたまらない」

　直継の質問をどう捉えたのか、アカツキは淡々とした調子で答える。

（……うっわぁ。お前、そりゃシロの立場ないだろうよ）

　横目で見てみると、シロエは傍はた目めにもわかるほどのダメージを受けていた。そもそも魔術師系の防御力が低いのは当たり前なので、シロエが落ち込む必要なんてないと直継は思う。アカツキだってけっして悪気があって言った訳じゃないだろう。

　それでもへこむシロエ。けろりとしたアカツキ。

　そんなふたりを見ていると、やれやれという気分になる直継だった。

（シロは頭はよいけれど、深読みしすぎというか、気を回しすぎというか……。苦労性なんだよなぁ、実際。何にそんなにびびってんだろうなー。俺らの参謀は）

　直継から見れば、シロエは遠慮しているのだ。

　どうして遠慮をしているのか？　と問われるとはっきりとはわからないが、直継にはそう感じられる。

　その遠慮は〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉に属していたときも感じていた。色んなことをひとりでやろうとしすぎるのが、シロエという人間なのだ。それはそれで、最近では珍しい美点だとは思う。

　しかし、〈守護戦士ガーデイアン〉は周囲を守るのがその役目だ。

　頼ってもらえないのは、役目を取り上げられたようで苛立たしい。もう少し、せめてこっちの得意なことでは頼りやがれ、と直継は思う。

「いや、僕ら魔術師だって、いざとなればそこそこ根性出すんだよ？」

「ん？　主君だって紙装甲だ。──いいではないか、主君は忍びであるわたしが守る」

　へこみかけのシロエに気が付いていないのか、アカツキはまだ追い打ちを繰り返しているようだった。まるで子どものやりとりだな、と直継は思う。……もっとも普段は、同じような感想をシロエから持たれていることは、直継だってわかっているのだが。

　そんな他愛のない掛け合いはあるものの、全体としては静かな夜だった。

　こそこそとうろつくゴブリンたちの長く伸びた影などを見かけるが、直継たちがそちらへ振り向くと慌てて逃げ出してしまう。

「ここはアキバの隣接ゾーンだから。そんなに高レベルのモンスターは出てこないみたいだね。まぁ、出てたら新人プレイヤーは全滅しまくりだよ」

　シロエはそんなことをいう。

　この世界に巻き込まれてから10日以上が経とうとしているが、その間、新規プレイヤーはひとりも現れていない。

　現実世界の自分たちはどうなっているのか。大量の集団行方不明なのか、もしくは植物人間のようになっているのか、それは直継たちにはわからない。

（…… 本当にアレな想像だけど、もしかしたら、あっちにはあっちで、〝俺たち〟がちゃんと残っていて、普通に暮らしてたりして。うわ、そしたら俺たち帰るところなしだもんよ。絶賛要らない子祭り開催中っ。小説とかみたいに、向こうでは元々俺たちの存在がなかったことになってるとかもへこむな。最初から生まれなかった設定だとかさ）

　イメージに似合わず、ファンタジー小説の読者である直継はそんなことを考える。しかし、それは直継たちには現時点において確認のしようもないことだ。

「たった10日」なのかもしれないし、「もう10日」なのかもしれない。それは人によってひどく違う見解だったろうけれど、直継たち３人は徐々に、否応なくこの世界に慣れつつあった。

〈エルダー・テイル〉の仕様の再現と異世界の物理法則というふたつの規制の間でねじくれながらも、この世界にはこの世界なりの規則というか秩序らしきものが存在する。

　それはたとえば、料理がすべて湿った煎餅の味しかしない、というような非現実的な現象であっても、だ。確かに理不尽なことは多くてその理不尽に苛立ちを覚えることは頻繁にあったけれど、それでもそのルールを理解して、その中で生きてゆくしかない。

　ある世界に所属するというのはそういうことで、それはゲームであっても現実世界であっても同じことなのだ。

（俺たちにとっては、帰れる当てがない以上、今ここに立っている世界が唯一で、元がゲームだろうとなんだろうとどーにもならないってか……。でもまぁ、案外悪くはないぜ。剣を振り回して戦うのも、冒険をするのも。慣れてみれば、悪くはない。──マリエさんには「最悪の状況にはほど遠い」って強がったけど、あの台詞って誰よりも俺が俺にいいたかったのかもなぁ）

　直継としては、そんな生活に早くも順応しはじめている自分がいて、それはけっして悪くないことだった。べつに元の世界に不満があった訳では微み塵じんもないが、是が非でも、魂を削ってでも帰りたいか？　と問われれば、答えは「よくわからない」となる。

（パンツ見せてくれる彼女がいた訳ではないし、両親とはもう２年くらい会ってないしなぁ……。会社も慣れてはきたけど、すげぇやりがいがあるかっていうと……）

　そんなことを考えるともなく考えながらイチガヤからクダンシタへ抜ければ、もうアキバの街まではゲートふたつというところだった。

　今日は「書庫塔の林」ゾーンは経由せずに、オチャノミズの坂上からアキバの街へと向かう予定だ。「ロカの施せ療りよう院いん」への坂はなんとなく郷愁をかき立てる緩い勾こう配ばいで、道の右手に存在する和風庭園からは大きな広葉樹が、まるで広げた外がい套とうのように葉の茂った枝を差し出している。

　その外套の切れ切れの隙間、葉と葉の間から覗く月が、何度か陰る。ちらりちらりと動く街路の上の月影に、直継たちは弾けるように四方に散って距離をとった。




（──ッ!!）

　直継は前方に突っ込んだステップの勢いを殺さずに、そのまま目の前の暗がりへ左手に装着したままの盾を叩きつける。

　暗がりの中から上がる苦鳴。

　後方十数メートルにシロエが距離を取っているのを感じる。

　直継は目の前の気配に意識を集中しつつも周辺の確認を怠らない。

（気配は、ひとつ、ふたつ……みっつ？　４人か？）

　予想していなかった訳ではない事態だが、いざそうなってみると、口中が干上がるのを感じた。モンスターとの戦闘とはまったく違う緊張感。

　突然、金属の束を引きずるような低い連続音が響く。

（ッ！　間に合わないっ!!）

　直継は後方に向かって確認もせずにジャンプをしようとするが、その足首には蛇のように鎌首をもたげた鎖が絡みついてくる。それは完全な実体を持った金属の鎖ではない。魔力で生成された半実体の束縛用呪文だ。

　空中でバランスを崩し、呪文によって完全に動きを拘束される直継。その直継に後方から無色無音の魔法波動が迫る。

〈ディスペル・マジック〉。

　おそらくシロエが放った魔法だろう。

　直継の足下から蛇がのたくるように現れた「魔力による鎖」は、シロエが紡ぎ出した「対魔法解除呪文」によって消滅する。

（相変わらず、抜群の反応支援だなっ。さぁ、参謀！　どうするっ！）

　胸にわき上がる高揚と戦闘意欲。背後にシロエを守り、またその支援を受けているという自信が直継を気迫で満たす。

「直継っ。直列のフォーメーションっ！　敵はＰＫ、人数は視認よっつ。──位置を確定するっ。──そこっ!!」

　月影の揺れる深夜の路上で叫ぶシロエ。

　それと同時に彼の杖スタツフから、青白い輝きを伴って魔法の矢が飛び出す。〈マインド・ボルト〉は〈付与術師エンチヤンター〉の基本的な攻撃魔法で、単体の敵に向かって飛んで行き、一定のダメージを負わせる。

　同レベルの〈召喚術師サモナー〉や〈妖術師ソーサラー〉に比べればダメージは遙かに小さいが、それでも〈付エン与術師チヤンター〉の基本的な護身用呪文として出番は多いという話だ。

　シロエはそんな風に語って、自分の呪文の力不足を嘆くが、直継はそんなのが問題になると思ったことは１度もない。当たらない巨大呪文よりも、時じ宜ぎを得た小呪文の方がよほど有効だ。

「敵視認っ！」

　今回もシロエの呪文は、直継の願いを的確に叶えた。

　暗闇に走った青白い燐りん火かの輝きは、ほんのゼロコンマ数秒ほどだったが、確かに闇に隠れたＰＫたちを照らしたのだ。

　直継はシロエの指示に従って目前の暗がりから一気に下がり、その暗がりとシロエとの丁度真ん中くらいの位置をとる。その場所は二車線の道路の中央。

　直継は暗闇で確認した敵に突撃をかけることもできた。

　しかしここはあえて下がり、態勢を整える。

　直列のフォーメーションは後列との距離が大事だ。間が広がりすぎては、防御力に不安のある後列が無防備になる。

「いい度胸だな。ＰＫだなんて。……はんっ。ママが恋しくてケダモノ直行か？　不意打ち程度で祝勝気分とは片腹痛いぜっ」

　直継は胸に燃える感情のままに吐き捨てる。

　目の前にいるのは、モンスターではない。

　直継がもっとも嫌いな種別の行為を好むプレイヤーだ。

　ＰＫ。それは「プレイヤーキル」、もしくは「プレイヤーキラー」の略称である。モンスターではなく同じプレイヤーを攻撃し、死に至らしめる行為や、それを行なうプレイヤー自身を指し示す。

　アキバの街では戦闘行為禁止だが、ゾーンによってことさらに「禁止」するということは、それ以外のゾーンにおいてそれらは「禁止されていない」ことを示す。

〈エルダー・テイル〉ではプレイヤー間の戦闘行為は運営側としては容認しているゲームの一部なのだ。

　しかし〈エルダー・テイル〉におけるさまざまな要因、たとえばＰＫの成功率の低さであるとか、リスクの大きさ、日本サーバーの文化的な問題──日本人はオンラインでも規律正しくプレイヤー間の暴力を好まない──などを加味して、ＰＫは余り流行らない行為だったのも事実だ。

　そもそも〈エルダー・テイル〉におけるＰＫの成功率が低かったのは、画面上に表示されるミニマップに周辺の存在、つまりプレイヤーだろうがモンスターだろうがノンプレイヤーキャラクターだろうが、とにかく一定の距離以内に存在するキャラクターはすべて表示されるという仕様があったからだ。

　また、高レベルのキャラクターはプレイヤーが操作しなくても、自分の持っているスキルに応じて「加えられた攻撃を自動的に回避する」、という仕様もＰＫの成功率を低下させた。

　──つまり、不意打ちの効果が低かったのだ。

　さらにいえば〈エルダー・テイル〉においてＰＫは禁止されていなかったが、ハラスメント──つまり嫌がらせ行為は禁止されていた。ＰＫそのものはハラスメントではないが、同じ相手に対する執しつ拗ようなＰＫや、戦闘相手に対する侮辱的な言葉遣いなどはハラスメントと認定されることもあり、その場合は運営会社から警告やペナルティを受ける可能性が高かったのだ。

　だがハラスメントなどというものは、かなり曖昧で主観的な基準に基づいて判断されるものだ。許容されているはずのＰＫであっても、被害者が女性であった場合などは、ハラスメントと認定される事例もあり、いきなりアカウント停止を受けるといった話さえあった。

　そんな事情でＰＫはリスクが大きいとされていたのである。

　だがそれも異世界に巻き込まれたとなれば事情は違ってくる。

　この異世界における戦闘では、ミニマップは脳内メニュー内部にも存在しない。またいくら高レベルの冒険者であっても、本人が攻撃を認識しない限りオート回避は発動しない。

　プレイヤー本人が武術の達人でもない限り、そこまでの緊張を維持することはできないだろう。

　また、ハラスメントは運営会社の担当が事件後にゲーム記録を調べて処分を下すという手続きを経て実施されていた。ゲームだった頃の〈エルダー・テイル〉はそうした運営会社の「神の手」によって秩序を保たれていたのだ。しかし、今のこの世界に、そんな都合のよい救いの手は存在しない。

　──不意打ち成功率の増加。そしてハラスメント報告というリスクの軽減。

　加えてＰＫには大きなうまみがある。

　モンスターと戦闘をした場合よりも、遙かに大きな見返り。

　それは倒したプレイヤーがそのとき所持している現金すべてと、アイテムのいくつかを奪い取れるということだ。アイテムの中にはけっして紛失しない属性を持つものもあるが、鞄の中の通常の取引可能なアイテムの約半分は、死亡した瞬間に辺りにばらまかれてしまう。

　デメリットとメリットの逆転。

　それが今この〈エルダー・テイル〉において、ＰＫという行為を増殖させた原因だった。




　　▼３




（とりあえず、不意打ちはしのいだ……。向こうの利点は地の利、人数、事前の連携確認。積み重ねた準備。比してこちらの利点は……）

　その杖スタツフに燐火を宿したシロエは思考を展開する。使用する可能性のある呪文アイコン想起。脳裏に広がるメニュー画面にカーソルを当てるまでもなく、普段よく使う呪文はすべてショートカットスロットに登録されて出番を待っているのだ。

　だがシロエが杖スタツフを構えて詠唱準備をするまでもなく、前方の廃墟の暗がりの中から何人かのプレイヤーが現れる。

　乾ききったアスファルトの欠片が崩れて、夜の静寂しじまに意外なほど大きな音を響かせた。




　現れ出でた影はよっつ。

　戦士風がひとり。盗賊風がふたり。回復役風がひとり。

　数は多い。足取りもしっかりしているし、レベルも低くなさそうだ。

「黙って荷物を置いていけば、命までは取らないぜ？」

　戦士風の男が見下したような声でお決まりの台詞を吐き出す。

　シロエはその台詞に苦笑を誘われる。

（漫画の読みすぎじゃないかな、その台詞は？）

　いくらモンスターとの戦闘に慣れたとはいえ、プレイヤーとの戦闘はそれとはまったく別物だ。動物的な本能に導かれる敵と違ってなにをやってくるかわからない怖さもあるし、それ以上に「悪意をぶつけられる」ということに人間は鈍感ではいられない。

　殺意ならば、モンスターからぶつけられることもある。しかし、ＰＫが向けてくるのは略奪の意志。労せず他人の儲けを奪おうという「悪意」なのだ。

　シロエの手の平が知らないうちに嫌な汗で湿っていた。

　その緊張が、目の前の男の陳腐な台詞で和らいだ。かえって有り難いほどだ。

「〈守護戦士ガーデイアン〉に魔術師か。無駄なあがきをしてみるか？　こっちは４人なんだぜ？」

　一味を取り仕切っているらしい盗賊風の男がいう。腰に吊されている長刀は２本。その時点でこいつが〈盗剣士スワツシユバツクラー〉だということは察しがつく。12職のうちで、特別な工夫や装備なしに二刀流が可能なのは〈盗剣士スワツシユバツクラー〉と〈武士サムライ〉だけなのだ。

「直継、どうする？」

「殺す。３枚におろしてからミンチにして殺す。そもそも他ひ人と様さまを殺し遊ばそうって連中だ。当然他人様に殺害されちゃったりする覚悟なんておむつが取れる前から決まってるんだろうさっ」

　直継のたのもしい声。シロエは膝に力が戻るのを感じる。

（呼吸は正常、平衡感覚、ある。──落ち着いている。僕は、いける。こんな事態を想定していなかった訳じゃない。……いずれは通る道だ）

　シロエはそう独りごちる。もう戦闘する覚悟は決まっている。でも、できればもう少しだけ会話を引き延ばしたい。

「直継はＰＫ嫌いだもんね。……僕はお金はらってもよいんだけどさ、１度くらいなら」

　シロエの言葉に男たちがにやりと笑う。

　笑ったまま半歩踏みだし、醜い脅迫の意志を見せつけてくる。わかってはいても、目を逸らしたくなるほどのプレッシャーがシロエにかかった。

（つまり、あれだ。……僕は舐められてるんだ。脅せばお金を出しそうだって思われてる訳だ）

　シロエは脚から力が抜けそうな自分と、奇妙に醒さめた自分のふたりに分裂していくのを感じる。それと同時に、耳元で熱い脈動が始まるのがわかる。〈茶会テイーパーテイー〉で何度も感じたあの感覚だった。

　シロエはアカツキが苦手だ、だが嫌いな訳じゃない。

　シロエは争いごとが嫌いだ、だが苦手な訳じゃない。

「でも、あいにくお前たちにははらいたくない」

「よくいったぜ、シロ」

　シロエと直継のやりとりが意外だったのか、それともしゃくに障ったのか、野盗一味の頰にさっと朱が差す。彼らは口々に罵ののしるような言葉を吐くと一斉に武器を抜く。

　先ほどの不意打ちから点灯しっぱなしの戦闘中を示すアイコンの赤い縁取りが、まぶたに染みいるほどに赤い。

　シロエは左足を半歩ほど引くと、できるだけ落ち着いた声が出るようにと祈りながら指示を飛ばす。

「第一標的左前方の戦士っ！　牽けん制せいも任せたっ」

「そこの鎧の厚い戦士は俺たちに任せろ、お前は魔術師をさくっと殺しちまえっ!!」

　そのシロエが戦術指示を行なうのと、野盗のリーダーが怒鳴るのはほとんど同時だった。

　直継はそのまま鋭い１歩を踏み込むと、燐光を発する盾を目の前の戦士に叩きつける。相手はおそらく〈武士サムライ〉だろう。日本刀を持っているのがその証拠だ。

　野盗のリーダーに指示された長髪の盗賊が、その直継の隣をすり抜けてシロエに接近しようと飛びあがる。だがその行動はシロエが予想していたパターンのうちのひとつでしかなかった。

　瞬間に、シロエの呪文が襲いかかる。

〈アストラル・バインド〉

　先ほど直継がかけられたのと同様の移動制限呪文だ。

　防御力に難がある魔術師は単独で冒険する際に、この種の魔法でモンスターの足止めをしつつ、長距離から攻撃魔法で仕留めるのを基本戦術とする。

　魔術師系３職ならば、細部のディテールは異なっても基本的には似た性能を持つ呪文を操れる。移動を制限するだけの基本的な呪文だ。

　だが足止め魔法は足止め魔法でそれ以上の効果はない。

　長髪の盗賊はくるりと方向を変えると、仕方ないとばかりに今度はすぐ近くの直継に攻撃を入れる。ほとんど小剣といえるほど大きなナイフで直継に襲いかかる。足止め魔法は、長距離の移動を阻害するだけで身体すべての自由を奪う訳ではないのだ。数メートルの鎖で、犬を電柱に縛っておくのとよく似た状況で、その範囲の自由を妨げるものではない。その持続時間だって、長い訳ではないのだ。

「スイッチだ、たのんだっ！」

「任せろっ！」

　剣が打ち合わされる火花に照らされて、盗賊のリーダーが軽いフェイントを入れて直継の脇を突破しようとする。

　初めは戦士と自分のふたりがかりで直継の相手をして、部下にシロエを殺させようという作戦だったのだろうが、その部下が足止めされたと見るや役目を入れ替えて自らシロエへ向かうつもりだ。

　自分の立てたフォーメーションに見切りをつけて、即座に現在の状況に合わせて再構築する。その判断速度は賞賛に値した。フェイントの攻撃を入れて身を翻ひるがえす速度も及第点だ。

（──それでも直継の経験を越えはしない）

「〈アンカー・ハウル〉っ!!」

　腰を落とした直継の裂れつ帛ぱくの気合い。

　大気を震るわせるような怒号は、〈守護戦士ガーデイアン〉の技。

　直継の脇をすり抜けるはずだった野盗のリーダーは、まるで高温のプロミネンスにふれでもしたかのように反射的に身をすくませて、直継に二刀を向けたまま固まってしまう。

　足がすくんで、直継から視線を離すことができずに、全身から嫌な種類の脂汗が流れ落ちる。〈武士サムライ〉も長髪の盗賊もそれは同じようで、一様に目を瞠みはって恐怖に耐えている。

　今、直継から視線を外したら、その一撃で確実に葬り去られてしまう。そんな恐怖心を直継を囲んだ３人は感じているのだ。




　直継は〈守護戦士ガーデイアン〉であり、〈守護戦士ガーデイアン〉の役割は仲間を守ることにある。俗に「壁役」だなどといわれるのは、攻撃を遮る盾となるからだ。

　だが、ただ単純に堅くてＨＰが高ければ壁役が務まるなんてことはあり得ない。モンスターであってもゴブリンやオークならば人間と同程度の知能はある。古代の魔術兵器やダークエルフ、邪教の信徒などと戦うこともあるのが〈エルダー・テイル〉の世界だ。

　攻撃を受け止める役目の壁役を無視して、後衛の回復役や魔術師を狙ってくることだってざらにある。

　さまざまな戦略を駆使する無数の敵から仲間を守る。その１点に特化したのが〈守護戦士ガーデイアン〉である以上、〝仲間を守るためには堅くてＨＰさえあればよい〟等という考えに至るはずもない。

〈アンカー・ハウル〉は、〈守護戦士ガーデイアン〉の裂帛の気合いを用いた特技である。これを耳にした敵は、直継を無視することができなくなる。直継を無視しようとした瞬間に、直継の強烈な反撃を無防備な体勢にたたき込まれるのだ。これは隙あらば一撃を加えるという〈守護戦士ガーデイアン〉の特技なのだ。

　敵の攻撃を一身に引き寄せるこの技術こそが、〈守護戦士ガーデイアン〉を戦士の中でももっとも堅固な前線だといわしめているのだ。

「ちっ！　かまうことはないっ!!　３対１なんだ。いくら堅いといったってたかがしれてるっ。この野郎を先に畳んじまえっ」

　野盗のリーダーは恐怖に鼻はな白じろんだまま、部下たちに叱しつ咤たの声を飛ばす。

　またしても戦術の変更を迫られた〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は、今度はターゲットを直継に定めたようだった。その二刀流が直継の隙を探るかのように蛇のような動きを見せる。

　野盗の〈武士サムライ〉も、リーダーの二刀流も、長髪の盗賊も、直継を打ち倒すと定めたようだ。

　それは、発想としては間違えていない。

「くそっ！　守備しか能がないくせにっ。お前なんざ怖くねぇ！」

　ヒステリックな叫び声を上げて矢継ぎ早に攻撃を繰り出す。

「お前たちの剣の技じゃ、俺の守りは破れねぇよ！」

　陽気にさえ聞こえる直継の宣言に、彼らはなおさら猛たける。

　鋼はがねを打ち合わせる金属質の反響音を聞きながら、後列のシロエは素早くステータスを確認する。

　確かに、いうだけあってこのＰＫ集団は度胸も連携技術もそれなりにあるようだ。奴らの間断のない攻撃により、直継のＨＰはじりじりと消耗させられてゆく。

　30秒もあればいくら直継といえども倒れてしまうだろう。

（30秒もやっていられれば、だね……っ）

　そんな時間を与えるほど、甘くはない。シロエはそう考えて、くちびるの端を小さくつり上げる。

　６つのルーンを杖スタツフの先で描き出すのは[image: 1.5]秒フラット。生まれ出でたバチバチと放電する雷の球をシロエは敵集団の〈武士サムライ〉に叩きつける。持続型攻撃呪文〈エレクトリカル・ファズ〉。小さなダメージだが、だいたい10秒から20秒の間、断続的に電気ショックを敵単体に与える呪文だ。

「はっ！　お前〈付与術師エンチヤンター〉か？　──なんだこのちっぽけな呪文は!?　こんなダメージじゃ犬も殺せやしねぇ!!」

　シロエの呪文を受けた〈武士サムライ〉は鬱うつ陶とうしそうにしながらも鼻で笑い飛ばす。彼の身体にまとわりつくテニスボールサイズの雷球は音こそ耳障りなものの、ばりばりと美しい光を放つだけで痛みらしい痛みすらないのだ。

〈付与術師エンチヤンター〉の操る攻撃呪文は全体的傾向としてダメージが少ないが、この持続型呪文はその小さなダメージをさらに効果時間全体に分散している。ダメージ量の合計でいえば〈マインド・ボルト〉より大きいが、単位時間当たりのダメージは遙かに小さい。

　ほとんど痒かゆみといってよいほどの感覚は、ダメージの小ささを物語り、〈武士サムライ〉にとっては嫌がらせにしかなっていないようだ。

（やっぱ非ひ力りきだよなぁ。──だけどさっ）

　しかしその挑発は繰り返されてきたものでもある。シロエだって自分の操る呪文の特性など先刻承知だ。シロエはその挑発にいい返すことなく、さらに同じ呪文──〈エレクトリカル・ファズ〉を次々に投とう擲てきし、野盗のリーダーにも長髪の盗賊にもぶつける。

　武器攻撃職ふたりは戦士系である〈武士サムライ〉に比べれば多少はＨＰも少ないが、だからといってこんな雀の涙ほどのダメージの呪文ではどちらも痛つう痒ようを感じていないようだった。

「ははははっ！　お前いったいなにがしたいんだ。それともあれか、こっちの兄ちゃんに連れられた初心者かなんかなのか!?」

　青白い火花を次々と散らす電線のように、あるいは闇夜を彩る異い形ぎようの花火のように輝く３人のＰＫたちは、一層勢いを得て激しい攻撃を直継へと注ぎ込む。

（……じゃぁ、まずはひとつもらおうか）

　相手の怒気、油断、嘲笑。

　それらすべてを情報として取り込んで、呼吸ひとつに凝縮したシロエは、万全のタイミングで２歩前進する。杖スタツフを鋭く振ると口頭で呪文を詠唱し、ショートカットを呼び出す。

　２秒の詠唱で放たれたのは〈ソーンバインド・ホステージ〉。輝く瑠る璃り色いろのリングが〈武士サムライ〉に飛び、５つの茨のように絡みつく。

「なんだこれはっ!?　くぅっ！」

　その茨を打ち壊すように直継が剣を振るうと、まるで闇の中で電球が弾けるような輝きが生まれる。その衝撃波に〈武士サムライ〉は悲鳴を上げて、反射的に身をすくませる。

〈ソーンバインド・ホステージ〉はシロエが常用する設置型攻撃呪文だ。単体射出型の攻撃呪文や範囲焼却型の呪文と違って、起動条件が複雑で、敵対する対象に一旦「設置」する必要がある。

　輝く茨の戒いましめを「設置」された対象は、術者の仲間の物理的な攻撃を受けた瞬間、その攻撃に加えて約１０００の追加ダメージを受ける。

　茨の数やダメージは呪文の等級に応じるが、シロエの持つ〈ソーンバインド・ホステージ〉の等級は「秘伝」クラス。５つの茨すべてが弾ければ、たとえ戦士クラスだとはいえ、それだけでＨＰの半分を失う。

「落ち着け！　そいつは設置型のクソ呪文だっ。解呪しろっ、ヒーラーっ!!　〈武士サムライ〉に回復を集中しろ！　こっちは倍の数がいるんだ、負けるはずはネェっ!!」

　実際にダメージを受けて狼狽した〈武士サムライ〉とは違い、リーダーの声にはまだ余裕があった。〈エルダー・テイル〉の仕様において、回復役というのはかなり強力な存在だ。

　そこそこの腕の回復役がひとりいれば、同レベルの敵やプレイヤー数人から受けるダメージをほぼ完全に打ち消すほどの回復魔法を操ることができる。

　たとえシロエの〈ソーンバインド・ホステージ〉が強力でも、回復魔法さえ途切れなければ、恐れることはない。

　そもそも〈付与術師エンチヤンター〉の小さな攻撃力ではなく、たとえば〈妖術師ソーサラー〉の強力な攻撃呪文にさえ太刀打ちできるような作戦を以もつてＰＫ団を率いているのだ。リーダーの自信は根拠のないものではなかった。

　直継の剣が閃く。

　その度に茨の罠が発動し〈武士サムライ〉には衝撃波のようなダメージがたたき込まれる。〈武士サムライ〉も体勢を立て直そうとしているが、刀をしっかりと構えなおすたびに左右から打ち込まれる斬撃と衝撃波が、彼の努力をあざ笑う。

「はっ！　それがどうした。脇腹が留守だぜっ！」

　長髪の盗賊が大きなナイフ──山刀の一種を直継の右脇に突き込む。剣を振り切った姿勢で硬直していた直継はそれを避けきることもできずに、鎧の隙間に傷を負う。
















「回復役ヒーラーの有無が勝敗を分けたなっ！　兄ちゃんたち、あんまり舐めてるんじゃネェよっ！　あはははははっ！　せいぜい神殿で悔し涙でも流すがいいさっ！」

　シロエの武器強化呪文を受けた直継の攻撃は戦士にしては十分以上に鋭いし、シロエの秘伝呪文は〈付与術師エンチヤンター〉としては大きなダメージを与えただろうが、もしそうであっても同レベルのヒーラーの回復の壁を突破できる可能性は低い。リーダーの哄こう笑しようはその自信に裏打ちされたものだった。

「その戦況把握は正しいです」

「そちらさんのヒーラーが仕事してればっ。だけどなっ!!」

　瞬間、まるで身長が半分になったかのように低く身体を沈めた直継が、〈武士サムライ〉の両膝を一撃で切りはらう。

　その攻撃はまるで巨大なカマキリの振るう腕のひとふりに似て、〈武士サムライ〉がすとん、と縦に沈んだ。

　吹き飛ぶでもなく血しぶきを上げるでもなく、異様に静かな幕切れ。つい一瞬前まで刀で激しい攻撃を加えていた〈武士サムライ〉の突然の有様に、野盗のリーダーの笑い声は、後半を断ち切られたように途切れてしまう。

「──な、なんだよっ。お前ら何をしやがった!?　麻痺か？　おい、ヒーラーっ!!　なにをやってんだ。早く回復をしろっ!!」

　わめき散らすリーダーに、直継は片手剣を力任せに叩きつけながら宣言する。

「鬱陶しいぞ、お前っ。綺麗な月夜に不細工な雑魚台詞をまき散らすなよっ！」

「なっ！　なっ!?」

（思ったよりも早い。──職人としての頼りがい満点だな）

　シロエは右手に広がる庭園の木立に視線をやる。

　いくつもの魔術の波及効果で青白い輝きに満ちたこの路上からは、木々の生い茂るその庭園の闇を見通すことはできない。

　けれど、シロエはその闇の中に仲間がいることを知っている。

「クソっ！　もういいっ！　おい〈妖術師ソーサラー〉っ！　〈召喚術師サモナー〉っ！　ここまで来れば総力戦だ、この男を消し炭にしちまえっ！」

　野盗のリーダーはとうとう隠していた切り札、予備戦力の投入を決意したようだった。

（魔術師系がふたり、だったんだ。たしかに追加がふたりもいれば、この状況から僕たちをなぶり殺しにすることも可能だ。被害が出たとはいえそれは〈武士サムライ〉がひとりだけ。こっちはふたりで、そちらは５人。戦力差は２倍以上。〝負けるなんてことは、あり得ない〟──か）

　シロエは敵リーダーの思考を推測する。

　だがその予備兵力の準備さえシロエの予想を超えるものではなかった。

（直継が仕掛けられたのはバインド系移動阻害呪文。それなのに出てきたのは戦士に盗賊ふたりに回復役。魔術師はなし。この時点で語るに落ちてるよね）

　シロエにとって見れば、ＰＫグループに魔術師が含まれているなんてことはお見通しだったのだ。それが伏兵として右手に広がるうっそうとした木立に潜んでいることは、最初から織り込みずみだった。

（薄い装甲でＨＰの少ない魔術師を、護衛もなしで放置するっていうのは、それはつまり……）

「おい、早くしろっ！　こいつをやっちまえっ!!」

　完全に腰が引けたリーダーはそう叫びながら右手の剣で直継を指し示すが、その剣の先と直継は１メートル以上も離れている。

　シロエたちの見せた戦闘方法と薄気味悪さが士気を枯渇させてしまったらしい。

「僕たちの、勝ちだね」

「そのとおりだ、主君」

　広葉樹の梢から小柄な影がじわりとにじみ出す。

　いつもどおりの生真面目な表情で現れたアカツキは引きずっていたふたりの魔術師を道路の上に投げ出した。身長１５０センチもないような小柄な黒髪の美少女が、仲間をまるで生ゴミの袋のように投げ捨てる異常な光景に、野盗のリーダーは取り乱す。

「な、なっ。なにやってるんだよ、お前らっ!?　な、なんで報告しないんだよっ!?　ヒッ。ヒーラーっ!!　ＨＰの管理はしておけってあれほどいっただろうっ。お、お前まさかっ。俺たちを裏切って……」

「そんなんだからお前らはダセェんだよっ」

　野盗の言葉に直継は堪忍袋の緒が切れたように、その左腕の盾を叩きつける。リーダーの〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は突然の攻撃によろめき、路上にぺたりと腰を落としてしまった。

「仲間くらい信じた方がいいよ。そっちのヒーラーは寝てるだけ。そもそも戦闘の最初から寝ていたし」

　シロエの無慈悲な宣告が、路上に流れる。

　それは〈アストラル・ヒュプノ〉。

　味方の強化と共に〈付与術師エンチヤンター〉を支える拘束呪文の最高峰。対象がなんであれ、その存在そのものを眠りへと落とす停止呪文。効果時間は長くない。延長したとしても十数秒。

　しかも眠りは攻撃を加えれば即座に解除されてしまう。ある意味ではそれは時間稼ぎ以外に使用方法のない、愚か者の呪文でもある。

　そもそも戦闘というのは互いの戦闘能力を奪い合い──端的にいえば、相手を殺すのが目的だ。敵を眠らせただけでは、戦闘に勝つということはけっしてできない。「戦闘終了には直接寄与しない呪文」。

　だからこそ〈付与術師エンチヤンター〉は一段低く見られてきたのだ。

「主君の呪文をバカにするのは良くない」

「っ！」

　いつの間にか路上には静寂が戻っている。

　先ほどまで火花をあげていた雷球はすべて効果時間が終了して消え去ってしまった。路上にはへたり込んだふたりの盗賊と、眠りこけたひとりの回復役。彼らを見下ろす、シロエたち３人。

「お前たちは電気の火花を、ダメージがないなんて、すっかりバカにしていたらしいが。それだけ目の前がバチバチ明るければ、森の暗がりなんか見えるはずがない。うしろで支援しているはずのヒーラーが寝ているのにも気が付かなかった。──お前たちの連携は、穴だらけだ。戦闘に夢中でＨＰ管理も仲間の状態確認もできなかったお前たちの伏兵なんて、簡単に暗殺できたぞ」

　アカツキの言葉が終わるのを待ちかねたかのように、直継はその長剣ロングソードを振り上げた。もはや戦闘意欲を失っていた長髪はその一振りで、鋭い笛のような音を立てて絶命する。

「お、俺たちを殺したってすぐ復活だ。お前たちに負けた訳じゃねぇっ」

　野盗のリーダーは強がるが、首筋に当てられたアカツキの小太刀に身動きさえ取れない様子だった。

　アカツキは、シロエに視線だけで尋ねてみる。

　その問いかけは、殺害の許可。

　シロエは太くため息をつく。

　このまま縛り上げるなりした上で拷問をして、全財産を巻き上げることはけっして不可能ではないだろう。しかし拷問というのは性格的には不得手だ。たぶん、実行不可能だろう。

（もちろんこのまま無罪放免ということもできる、けど……。だけどそんなことをしたからといって……）

　感謝をしてくれるなどということはないだろう。

　ましてや、これに懲りて、２度としなくなるなんてことも。

　侮辱されたと逆恨みされるのが落ちだ。そもそも死というのが形骸化してしまったこの世界で、罪とか罰というのが元の世界と同様に働くかどうかすら疑わしい。

　そんなことはシロエにだってわかる。

　かといって、じゃぁ〝なんでもあり〟なのかといえば、それはそれで違うとシロエは思う。

（仕方がない）

　シロエはアカツキに頷く。彼女はその鋭い小太刀をＰＫたちのリーダーの首筋に躊躇ためらいなく一気に突き入れた。夜目にも赤い、だが濁りきった血が吹き上がる。

　アカツキがその血潮を器用に横にかわすと、倒れたリーダーの周辺にアイテムや金貨が散らばった。

　ＰＫから受けた襲撃は、こうして幕を閉じたのだった。
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「治安悪くなっているという話は本当だなー」

　辺りのアイテムを回収した直継がシロエにそういった。シロエは肩をすくめる。野盗に対しては余裕いっぱいの振りをしていたけれど、実はそこまで楽勝という状況でもなかった。

　敵の数は６人だったし、そのほとんどが90レベルとはいわないまでも、かなりの高レベルだったことは間違いない。防御系の特技を使っていた直継だって、半分近くのＨＰを失っている。

　アカツキが闇の中で敵の伏兵を手早く始末してくれなかったら。いや、それ以前にとっさに身を隠し、「視認できる敵は４人」というシロエの言葉を「理解」して、遊撃隊として働いてくれなかったら、どちらに転んでいたかはわからない。

　もちろん、直継もシロエもおそらくはアカツキも、奥の手のひとつやふたつは温存している。しかし奥の手というのは逆転の手段ではあるけれど、それを使用するためには冷静さが必要だ。パニックになってしまった精神状態では、優秀な切り札が存在したところで逆転はおぼつかない。切り札を切るためには、それなりの「勝算」、つまり落ち着きと段取りが必要なのだ。

　今回の勝利は、野盗たちが人数差から自分たちを過信してくれたことと、連携の練度においてシロエたちが勝まさったという２点の結果だ。

「他にもＰＫたちが潜んでいるかな」

　アカツキが小首をかしげるように廃ビルの群れを見上げる。

「それはないんじゃないかな」

　シロエは応える。

　ＰＫというのは不意打ちが命だ。そのためにはそれ相応の仕掛けるべき場所というものがある。ここよりもアキバの街に近づくと、アキバの街に逃げ込まれる恐れがある。それはＰＫにとってデメリットが大きすぎるだろう。

（油断はできないけど。本当に物騒になってきてるし）

　今回のＰＫを撃退できたのにはもうひとつ理由があるとシロエは思う。

　それは最近の治安の悪化という情報だ。

　ＰＫが頻出している、という話はシロエたちも耳にしていた。

　アキバ周辺のフィールドゾーンでは、特に夜間の視界悪化を待って不意打ちが行なわれているらしい。先ほどの連中も、「初めてのＰＫ」などという雰囲気ではなかった。その手際は自分たちを過信しすぎるほどに、明らかに手慣れたものだったのだ。

　そういう噂があればこそシロエたちも警戒しながら進んできた訳でもあるし、梢の上から監視していた影にも気付くことができたのだが──。

「〈ドレッド・パック〉ねぇ……。なんかこう、ありきたりな名前だな」

　読みとった個人情報ステータスのギルド名、ドレッドパックとは、直訳すれば「恐怖の群れ」だろうか。直継は吐き捨てるように呟いた。

「それは仕方がない。ＰＫなんてするギルドにセンスを求める方が贅沢だ」

　嫌悪感を隠さない直継にアカツキも同調する。

（まぁ、むかつくのは僕も同じだけどね）

　シロエもため息を漏らす。

　直継はＰＫを嫌っている。だが、それをいうならシロエだって嫌いだ。

　理由は色々ある。しかしそういう理由はどれもつけ足しであって、どうも根っこの部分はひどく単純じゃないかとシロエは考えている。その根っことは、大部分のＰＫは格好悪いという点だ。

　他人が努力をして得てきた金貨やアイテムを労せずしてかすめ取ろう、というその発想がすでに格好悪い。なによりも、そうやって得た金貨やアイテムでは、けっしてトップに立てないという点が最悪に格好悪い。そうシロエは考える。

「他人が得た財宝をかすめ取る」ということは、その財宝が得られるような難関ゾーンには足を踏み入れないということだ。それでは未発見の場所や謎に挑むことはできないし、「誰も見たことがないようなアイテム」を見つけ出すことはできない。ＰＫという手法では、冒険の最前線に立つことはけっしてできないのだ。

　それでは他人の成果を盗むしか能のない、どこまで行っても寄生虫でしかないではないか。

　シロエはそんな風に思っている。

（──こんな異世界に飛ばされたプレイヤーたちに格好よいだの悪いだのいっても……それは仕方がないのかもしれないけど。みんな精神的には追い詰められているのだろうし）

　悪いことに、その追い詰められた状態が日常として定着しつつあるのが、今のこの世界なのだ。

「私もそんな噂は聞いている」

「聞いた話だと他にも〈たいだるくらん〉とか〈ブルーインパクト〉だとか〈カノッサ〉とかがＰＫやってるっていう話だよ」

　アカツキの呟きにシロエは答える。

「なんだかなぁ。そりゃさー。色々テンパってるのはわかるよ。わかるけどさ。……なんつぅかなぁ、他にやることあるんじゃねぇかな」

「たとえば？」

「おぱんつについて語るとかさぁ」

　アカツキは直継から一歩離れる。

　そのあとできょろきょろと辺りを見回し、もう１歩退避する。

「２歩退かれた……。２歩だぜ……？」

　落ち込む直継の肩をぽんぽんと叩いて励ますシロエ。直継は必死の形相でぱんつ萌えの素晴らしさを語ろうとするけれど、アカツキの「黙れ色魔」という一言で沈黙する。

　だんだんとパーティーの力関係が定まってきたらしい。

（他にやることか……）

　それがないことが、現状では問題なのだ。

　ただ命を繫ぐだけならば、安い食事はある。

　味は塩気のないふやけた煎餅だが、まぁ生きていけるので文句をつけるのは間違っているだろう。たとえば元の世界の東南アジアや戦争を行なっている国、飢餓に喘あえいでいる国々のように、子どもがギラギラしたような瞳で餓えを訴えながら死んでいくような事態にはなっていない。

　また今後もおそらくそうはならないと想像できる。

〈エルダー・テイル〉の世界での食糧アイテムは、素材アイテムいくつかの合成で作られる。そして素材アイテムはフィールドゾーンで集めることができる。具体的には戦闘によりモンスターから収集できる肉など、採取などにより得られるキノコや山菜、釣りによる海産物、栽培による穀物、果樹から得られる果実などだ。

　この世界に季節の概念があるかどうかはまだわからないが、少なくとも〈エルダー・テイル〉にはそれがあった。雰囲気からして現在は初夏のようだ。食材はフィールドに溢れている。

　だとするならば、たとえ10レベル以下の初心者プレイヤーであっても、アキバの街近辺の比較的安全なフィールドで食材を手に入れることは可能だ。

　問題は人数の少ない〈料理人〉のサブ職業を持っているプレイヤーが、それらの素材アイテムを調理をしてくれるかどうかだが、この10日でどうやら自分のサブ職業を〈料理人〉に変更したプレイヤーは多いらしい。

　栄養摂取は生命の基本なので、それももっともな戦略だといえるだろう。

　衣についてもそれは同様だ。

　獣から皮が取れるし、麻や絹からは布地が作れる。装備の数値的な性能を気にしないならば、衣服は生産職の職人が１着数十秒で作り出すことが可能だ。靴や生活必需品も、〈裁縫師〉と〈鍛治屋〉、〈木工職人〉がほとんどの領域をカバーしている。少し大きなアイテムは〈大工〉、細かい宝飾品や機械仕掛けは〈細工師〉が担当する。

　住処については、安全面や快適さを気にさえしなければ、そこらの廃ビルに上がり込んで一夜を過ごせばそれで事足りる。

　安い宿屋を借りるためには金貨５枚ほどが必要で、この金額だって、10レベル前後のプレイヤーがゴブリンを数体も倒せば手に入れられる程度だ。もちろん上を見るならば快適な宿屋の月極借りから、ギルドホールのような団体による居場所の確保、一軒家の所有まで果てしないが、とにかくただ「寝る」というだけならば、お手軽な手段がいくつもある。

　つまりこの異世界において、ただ単純に毎日を生き抜くというだけならば命の危険を冒すことも長い時間の労働をすることも、必要ない。

「サバイバル」という１点において、そこまで悲惨な状況は存在しない。

（それが〝生きる〟っていう意味かというと〝死んでない〟ってだけなのかもしれないけれど……）

　シロエが思うに、この「生存競争の欠如」そのものが「生きるための目的の喪失」と関係しているように思える。つまり「他にやることがない」訳だ。

　もちろんこの異世界は自由だ。

　いささか自由すぎるほどにさえ思える。

　直継にいわせれば「生きる目的？　他にやること？　んなもん、自分で決めて自分でがんばりゃいいじゃねぇか。可愛い女の子について語るとか。その可愛い女の子を守るとか」となるのだろう。その意見は正論で、シロエにしたって反論をする気はさらさらない。

　だが人間そういいきれる者とそうでない者がいるようだ。

　そして、自分で決めた打ち込める目的がないと、昏くらい思いに惹かれる存在はどこにでもいる。たとえば他人を虐いじめることによって自分がたいしたものだと思い込むような人間とか。

（ＰＫだってそうだ。この世界でただ生き延びるだけならば、遙かに簡単で、遙かに安全なやり方はいくらでもあるんだ。それ以前に暮らすだけなら大金は要らない。ＰＫしてまで稼ぐ必要性がない）

　で、あるならばＰＫは「生き延びるための手段」ではありえない。たとえば非常に貧乏な国の人々が、生き延びるためにやむなく手を染める強盗とはまったく性格が異なる。

　彼らにとってＰＫこそが「他にやるべきこと」だったのだろう。生き延びる以外に、自分を満たす手段。それが余計に、なんだか格好悪いなぁ、というシロエの感想を引き出すのだった。

「ちょ、うっわ！」

　直継が声を上げる。

「どしたの？」

「あいつら、合わせて金貨62枚しか持ってなかったよ。どんだけしょぼいんだっての」

「アイテムの方はそこそこだったぞ」

　どうやら、直継とアカツキは拾い集めたアイテムの確認を終えたらしい。その台詞からすると、がっかりな所持金でしかなかったらしい。

「そりゃそうだよ。ＰＫなんてやるくらいだからリスクは認識してる。よほどのバカじゃなきゃ、必要最低限のアイテム以外は貸金庫に全部預けてきてあるよ。そのアイテムだって、他の人から奪ったものだと思うよ？」

　シロエのツッコミに「儲け損ねたな」なんて深いため息をつくふたりだった。
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　アキバの街に戻ったのは夜半だった。

　ここ最近の街は殺気立っているように思える。

　市街中心部──たとえば駅前広場や、大十字交差点、アキバブリッジなどは今までどおり露店が並び、それなりに人出もあるが、暗がりが目立つ街外れや廃ビルが入り組んだ路地には、警戒心に満ちたプレイヤーが言葉を掛け合うこともなく他人と距離を取るように行動しているのだ。

（やっぱり治安が悪くなってきているよなぁ……）

　シロエたちはここ数日、今日のようにフィールドでの戦闘を繰り返している。

　あの災害が起きてから数日の間は、街で知識を共有化することに大きな意味があった。食べ物や寝る場所、基本的な世界の構造や仕様など。確認しなければならないことがいくらでもあったからだ。

　だが、そういった基本的な情報を押さえたあと、シロエたちが選択したのは、今度はフィールドの情報収拾と、戦闘における差違点の洗い出しだった。

　この方針は３人の話し合いで決めたものだったが、思ったよりこの洗い出しには時間が掛かっている。

「呪文や技を使う」のと「使いこなす」間には大きな隔へだたりがある。直継やシロエはそう考えるプレイヤーだったし、それはアカツキにもいつの間にか共有されていた。

　だが、「使う」と「使いこなす」の間の隔たりが大きければ大きいほど、当たり前の話だがその隔たりを埋めるためには修練が必要になる。ひとつひとつの技の特性を確かめてみて、使い方を研究し、実験をする。元々の〈エルダー・テイル〉もゲームにしては奥が深くてその情報量は素人泣かせだったが、この異世界での戦闘はそれに輪をかけて……いや数倍どころではなく難しいようだ。

　たとえば〈クロス・スラッシュ〉。

〈守護戦士ガーデイアン〉の攻撃の起点となる２連続の十字斬撃。起点となる基本技だけあって習得も早いが出番も多いこの技。直継によれば、この異世界においては入り方が５種類以上もあるそうだ。

「はじめに袈裟斬りから入って、次の瞬間下から切り上げる。ま、これが基本だわな。でも、左袈裟からはいって逆切り上げもある。おそらく左利き用のモーションだろう。さらに、その他にも突進気味に横払いから連続して切り下ろすパターンなんかもあるんだよなぁ」

　とのことだった。

　どうやら、剣技というか戦闘の基本的な動き方は肉体に刻み込まれているらしい。戦闘職ふたり、直継とアカツキの言葉によれば、戦う意志があって目の前の敵の動きが認識できていれば身体は動くそうだ。

　だが、その細かい動きを制御しようと考えると、それはかなりの練習を要するらしい。それが元の世界の格闘技のような意味合いでの練習かどうかはわからないが、考えて、実験をして、また考えて、修正をして──その繰り返しだというのは、武器攻撃組のふたりもシロエも同じことだった。

　射出型の魔法も、ただ単純にショートカットキーから詠唱するより、杖スタツフで目標を指示した方が命中率が高くなるというのも、密かな発見だ。

　こういった技単体の些細だが重要な発見と、練習はもちろんのこと、それを実戦で敵に対して運用することは、個人プレーだけでは上手く行かない。３人の連携も大事だ。

　単純に「壁役」、「攻撃役」、「指揮、補助役」と分担はしてみたものの、そんな分担で連携が完成するほど甘くはない。

　直継は直継なりに、自分が敵をどう引きつければアカツキやシロエが敵を撃破、もしくは無力化しやすいのか。アカツキだって直継のどの一撃が敵の隙を生み出すのか。そういった知識や経験を蓄えなければいけない。

　シロエに至ってはその負担はもっとも大きかった。

　指揮を行なうとなれば、仲間ふたりのできること、できないこと、癖や呼吸のすべてを把握しなければならない。そうでなければフォーメーションの完成度は上がらないのだ。覚えることや洗い出すべき疑問点は無数にあり、その把握をじわじわと進めているのが、最近のシロエたちの日常だったのである。




　マリエールたち〈三日月同盟〉の存在もシロエたちを助けてくれた。

　相互扶助を目的としたギルド〈三日月同盟〉は、高レベルの〈冒険者〉が少ないが、それでもれっきとしたギルドだけあって人数は多い。だから彼らはフィールドでの戦闘による素材稼ぎと、街での情報収集を同時に行なっている。

　具体的にいうと３つの班をつくり、それぞれ日替わりで、郊外の素材採集、街での情報収集と休息、生産職によるアイテム作成としているらしい。ローテーションを行なうのでなかなかに効率がよいのだそうだ。

　以前結んだ約束の通り、シロエたちが集めてきた60レベル以上のゾーンの情報と引き替えに、マリエールたちが街で集めた情報を受け取っているのだ。その他にも、食料アイテムを受け取ったりしているし、その見返りに高レベル素材を卸したりしている。

　それぞれの得意なフィールドで分業していることになる。

（マリ姐もストレスたまった連中がいるっていってたし。──ＰＫも関係あるんだろうなぁ）

　などとシロエが先ほど憶測混じりに嘆息したのは、それが自分の集めた情報ではなく、マリエールから間接的に得た情報であることに起因する。とはいえ、こうして実際に体験してしまった以上、それは真実なのだろう。

　シロエたちは屋根があるために絶好の露店スポットとなっている駅の構内を抜けて、駅前広場に向かう。広場は現実世界では空中遊歩道があったはずだが、この世界では苔むす廃材と芝生に彩られた広々とした空間だ。

　四方のビルは荒れ果てているが、その１階部分は残らず商店となっている。この広場にはアキバの街の商業施設の多くが揃っているのだ。

　プレイヤー同士の交易を助けるマーケットのノンプレイヤーキャラクター、駆け出しの生産職を手助けしてくれる〈鍛治屋〉や〈裁縫師〉の師範。彼らは技術を教えてくれると共に、鉄を溶かすための炉や裁縫台を無料で貸し出してくれる。

　この世界に流通しているアイテムはモンスターやダンジョンの宝箱から得た物、そして生産職が作ったプレイヤーお手製の物がほとんどだが、低レベルの冒険を手助けするためにノンプレイヤーキャラクターも基本的な武器や防具などは販売している。

　広場周辺の商業施設には、そういった商人ノンプレイヤーキャラクターも存在した。

　この異世界に巻き込まれたプレイヤー誰もがちょっとびっくりして、そのあとあっという間に馴染んでしまったことだが、ノンプレイヤーキャラクターは元のゲームよりも格段に増えている。

　正確に数えた訳ではないが、元のゲームの６倍から10倍は存在しているのではないだろうか。

　市街フィールドにおけるこうした基本的なサービスは、元のゲームの仕様を再現するためか、基本的に24時間年中無休のようだ。しかし、この世界ではノンプレイヤーキャラクターも寝たり食べたり休憩したりする必要がある。そのための補充要員なのだろう。人数が増えているのだ。

　彼らは彼らの勝手なスケジュールによって行動して、店の奥や上階にある住居で生活している。もっとも彼らはプレイヤーが生産したアイテムや獲得したマジック・アイテムを購入したりはしないので、経済活動に参加しているかどうかというと、微妙だ。

　ゲームと違って言動や反応は人間そのもので、ステータス画面を出さなければプレイヤーと区別がつかないこともある。

「どっかでなにか買ってく？　それとも食ってく？」

　直継が多少げんなりした声でアカツキに声をかける。

「あー。どうします、主君？」

　アカツキがそれに劣らぬ投げやりな調子でシロエに話を振る。この世界の食べ物はやる気を喚起するものではないから、彼らは食事の度に憂鬱そうな様子を見せるのだ。

「ん……。ちょい待って。マリ姐のとこ、起きてるなら寄っちゃおう」

　シロエはそう返す。マリエールの〈三日月同盟〉ならば、味は同じでも多少ましな食事ができる。食べる雰囲気というのはけっしてバカにはできないのだ。

　それに今は狩りの帰りだし、ＰＫからせしめたアイテムもある。〈三日月同盟〉に格安で譲り、もしなんだったら生産物に加工してマーケットを通して街に流してもらう。それがせめてもの還元だと考えたのだ。




　シロエはメニューを開いてマリエールに念話を試みる。

　時間的にはまだ就寝していないとは思っていたが、意外なほど素早く念話への返答があった。

『おー。シロ坊やん。今どこにおるん？』

「街に帰ってきたところですよ」

　マリエールの挨拶はいつもどおりだったけれど、シロエには少しだけあせりの色が見えるような気がした。

『ギルホきてや』

「いいんですか？　まだ起きてます？」

『丁度連絡しようとしてたん。いいからきてや』

「直継とアカツキも一緒だけど、いいですかね？」

〈三日月同盟〉との付き合いで、アカツキもマリエールには紹介してある。何度もギルドホールへお邪魔したり、〈三日月同盟〉の若手メンバーと一緒に狩りに出掛けたりした関係で、ふたりの顔はもう知られたものになっているのだ。

『もちや。かえって都合がええで。待っとるから』

　途切れた念話。話していたマリエールの背後で慌ただしい気配が感じられた。どうやら〈三日月同盟〉のギルドホールはこの時間でも完全に営業中らしい。

「どうした？　シロ」

　そんなシロエの気配を敏感に察した直継が、軽い調子で言葉をかける。そんなところは本当に気遣いあるよな、と感心しながらもシロエはふたりの仲間を振り返った。

「〈三日月同盟〉へ行こう。どうやらトラブルが起きたらしい」




　　▼６




〈三日月同盟〉のギルドホールは慌ただしい雰囲気に包まれていた。案内をしてくれた仔犬のような印象の少年施療者ヒーラーも、シロエたち３人をギルドマスター、マリエールの部屋に送り届けたあとにきびすを返してパタパタと去って行ってしまう。

　当のマリエールは前にきたときよりも散らかった部屋で、それでもなんとか確保した応接セットにお茶の準備をしていた。

　傍らに控えたヘンリエッタは、マリエールの執務室の掃除を必死に続行している。すでに真夜中近い時間帯なのに、このギルドはまったく寝静まる様子がない。

　アイテムを運ぶ少年、いくつもの武器を確かめているギルドメンバー。全体が荷造りのようにそわそわと落ち着きのない雰囲気だ。

「すみません、シロエ様……。って、うっわぁ！　アカツキちゃんじゃありませんかっ！」

　ヘンリエッタはアカツキを見つけると、箒ほうきを放り出して駆け寄って、思い切り抱きしめる。ヘンリエッタの悪癖、つまりは〝可愛い娘大好き〟にアカツキはクリティカルヒットしたらしく、初めて紹介したときからこの調子なのだ。

　ヘンリエッタは女性にしては平均的な身長だが、アカツキはそれより優に頭半分以上は小さい。抱きつかれている様子は「じゃれてくる人間に面倒そうな黒猫」といった風情だ。

「おかえりな。３人さん。ちょーっと散らかっとるけど、その辺はお目こぼししたってな」

　ヘンリエッタとアカツキを横目で見ながら小さく両手を合わせて器用にウィンクをするマリエール。そのお茶目な姿を見たシロエはため息をひとつつく。

「なにがあったんですか。マリ姐」

「まぁ、ま。そう急かさんと。座ってや。水入れたげるからっ。色つきでお茶風味！　えへへへ」

　マリエールの勧めで、それぞれ腰を下ろす３人。

　シロエと直継はソファに。アカツキはヘンリエッタにまとわりつかれて、仕方なくクッションソファに腰を下ろす。

「……あー。うん」

　席は勧めたものの、マリエールは口火を切らなかった。話しづらい内容なのだろう。シロエはしばらくその様子をじっと眺めていたが、仕方なく自分から話しはじめる。

「遠征ですか？」

「うん、そや」

「どこに？」

「えーっとな。エッゾっていうか……ススキノ」

　ススキノの街は、〈エルダー・テイル〉の日本サーバーの五大都市のひとつである。




　日本サーバーが管理する区域。

　それは〈ハーフガイア・プロジェクト〉においては地球上の日本とほぼ同じ空間である。その形状はほぼ日本と同一。ただ距離が半分、面積にして４分の１であるだけだ。

　この仮想的な日本──ゲーム内の呼称に従うならヤマトは、〈エルダー・テイル〉の世界において大きく５つの国に分かれている。現実世界でいう北海道は〈エッゾ帝国〉、四国は〈フォーランド公爵領〉、九州は〈ナインテイル自治領〉。そして本州は東半分が〈自由都市同盟イースタル〉、西部は〈神聖皇国ウェストランデ〉と呼ばれている。

　この、現実世界での日本に等しいヤマト列島には、数万のプレイヤーと、〈大地人〉と呼ばれる多くのノンプレイヤーキャラクターが暮らしている。当然、ヤマトには、いくつもの街や、無数の村が存在する。

　その中でも五大都市は別格だった。

　ススキノ、シブヤ、アキバ、ミナミ、ナカス。

　この５つはプレイヤーがゲームの開始地点として選べるだけあり、あらゆる便利な商業施設が揃っているし、周辺のゾーンは初心者向けに難易度が調整されていて、サポート的なクエストも充実している。プレイヤーが死亡したときは、最寄りの神殿で復活するが、これら五大都市にはもれなく神殿が設置されている。これらのことからもわかるとおり、ゲームでは活動の拠点になるようにデザインされているのだ。

　さらに、五大都市は互いにトランスポート・ゲートという大型の特殊なゲートで接続され、自由な往来が保証されていた。

　少なくとも、あの騒ぎが起きるまでは、である。




　プレイヤーの間では、あの事件にたいして〈大災害〉という呼称が定着しつつある。異世界転移だとか、召喚だとか、漂流といった言葉も一部では使われていたが、原因も実際の現象もまったくつかめなかったために、もっとも無難な言葉である〈大災害〉が定着してきたのだ。

〈異世界転移〉よりも〈大災害〉のほうがまだしも、安心できる言葉なのだろうな、とシロエは思っている。転移や召喚という言葉を使ってしまうと、もう２度と戻れないのを認めたような気分になるのではないか。そんな引っかかりは、シロエの中にも確かにあって、そのささくれが〈大災害〉という言葉を選ばせるのかもしれない。




「トランスポーターが修理されたって話は聞かねぇよな」

「まだ修理されとらんし。そもそも故障してるかどうかも判らへん」

　話しはじめたことで少しは前向きな気分になったのか、シロエたちに事情を説明しはじめた。

「前にもいうたけど、うちら〈三日月同盟〉は小さなギルドや。メンバーは、今はちょい増えて24人。ほとんど全員が、アキバの街、この建物の中におる。でもひとりだけ、ススキノにおる娘がおるねん。名前はセララってゆーんやけど、まぁ、これが可愛い娘でな。〈森ド呪ル遣イいド〉や。〈三日月同盟〉の中でもまだ駆け出しで、レベルは19。まぁ、そんなのはどうでもええねん。ちょっと気が弱いところがあって、人見知りなんやけどな。商売やりたいって〈エルダー・テイル〉はじめた変わり種で」

　視線を落としたまま話すマリエール。

「〈大災害〉があった日、セララはススキノにいたのですわ。ススキノで丁度レベル20くらいのダンジョン攻略プレイの募集がありまして。そのときはギルドに手の空いてる人もいなくて、狩りに出掛けて腕を磨きたかったセララはひとりでススキノに……。一時パーティーでした。ススキノで募集をしていたメンバーと合流して遊んでいたらしいのですが、そこで〈大災害〉に遭遇しました。トランスポート・ゲートは動作不良になって、セララは取り残されてしまいましたの」

　そのマリエールの説明を引き取ったヘンリエッタは深いため息をつく。




「迎えに行くんですか？」

　シロエの質問にマリエールたちは頷く。

「わたしたちはよく知らないが、事件後にススキノに向かったプレイヤーはいるのか？」

　アカツキが３人の疑問を代表するかのような質問をする。

　それはシロエもちらりと考えたことだった。

　トランスポート・ゲートが使えないとなれば、移動方法はふたつ。

　各地に残された〈妖精の輪フエアリー・リング〉と呼ばれる転移装置を何回か経由して目的地を目指すか、それとも真面目に何十ものゾーンを踏み越えて北を目指すかしかない。

〈妖精の輪フエアリー・リング〉は主にフィールドにある転移装置で、巨大な石やキノコが円状に配置された天然の魔法陣だ。〈妖精の輪フエアリー・リング〉に入ったものは、別の〈妖精の輪フエアリー・リング〉に転送されるという性質を持っていて、〈エルダー・テイル〉世界の中ではテレポート・ネットワークとなっている。

　この〈妖精の輪フエアリー・リング〉同士の接続は、月の満ち欠けに影響を受ける複雑な計算によって構成されている。使いこなせば旅を短時間で終えることができるが、使用するタイミングを間違えると何処へ飛ばされるかわからない。

「いや、うちの知る限り、ひとりもおらへん。みんな今日を生きるので精一杯や。他の都市のことなんか気にかけてられないのは、よぉわかるんよ。──攻略サイトを閲覧でけへんまま〈妖精の輪フエアリー・リング〉を使うのは自殺行為やしな。かといって徒歩や馬でススキノ目指そう思うたら２週間以上はかかると覚悟を決めんとあかん。途中にはけっこうな難所もいくつかあるはずや。好奇心でふらふら行ける場所やないやろ」

　それはもっともな話だった。

　あの事件前。プレイヤーはこの日本サーバーを自由自在に駆けめぐっていた。一部の猛も者さは韓国サーバーや中国サーバーの管理区域にまで遠征を行なっていたほどだ。

　五大都市のトランスポート・ゲートは移動を迅速化していたし、〈妖精の輪フエアリー・リング〉は攻略サイトのタイムテーブルさえ確認すれば、各地に一瞬で辿り着ける非常に便利な交通機関だったからである。

　また、ゲームであった当時には、野営という概念がなかった。どんな遠隔地に行ったとしても、周辺がちょっと安全な場所を見つけてそこでログアウトすれば良かったのだ。それに〈帰還呪文コール・オブ・ホーム〉で街へ帰ることもできた。

「ちょっと待った。〈帰還呪文コール・オブ・ホーム〉は……。ああ、そっか」

「ええ。〈帰還呪文コール・オブ・ホーム〉は神殿の存在する都市に入った時点で、自動的に上書きされますわ。今セララが〈帰還呪文コール・オブ・ホーム〉を使ってもススキノに戻れるだけ。……この街に戻ることはできません」

〈帰還呪文コール・オブ・ホーム〉はすべての〈エルダー・テイル〉プレイヤーが使用できる瞬間移動呪文で、最後に立ち寄った五大都市へと一瞬で戻れる呪文だ。詠唱は数分かかるし、そもそも24時間に１回しかつかえないから、戦闘から一瞬で逃げ出すという用途では使いがたい。ゲームとしては「今日のプレイはもうお終い。ログアウトの前に街に戻るか」という場面で使う一般的な呪文だった。

　しかし、その呪文を用いても、取り残された少女はススキノに、つまり今自分がいる街に帰ることができるだけ。そしてトランスポート・ゲートは機能停止中。

〈妖精の輪フエアリー・リング〉は攻略サイトのタイムテーブルを確認しない限り、行き先不明で使い物にはならない。




「今、救援を出す理由は、なに？」

　アカツキは切り込む。

　シロエにもおそらくそれが問題の中核だという予感があった。

「それは……」

「あー。な。うん……。救援は、前々から出す予定だったんよ。あんな北の最果てにひとりぼっちやと心細いやろ？」

　言いよどむヘンリエッタ。アカツキを抱きしめる手にきゅうっと力がこもる。先を続けようとしたマリエールも言葉を選ぶ風だ。

「……マリ姐」

「そんな目で見ちゃだめやで、シロ坊。シロ坊の目つきはちっとばかし鋭いんやから、可愛い娘さんにもてへんようになってまうで？」

「マリ姐」

　言葉に逃げの雰囲気が感じられたマリエールに、シロエは重ねて問いかける。




「ん。……うん。ススキノな。こっちより治安が悪いみたいなんよ。あー。もうだめだめっ。あかんっ。──『みたい』も『なんよ』もなしっ。ススキノはこっちよりも治安が悪いんよ。……セララなぁ、なんか柄の悪いプレイヤーに襲われたん」

　パステルピンクの濃淡で構築されたファンシーなマリエールの部屋の中で、それはひどく不吉に響いた。

　確かに市街地は戦闘行為禁止区域だ。

　ダメージを与えるような武器使用や魔法の使用は禁止されている。また「キャラクターの移動不能化」を誘発するような、とおせんぼうや拘束行為も禁止されている。

　しかし、だからといって、すべての犯罪的な行為が禁止されている訳ではない。また禁止されているからといって「実行不可能」になる訳ではない。特にそれが、まだレベルも低い女の子に対してであれば、ＰＫより質たちが悪いことは存在しうる。

　〝ゲーム世界には存在しない。存在しないゆえに対策なんかとらなくてもよい〟出来事が、〝この異世界では実行可能〟になる例はあるのだ。

「……」

　アカツキの剣けん吞のんな沈黙は、「襲われた」という言葉の持つ内容を正しく察したがゆえのものだった。

「あ。いやな。まだ大事にはなっとらんのよ。そこまではいっとらんの。でもな、ススキノはそもそも、人少ないやん。話によると、２０００人を超えるか超えへんかっていう人口らしいんよ。そんな街で、いつまでも逃げ隠れする訳にもいかんやろ？　うち、助けにいってやらんとあかんのやん。うちんとこのメンバーやもん。それが当たり前やろ？　で、こっからが相談なんやけどな。えーっと、悪いんやけどな──。うちのメンバーも、まだひよっこが多いやろ？　みんなよい子なんやけど、まだちょっと頼りないんよ。今回の遠征で精鋭の連中は連れて行かな、そもそもエッゾまでたどり着けないと思うん。その間、こっちに残す子の面倒を見たって……くれへんかなぁ？」

「ずっとついていてくださる必要はないと思うのです。アイゼルという〈妖術師ソーサラー〉がいるでしょう？　青い髪ののっぽ君ですわ。彼が居残り組の取りまとめをします。マリエもわたしも、それから戦闘班の小竜も今回の遠征に全力を傾けるつもりですわ。ですから、誠に勝手なお願いで恐縮なのですが、どうかシロ様、直継様……アカツキちゃん。このギルドのことをお願いできませんか？」

　マリエールとヘンリエッタは揃って頭を下げる。




　シロエは目の前で頭を下げるふたりの女性を見ていた。

　呼吸を止める。

　脳内が静かになる。

　まだうるさい。

　できれば血流も止めたい。

　思考が加速されていく。

　集中が暗闇の中に稲妻を呼び起こす。

　現実世界における東京─札幌間の距離は約８５０キロメートル。〈ハーフガイア・プロジェクト〉下のこの世界においては４２５キロメートル。マリエールたちの移動手段は徒歩と馬。街道の舗装は場所によっては旧世紀のアスファルトや基幹道路が残っているが、未舗装の荒野や丘陵地帯のほうが、圧倒的に多い。

　毎日の移動速度はもっとも条件に恵まれた日でも50キロメートルがよいところ、平均してその半分も出れば上等だろう。いや、モンスターとの戦闘を考えればそれさえも怪しい。

　20キロメートル／１日という移動速度を採用するとして到着は21日後だ。往復では、１ヶ月半の時間がかかるだろう。マリエールの読みは、甘いといわざるを得ない。

　体温が３度ほど下がる。

　それはシロエを支える直感。

　気配のようなもの。

　マリエールの旅は、失敗する。

　もちろん最大限の準備をして旅に出るだろう。多少レベルが落ちるとはいえ、マリエールたちは〈三日月同盟〉の精鋭で挑むといっていた。当然〈エルダー・テイル〉のパーティーにおける最大人数６人での行動となり、優秀な回復職も同行するだろう。

　けれど、それはもはやレベルであるとか数値的な意味での強さとは別次元の話のようにシロエには思えた。

　シロエは内向的な性格で、考えすぎだといわれる。

　それは空想や妄想がさまざまな方向にとりとめがないという意味だが、それらを統合するシロエだけの武器があるとすれば、それは胸の中にある秤はかりだ。シロエのその装置は残酷なまでの冷徹さで自分たちの実力を計る。




　マリエールたちに対するアドバイスを考える。

　その数は12種。

　それぞれに対して検討を加える。

　有用性が確認できるもの約半数。

　それらは成功率の上昇や期間の短縮が見込める。

　廃案に対してなんらかの代案を考える。その数４種。

　それぞれの案の実現可能性を検討する。

　半数を却下し、残りの半数にさらにいくつかの要素を投下して再計算をする。思考の道筋は稲光のよう。その先端はもはや無意識の領域で、雷光の軌跡だけがシロエに自分の考えの形を知らせる。

（でも──）

　アドバイス？　代案？

　それがなんだというのだろう。

　そんなことが望まれているのか。いいや、そもそも、自分にそんな口出しをする権利があるのか？　するどころか、望む権利すらあるのか？　責任を取れる訳ですらないのに。

　計算──有用性──権利──望み。

　そう、望み。

　自分は一体何を願っているのか。何をしたいと自分は思ったのか。

　そこまで言語化が辿り着いて、シロエの意識は身体に戻ってきた。誘われるようにあげた視線の先で、直継とアカツキはこともなげに頷いた。

「いえ、シロ」

「主君の出番だ」




　おそらく、あと５秒考えたら、シロエは身動きが取れなくなっていただろう。自分の思考と責任感と「他人のギルドのことに口をはさむなんていう厚かましさ」という罠に捕らわれて。

　でも、その瞬間だけは直継とアカツキというふたりの同行者からの風を目一杯に受けた帆船のように、言葉が口から飛び出す。

「僕らが行きます」

「え？」

「僕らが行くのがベストです」

「そんな。シロ坊っ。うちらそんなことねだってる訳やっ」

　そんなマリエールの抗議をあっさり無視して仲間を振り返るシロエ。

「モチのロンだぜ」「主君と我らにお任せあれ」

　完璧なタイミングで返答するふたりの仲間。話は終わったとばかりに直継は立ち上がり、アカツキもそれに続く。

「俺たちが遠征に行く。マリエさんたちが留守番だよなー。ひよっこの面倒を見るなんて、俺たちにゃ無理無理っ」

「忍びの密命に失敗の文字はない」

　今度こそぽかんと口を開けてソファに座ったまま見上げるマリエール。シロエはその顔をとても見ることはできなかった。

　恥ずかしかった。僕らが行くのがベストです、などと傲ごう慢まんなことをいってしまった後悔でいっぱいだった。同じいうにしても、もうちょっと上手いいい回しはなかったものだろうか？　きっと呆れてる。そう思うと、シロエの頰が燃えるように染まる。

（「なにいっちゃってるんだろう？　この子」みたいに思われてる。し、しでかしてるよっ。僕っ!!　いわゆる痛い発言してる人間だよっ!!）

　今はただ、格好をつけてしまった自分が気恥ずかしい。目の前が白黒にちかちかしそうなのを必死に押さえつけて、いつもよりも強い口調で叩きつけるシロエ。

「明朝一番で出発する。任せておいて、マリ姐、ヘンリエッタさん」


































　　▼１




「本当にええんか？」

　３人を見送りにきたマリエールは、もう何度目になるかわからない確認の言葉をくちびるにのせる。

　場所は「ウエノ盗賊城址ウエノローグキヤツスル」。夜はデミヒューマンやノンプレイヤーキャラクターの盗賊団であふれかえるこのゾーンも、今は朝あさ靄もやの中に白く浮かび上がってただ美しい。

　しっとりと水気を含んだ朝の空気が、シロエたち３人とマリエール、それから見送りに出てきてくれた〈三日月同盟〉のギルドメンバーたち数人を包んでいる。

「心配要らないって。マリエさん。その娘、可愛いんだろう？　俺が声を掛ける前に他の男には触れさせないぜ。遠征ナンパ祭りっ！」

　聞きようによっては不謹慎な直なお継つぐの発言に、アカツキが「黙れバカ」と肘鉄を入れる。

「大丈夫です。野営慣れもしてるし、この２週間くらいで訓練したから……」

　シロエはマリエールに請け合う。

　客観的に考えて、マリエールたちが向かうより、自分たちの方が成功率が高い。それは確かなのだが、それ以上に昨晩切ってしまった見得が恥ずかしくて、なかなかマリエールと視線を合わせることができない。

「これ。……いつもので悪いんだけど、食い物だから。道中でさ、食って。シロ先輩、ごめんな」

「アカツキちゃん。これはメンバーが作った傷薬ですわ、お気をつけて」

〈三日月同盟〉の心ばかりの支援物資を、シロエとアカツキは受け取った。シロエは軽くありがとうといい、アカツキはこくりと頷いただけだったけれど、それでも〈三日月同盟〉のギルドメンバーには伝わったようだった。

「マリ姐こそ気を付けてください。……その、ＰＫとか」

「うん、うちらは平気っ。ちゃんと情報も集めとくっ」

「ばっち任せておいてよ。マリエさん」

「あはははっ。直継やんも、ちゃんと帰ってくるんよ？　シロ坊は要らんみたいやから、直継やんにもませたげるからなっ。ほれほれ。お姉さんのは柔らかいぞぅ」

　マリエールは照れ隠しのように笑いながら、直継の腕を抱き寄せて、かなり人目を引くサイズのバストに抱え込む。

「ちょ、マリエさんっ。タンマっ」

「なんやのぉ。直継やんもシロ坊と同じく拒否組なんかぁ？」

「そういう訳じゃないけどさっ」

　ざっくりと男気があって姉御肌で面倒見のよいマリエールは、照れくさくなるとこうやって自らシモネタに逃げ込むのだ。女性的な性格ではないと自分で公言してはばからない人だから、こういうネタを話しても相手にはされないんだと大口を開けて笑っていた記憶がある。

（もてないと思ってるのは、マリ姐本人だけだと思うんだけど……）

　シロエが横目でアカツキを見ると、アカツキは両手をこっそり口元に当てて「ばーかばーか。エロ直継死ね」と囁いていた。

〈三日月同盟〉のギルドメンバーが苦笑だけで済ませているのを見ると、日常的な光景らしい。

「駄目なんか？　こんなおっぱいは価値なしかっ？」

「ちょ。……そ、そういうのはですねっ。据え膳だとかえって揉めないっていうかっ。あー、もうっ。とにかく、そんなのとは関係なく助けてくるからっ!!　そういうえっちくさい発言は、禁止だってぇの!!」

「直継がいっても説得力がない」

　アカツキが直継を小さく蹴飛ばす。

　当然そんなキックは、〈守護戦士ガーデイアン〉の重厚な甲かつ冑ちゆうに阻はばまれて鈍い音を立てるだけだが、直継はそれをきっかけにマリエールを引きはがす。

「無事に帰ってきたら、うちの脂肪なんてどうしたってよいからさ。……ん。行ってらっしゃい、うちらのためにありがとう。気をつけてな」

　その言葉を受ければ、旅立ちはもう目の前だった。

　マリエールのハグから脱出して頰を染めていた直継は、照れくさいのをごまかすようにもう朝靄の街路を歩いている。

「シロ坊、直継やん、アカツキちゃん。たのむなっ。セララのことっ」

　直継が朝日の中で振り返って大きく盾を振り上げる。

　シロエも手を振り、アカツキは少しだけ小太刀を引き上げると、音高く鞘に落とし込む。

　それを別れの挨拶として、３人は遙か北の地へと向けて旅立った。




　　▼２




　初夏のもやは朝のほんの一いつ時ときだけの現象だったようで、そのあとは爽やかな青空が戻ってきていた。

　一行は崩れた高架道路──古代世界（つまり今までいた現実の世界）においては首都高と呼ばれた陸上橋のような道路を通って北へ北へと進んでいた。

　首都高から見渡す限り、今まで通ってきたゾーンはそこそこ平和に見えた。生息しているのは、凶暴なモンスターというよりも野生動物が多く、鹿の群れや、ときにはのそのそと歩きまわる熊を、足下に広がる森の中に見ることができた。

〈エルダー・テイル〉の世界は現実の地球の数千年後なのだろうと、プレイヤーの間ではほぼ公式設定であるかのように話されていた。〈エルダー・テイル〉の世界内の伝承によれば、なんらかの巨大な争いが起こり、この世界は砕け散り……そして神々の奇跡によって再構築されたのだそうだ。ファンタジーゲームにありがちな創世神話である。

　数度のバージョンアップを経た優秀なグラフィックエンジンにより描画される世界の美しさは、〈エルダー・テイル〉プレイヤーを魅了していたが、〈大災害〉あとに肉眼で見る景色は、どんな高性能なグラフィックボードの映像をも越えて美しかった。

〈エルダー・テイル〉において、旅とは目的地までの移動を指し示す言葉だった。しかし、こうやって風の匂いを嗅ぎながら、大地を駆け抜ける行為は、それそのものが目的となるほどの新鮮な体験だ。

　３人とも、現実世界では乗馬の経験などないものの、この異世界では易々と乗りこなすことができる。〈エルダー・テイル〉において馬は比較的メジャーな移動補助手段だった。

　どんなプレイヤーキャラクターであっても特別な練習などせずに馬に乗ることができる。馬は馬屋で買うこともできるし、また一定の日数レンタルすることもできた。中堅レベル以上のプレイヤーは皆、自分の馬を持っているのが普通だった。

　ゲーム時代、馬はある種の召喚アイテムとして表現されていた。

　馬を購入もしくはレンタルすると、ホイッスルのようなアイテムを得ることができる。プレイヤーは任意のフィールドで笛を吹くことができ、それだけですぐさま馬が出現するといった具合だ。

　この異世界においてもそれはある程度は再現されているらしい。

　ホイッスルを吹くと、自分の馬が遠くから駆けつけてくるのだ。これならばダンジョンに潜るとき馬を何処に繫いでおくのか考えなくてもすむし、その安全を確保することもできる。

　ゲーム中、馬はアイテム的なあつかいだったので、死ぬというようなことはなかったが、それがこの世界でどこまで当てにしてよいものなのか計りかねた。危険な場所で呼び出せば、馬を失ってしまうかもしれなかったが、実験する訳にも行かない。それは現時点ではシロエたちにはわかりようがないことだった。




　３人の旅は、フィールドゾーンを経由して進む予定だった。フィールドゾーンとはゾーン種別のうちのひとつで、主に広大な大地そのものを表すゾーンだ。

　この世界のすべてはフィールドゾーンを基本に構成されている。たとえば建物なども、状態が良くて内部が閉鎖される大規模建築などは独立したゾーンになっていることもあるが、廃墟などは基本的にフィールドゾーンに置かれたオブジェクトである方が多い。

　フィールドゾーンの特徴のひとつは、境界線の曖昧さだ。

　密閉型のゾーンはその接続をドアや落としぶた、階段などで表現しているが、フィールドゾーンには接続のための定まった「ゲート」となるシンボルが存在しない。

　ゾーンの終端に辿り着くと継ぎ目なしに別のゾーンに接続されているのだ。だから地上の旅を続ける限り、ゾーンの境界線や今自分がどのゾーンにいるかという情報は、実は余り意識されない。

　メニューから情報を呼び出したとき、自分の所在ゾーンの名前がわかる程度である。

　３人が進む高速道路だった道は、今やあちこちが崩れ、瓦礫が転がっていることも多かった。場合によっては馬を下りなければならないこともある。１度などは道を飲み込んでしまったヒースの、もはや密生した森と呼んでもよいサイズの茂みを迂回するために、灌かん木ぼくの生える荒れ地を進まなければならないこともあったくらいである。




　３人が休憩を考え出したのは昼すぎだった。

　風の吹く高架道路は複雑な曲線を描いて、より太い道路と合流している。しかし、先ほどから足下のアスファルトは不気味な脆もろさを見せていて、そろそろこの経路を辿るのも危険な兆候を見せはじめていた。




「降りて食事にしようか」

　シロエの提案に先行していた直継も馬を下りて、太いため息を吐く。

「馬はいいんだけどさ、馬術とかは身体が勝手にやってくれるから。でも、やっぱり尻は痛くなるよな」

「そうだね」

　頷くシロエ。それに対して怪訝そうな表情でじっと見つめてくるアカツキは「そうか？」と不思議そうだった。

　身長でいえば30センチ近く違うアカツキは、体重は半分くらいしかないのではないかとシロエは思う。そんな彼女なら身軽だし、余り負担には思わないのかもしれない。

「どれくらいきたかね」

「まだ半日だ。気が早いぞバカ直継」

　アカツキのそんな言葉にも、直継は平然とした表情を崩さない。こんなやりとりも今ではすっかりお馴染みになって、半ばじゃれ合っているようなものだ。

　シロエは先頭に立ち、崩れて瓦礫により坂になった辺りから、高架道路を降りてゆく。この辺りも古代には住宅地だったのかもしれないが、今では地面のあちこちから電信柱の残骸だけが覗いた、木々もまばらな荒れ地にすぎない。

　赤茶けた地面のうねるような連なりから、３人はテーブルに使えそうなほど大きな岩を見つけ出し、そこで休息を取ることにした。

　岩の表面にクロスを広げ、その上に出したのは食料と水筒。それに地図と筆記用具だった。地図には日本の全体図と、シロエの覚えている限りのゾーン名が記されている。

「これはどうしたんだ？　主君。ずいぶん立派な地図じゃないか」

　アカツキが目を丸くしたとおり、紙に書き込まれた地図は確かにずいぶん詳細だった。

　折り込まれた紙は広げると１メートル四方ほどのサイズで、そこには日本とほぼ同じ形の列島──〈エルダー・テイル〉の日本サーバー管轄エリアが書き込まれている。

　４色ほどの色インクで描かれた地図には河や森、村落まで書き込まれていて、素人の手書きには見えない。

「僕はこれでも〈筆写師〉だからね。アキバの文書館にある地図を写してきた」

「なるほど。主君、やるな」

「で、俺たちはどの辺なんだ？」

　水筒のキャップをゆるめながら直継が尋ねる。

「おそらく、この辺じゃないかな」

　シロエは指先で地図の一点を指す。アキバの街とさほど離れていない、東京の北部だ。

「全然さっぱりだな」

「仕方ないよ。まだ半日だもの。……午後は飛ばすことになるけど」

「了解」

　直継とシロエは、そんな会話をしながら、バスケットに詰められたターキーサンド（に見える、湿った煎餅）を食べる。

　アカツキは通常、こういう会話には参加しない。興味がないというよりは、自分たちを信頼してくれているのだな、とシロエは最近そんな風に考えるようになった。聞いていないかというと、話の内容自体はちゃんと把握しているのである。

　３人が食事をしている間に、馬たちはしばらく辺りの枯れかけた茶色の草などを食はんでいたが、それにも飽きたのかどこかへ行ってしまった。馬から降りてしばらくたつと、去ってしまうのだ。

　どうせホイッスルを吹けば戻ってくるので、３人とも気にしない。

「……このまま、ギスギスするのかな」

　ターキーサンドもどきを小さな口で囓かじりながら、アカツキがいう。

　視線は遙か前方、荒れ地の奥をじっと見つめたままだ。ともすれば独り言なのかと聞き逃してしまいそうなその台詞は、おそらく内容がずいぶんと省略されている。

　なんとなくわかるけれど、とシロエは思う。

　確かにこの世界は〈エルダー・テイル〉の仕様がよく再現されている。しかし、〈エルダー・テイル〉はゲームであってこんな異世界体験ではなかった。〈エルダー・テイル〉には眠りも痛みもなかったのだ。この世界は、ゲームではない。

〈エルダー・テイル〉の仕様や記憶を受け継いではいるものの、ここはまったくの異世界だと考えるべきだ。シロエはなぜか強くそう確信している。シロエには、この世界を〈エルダー・テイル〉そのものだと考えた瞬間に、なにか途方もないミスを犯すのではないかという不安が、〈大災害〉後の初日から根強くあったのだ。

（みんな大事なことを忘れてる。重要なことを未確認のまま、次へと行こうとしている。それがなにかは、よくわからないけど。ここは〈エルダー・テイル〉と関係あるにしたって、別の世界のことなのに……。だからみんなおかしくなっているんだ）




　考えてみれば、治安は悪化なんかしていないのだ。

　〝治安が悪化〟というとまるで当初は治安が良かったように聞こえるが、本当はそうではない。この世界を〈エルダー・テイル〉とは独立した異世界だと考えれば、その誕生当初から「治安」と呼べるようなものなど存在しなかったという認識が正しい。

　かろうじてあるのは戦闘行為禁止区域というゾーンの設定のみ。〈エルダー・テイル〉の仕様を再現しました、とでもいうような薄っぺらい制限でしかない。

　そのような制約は、法でもなんでもないではないか。

　この世界には最初から、悪化するような「治安」などない。

　無法の世界なのだ。

　もちろん、そんなことはアカツキにだってわかっている。

　わかっていても呟いてしまった独り言。

　生真面目な視線の瞳の奥に揺れている気持ちは、なんなのか。

（よくわからないな……）

　アカツキの気持ちは、シロエにははっきりとはわからない。

　それは不安なのかもしれないし、ある種のホームシックなのかもしれない。もしかして、絶望なのかもしれない。でも、それに似たものをシロエの中に探すとするならば、それは苛立ちなのではないかと、シロエは思うのだ。

　それは反発。

「こんな風」になってしまった現在に対する嫌悪感。「このまま、ギスギスするのかな？」の主語は、もちろん「この世界は」でもあるのだろうが、と同時に「わたしたちは」でもある。

（僕たちって、結局その程度ってこと？　つまり、僕たち、舐められてるんじゃないの？　所詮ちょっとつついてやれば奪い合って、殺し合って、勝手に騒いで勝手に泣いて、勝手に絶望していくような奴らだと思われてるんじゃないの？）

　それは自分への問いかけ。わたしたちは、たかがちょっとした無法の荒野に投げ出されただけで、すぐさま仲間を襲って財産を奪ってしまうような存在だったのか？　そんな、問い。

　それがわかるからシロエは答えた。

「そんなことはないよ」

　ただこのまま墜ちていくなんてことはない。

　腐った果実が地に落ちるように、さもそれが自然であるかのように。なんだか世界がこすっからく、チープで、格好悪くて、凜り々りしさとも高潔さとも無縁の場所になっていく。そんなことがあってよいはずがない。もしそれが仮に「自然の成り行き」なのだとすれば、シロエはそんな成り行きは認めたくない。

「そんなのはつまんねー」

　直継が短い言葉で自分の中の気持ちをいいあらわす。

「……」

　アカツキはずっと地平線を見ている。

　あのとき、シロエが〈三日月同盟〉のマリエールたちに代わって救出に行くと申し出たのは、自分たちの方がレベルの面から見ても、この世界の戦闘への熟練度から見ても、〈三日月同盟〉の救出部隊メンバーよりも任務の成功確率が高いと計算したからだ。

　もちろんそれが理由のひとつではある。

　でもそれは「引き受けてもかまわない」理由であって「引き受けるべき理由」にはなり得ない。

　親しくしているとはいえ、〈三日月同盟〉はひとつの独立したギルドで、シロエたちのようなギルド非加入者がわざわざ危険で日数の掛かるような任務に従事するような義理はない。

　それは普通ではありえないことだ。

　それがわかっているからこそ、マリエールは当初、シロエたちに「留守番の若手の様子を時時見る」ことを希望したのだ。自分たちとシロエの関係性からは、それが掛けられる迷惑の上限だと考えたのだろう。それが常識的な考えというものであって、あの場合、マリエールたちの考えは正しい。

　直継とアカツキだってそれくらいのことは理解しているだろう。自分たちには彼らの仲間を救出しに行く義理なんてないことは。

　しかしシロエはこの任務を受けたかったのだ。

　理屈だとか計算だとかは、もちろん大事だ。頭の中で何度も組み立てて呼吸を止めて考えた。でも、その根底にあったのは、強い苛立ち。自分の中にこんなにも感情豊かな鉱脈があるとはシロエ自身もびっくりさせられた。そしてその気持ちを言葉にするまでもなく、あのとき同じように感じてくれた仲間を大声で祝福したい気分になった。

　──そんなのはつまらない。

　──綺麗じゃない。

（恥ずかしいこと、いっちゃったけれど……）

　思い出して火照りはじめる頰を強い風が通りすぎていく。波のようにさらっては押し返す気持ちの起伏の中に、くすぐったいようなうれしさと、不安と、ふわふわしたような……幸福感。

　それは格好悪くなりつつあるこの世界への反抗の気持ち。

　どうせだったら思うようにやってみたい。

　せめて手の届く範囲だけでも。

　自分のいる間だけでも。

　シロエがぼんやりとそんなことを考えていると、直継がそんなシロエの背中を叩いた。

「身内が泣いてたら助けるしょ。それ普通だから。『あいつら』が格好悪くたって、俺らまでそれに付き合う義理はねーよ」

　そんな格好悪くてダサくてつまらなくて救われない世界に流されたとは思いたくない。シロエはそこまで自分を嫌いにはなれない。世界には〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のように格好良くてすごいものだってあるはずだ。

　言葉にすると恥ずかしいからなるべく考えないようにしているけれど、シロエが感じていたのはつまりそういうことで、それがすなわちシロエの出した答え。

　〝他にやるべきこと〟だった。




「ったくだぜ。無理矢理襲うなんてのは、風ふ情ぜいがなくていけねぇよ。もっとさ！　こー。なんてんだ。ちらっ、みたいな」

　直継の言葉で一挙に場の空気がぐだぐだになる。

「えー。直継としては、じゃぁ、どういうのが好みなのさ」

　アカツキは白けた視線で直継を見るが、シロエはあえて反抗的にその話題に乗る。なんだか青春臭いことを考えていた自分がいたたまれないほど恥ずかしかったのだ。

「そんなの色々あるよ。メイドさんとかナースさんとか。いや。やっぱ、基本は後輩だなぁ。社会人になるとさぁ、心に汚れのない無垢な後輩とかさ、眩しい訳よ。新人さんとか。『先輩っ』とか呼んでくれるとかなっ。そういう基本が大事なんだよっ」

「基本は大事だよな。戦闘連携だって基本の積み重ねだもんねっ！」

　直継のいってることは半分も判らなかったが、毒を喰らわば皿までの気分で、シロエはやけくそ気味に大声で答える。アカツキの視線が痛い。




「そうそう。連携ってのは大事だ。あと戦術ね。地形効果。階段でぱんチラ。そんでもって直後に逆ギレ。勝手に見せておいて逆ギレ。これが最強だ」

（最強もなにもそれってかなり質が悪いいいがかりなのじゃないかなぁ）

　そんな事をシロエが思ったとしても、当然それはアカツキに届く訳もなく、「直継のバカはともかく主君は主君らしくしろ。バカ主君」といわれるのだった。
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　──食後。あれからめっきりと冷淡になってしまったアカツキが馬を呼び寄せようとするのをシロエが止めた。怪訝そうなアカツキの目の前で、彼は流麗な透かし彫りの施された竹製の笛を取り出す。

　馬を呼び寄せるホイッスルに似ているが、まるで芸術品のような美しさだった。同時に直継も同じ笛を取り出す。

「それはなんなのだ？　主君」

　小首をかしげて尋ねてくるアカツキに微笑むと、シロエはその笛を空高く響けと吹き鳴らす。直継の吹き鳴らした笛の音と絡み合ったそれは、まるでもつれ合う２羽の小鳥の囀さえずりのように荒れ地の風に乗って青空に拡散してゆく。

「それって、もしかして……」

　アカツキの問いかけは、鋭い鷲わしの咆吼ほうこうで中断される。重い羽音を響かせて飛来してくるふたつの巨大な影。まるで馬車のような大きさのそれは、シロエたちの頭上を大きく２度廻ると、荒々しい勢いで着地して、その逞しい首をシロエと直継の足下に低く差し出した。

「グリフォンではないかっ」

　シロエたちのもとへやってきたのは、〈鷲獅子グリフオン〉と呼ばれる幻想種だった。巨大な獅子の身体に、鷲の頭部と羽根、そして前足を持っている飛行生物だ。戦闘能力は亜種や年齢によるが、〈合成竜キマイラ〉に匹敵する。

「まぁ。うん」

　シロエはグリフォンの首筋を２、３度撫でると、荷物から取り出した生肉を与える。生肉はマーケットからかなりの分量を仕入れてきてある。食料アイテムの素材となる採取アイテムなので、安いのだ。

「まさか馬で北の最果てまで行こうなんて考える訳ないだろ？　そんなことやってたら年寄りになっちまうよ」

　直継も、いささか意地悪にアカツキを冷やかす。

「それにしたってなんでこんな獣が……。乗るのか？」

「乗るよ。アカツキさん？」

「アカツキ、だ」

　シロエの言葉にアカツキは鋭く注文を入れる。何度シロエがいっても呼び捨てを強く希望するのだ。

「アカツキ──は僕のうしろ。……ダメかな？」

「ダメではない。のだが……」

　アカツキは怯えたようにグリフォンから距離を取って見ている。手際よくグリフォンに腹帯と鞍くらを装着する直継。シロエは餌を与えて、グリフォンの耳を搔いてやっている。




「そんな召喚笛があると聞いたことがある。──死霊が原ハデスズブレスの大規模戦闘レイドをくぐり抜けたプレイヤーに与えられたっていう」

「昔ちょっとね」

　シロエはアカツキに答える。

　それは〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉の残した、今は知る人も少なくなってきた伝説のひとつ。

　シロエと直継がこの笛を手に入れたのは、死霊の王たる上級アンデッドの眠る地下墳墓の奥深く。生命の秘密を邪悪に歪めるための魔法装置の祭壇で、死霊王の４人の騎士との激しくて長い戦いの思い出としてだった。

　精霊山の地下エネルギーを盗み取り、その力を持って永遠の生を手に入れようとしていた死霊王の目もく論ろ見みをくじくために共闘した〈翼持つ者たちの王シームルグ〉が友情の証として与えてくれたものだ。

「なんでそんなものを持ってるんだ」

「びっくり隠し芸のとき便利だろう？」

　アカツキの質問に今度は直継が答える。

（やっぱり恥ずかしいな、これ）

　別に隠している訳でもないし隠したい訳でもないけれど、改めていうのはなんとなく照れくさい。シロエと直継にはそんな気持ちもあった。〈グリフォンの笛〉は、希少なアイテムで人からはうらやまれるような財産だ。しかしアイテムはいくら強力だったところで、大事な記憶を思い出すためのよすがにすぎない。

「小太刀の鞘はいつもよりしっかりとベルトに固定して。背負い袋も。風に流されるものは畳んでしまって」

　シロエは腰が引けているアカツキに手を伸ばす。

　アカツキは何度か躊躇ったあとに、シロエの差しだした手を摑もうとして、なにかに気が付いたのか少しだけ赤くなった。シロエが首をかしげると、勢いをつけるかのようにその手を摑む。

　シロエはそのアカツキを、ほとんど腕の力だけでひょいと自分のうしろに引き上げる。彼女が小柄だからなのか、それとも引き上げられるタイミングで地を蹴ったからなのか、彼女の羽毛のような軽さにシロエはびっくりしてしまう。

「準備はＯＫ？」

「うむ、主君。問題ない」

　自分のうしろでもぞもぞと身体を揺らすアカツキに一抹の不安を覚えて、シロエはうしろを向く。

「もうちょっと腰を落ち着けて。で、僕のことを摑んでね。怖かったらしっかり摑んでよいからね。って、お腹の肉は摑まないでっ！」

　シロエとアカツキのやりとりに笑いを堪えていたらしい直継は、とうとう笑い出してしまう。直継はふたりの非難の視線にもめげず、そのまま自分のグリフォンの首筋を軽く叩く。

「お先に失礼っ！」

　その言葉は残すというよりも、むしろ烈風に千切り飛ばされて、その次の瞬間に直継とそのグリフォンは青空の中に舞う逆光の影となる。

「ったく。──アカツキ。いい？　じゃぁ、僕たちも行くねっ」

　どこか天高いところへ無限に投げ出されるような──あるいは遙か眼下の大地に真っ逆さまに落下するような感覚を、アカツキはシロエのすらりとした背中にしがみつくことで耐える。

　学究肌のシロエらしい無駄な肉のない背中へ、周囲を見ないように顔を埋めるアカツキだったが、しばらく経って、やっと周囲を見回す余裕ができたようだ。

「いい景色だよ」

　自分に必死にしがみついてくるアカツキに気が気ではなかったシロエは、彼女にそっと声をかける。なにせ、アカツキは小さいのだ。自分の肩まで、下手をしたら胸の辺までしか身長のない小柄な少女は、余りにも軽すぎてうっかり風に持っていかれるのじゃないのかと、心配になってしまう。

　もしかしたらうしろに乗せてしがみついてもらうより、前に乗せてしっかりと押さえておいたほうが良かったかもしれない。そう考えるシロエだが、それはそれでアカツキにとっては怖いかもしれない。

（それに僕がアカツキのどこを摑んで押さえるかっていう問題もあるし……）

　頭の中で詳細に分析をしてみても、グリフォンの手綱を握りながら左手で押さえられるのは腹部か胸部しかないと結論し、腹部であっても胸部であっても押さえる場所がずれたらと考えると、赤面と冷や汗が止まらない。直継が爆笑するていどですめばいいが、空中から突き落とされる可能性を考えると、その想像だけでシロエは狼狽してしまう。

「大丈夫？」

「うん──主君。これは、すごいな。青空の中に、浮かんでいるみたいだ」

　轟々とうなりを上げて後方に千切れ、押し流されてゆく空気。

　今やグリフォンは無駄に羽ばたくことなく、両の翼を固定して気流の波にしっかりと乗って滑空している。

　大気の中のその波は、河のように緩やかに左右にうねっては、ときに上昇し、ときには低くなっているようだが、グリフォンは鳥類独特の視覚でも持っているのか、自分たちに都合のよい上昇気流を選んで、どんどんと空の階かい梯ていを上ってゆくのだ。
















　気が付けば直継のグリフォンも、サファイヤのような日差しを受けて蒼そう穹きゆうの中を隣に並んでいる。

「どうだすげぇだろ!!」

　直継の言葉は自慢げというよりは、ただ純粋に空を飛ぶことの興奮に輝いていた。その笑顔に、普段は大人げない下品な仲間を貶けなしてばかりいるアカツキも、つられたように──本当に珍しい、花が開いたような笑顔を向ける。

「すごい。──うん、すごい。空の碧さが透き通るみたいだ」

　シロエは前を向いたまま、かすかに唇のはしで微笑んだ。

　たしかに。

　青空を切り裂くのは希け有うな快感だった。
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「──進行方向、敵の姿はなし」

「進むぞ」

　アカツキのひそめた声に、直継がハンドサインを返す。

　ここは「パルムの深き場所」。「ティアストーン山地」の地下に広がる古代の地下通路だ。このダンジョンに入ってから早くも15時間。

　シロエが覚え書き程度に描いているマップでは、すでに直線距離にして20キロメートルほどは移動していることになる。

　シロエは〈エルダー・テイル〉のゲーム時代、ここへやってきたこともあるが、こんなにも広大だとはついぞ気が付かなかった。

　アキバの街を出発してから３日。

　旅はハイペースで進んだ。

　シロエたちの操るグリフォンの速度は単純な速さでいえば馬の３倍程度だろうが、地上の障害物の一切を無視しうるという点を考え合わせれば、時間当たりの移動速度は10倍にもなるだろう。

　グリフォンの能力的な制約上、搭乗可能時間は１日４時間にすぎないが、そうであっても馬に乗ったならば２週間は掛かりそうな距離を、３日で踏とう破はしていた。

　その旅が暗礁に乗り上げたのは昨日のことだった。

　予測はしていたのだが、「ティアストーン山地」にたどり着いたシロエたちは、そこが〈鋼尾翼竜ワイヴアーン〉の住処であることを再確認させられたのだ。ワイヴァーンは亜竜と呼ばれる竜族の亜種だ。竜によく似た姿を持っているが、前足はなく、魔法や竜の吐息ドラゴン・ブレスを操る能力もない。竜族としてはかなり下等な種類だ。

　しかしだからといって与くみしやすい相手ではない。

　竜族は全モンスターの中でも最高位の体力と防御能力、素早さ、攻撃力を持ち、個体によっては高い知能と魔法を操る能力さえ保持している。多くのファンタジー物語においてそうであるように〈エルダー・テイル〉においても竜は冒険者にとって最大の敵なのだ。

　ワイヴァーンも下級亜種族とはいえ、その竜の眷けん属ぞくである。

　魔法行使能力はないものの、尾は鋭く鋼のような強度を持ち、カミソリのような翼は巨大鷲ロツク鳥にも匹敵する移動速度を与えている。

　もちろん、シロエたちも最高峰の実力を持つプレイヤーだ。地上でワイヴァーン１匹と戦うのならば、これを難なく葬り去るだけの戦闘能力は持っている。

　しかし、山地上空でグリフォン騎乗時にワイヴァーンの集団に襲いかかられると、勝利を収めることは難しい。

「ティアストーン山地」は、旧〈エルダー・テイル〉時代からワイヴァーンの住処であった。シロエもこの事態は覚悟して進んできた。なにも考えずに山地上空に突っ込むという事態が避けられたのはそのためである。

　もし仮になんの策もないまま空中戦闘ということにでもなれば、もちろん数匹の撃退は可能だろうが、数十匹の竜からなる集団の波状飽和攻撃を受けて、やがては地上へとたたき落とされるような結果となっただろう。

　空中戦においては優雅な引き際というものは存在しない。

　敗者は数百メートル下の地上という死刑執行地へと強制送還される運命が待っているのだ。

　そんな罠を避けて地上で息を潜めたシロエたちが選べる進路は４つ。

　洋上にまで大きく迂回するか、「ティアストーン山地」の深い森の中を歩いて山岳踏破をするか、そうでなければ「ティアストーン山地」地下深くに眠る古代の坑道とトンネルの複合建築物、〈パルムの深き場所〉を抜けてさらに北を目指すか、山中の道路を登山するかであった。

　シロエたちは協議の末、トンネル踏破を決意した。

　もろもろの事情から考え、それがもっとも短時間ですみ、安全面での条件と合致すると思われたからだ。




　山麓に広がる森、岩肌に作られた巨大な工事現場の廃墟から坑道に侵入して15時間。トンネルは予想していたような土つち塊くれ作りの粗雑なものではなく、コンクリートで作られたライトグレーの広い地下通路が、魔法の明かりの中に続いている。

　地下下水処理施設のもっとも広い水流通路のように、定期的に細い連絡通路が左右に伸び、所々になんの目的に使われていたのか、無味乾燥な正方形の部屋が現れる。

　設計者の意図も、使用者の痕跡も、長い長い間に風化し、すべては埃と瓦礫の下に封印されてしまったのだろう。地下水の流れるひたすらに広いこの洞窟の現在の主は、ラットマンたちであった。

〈鼠人間ラツトマン〉。

　それはこの世界に多数生息する亜人間の中でもかなり下等な種族だ。姿としては鼠の頭部を持った人間と、直立した鼠の中間くらいだろうか。身長は中学生ぐらいだが、毛皮のせいで体形の判別は難しい。全身湿ったような滑らかな毛に覆われ、簡単な道具を使いこなす。

　シロエたちのような高レベルのプレイヤーにとってその戦闘能力はまったく脅威ではない。ラットマンたちは（もちろん個体にもよるが）〈緑小鬼ゴブリン〉や〈醜オ豚ー鬼ク〉よりもさらに弱い場合が多いのだ。

　しかしそれでもラットマンにはやっかいな武器がふたつ残されている。数と疫病だ。

「ねずみ算」などという言葉があるように、鼠の繁殖力は旺盛で驚異的である。ラットマンたちもその特徴を備えているのか、狭い地域に集中して、相当な数が生息しているのだ。

　現にこの坑道に入ってからも、数メートル四方の部屋に20匹以上のラットマンが群がっている光景を何度も見てきた。

　通常どんな生物であれ、相手が自分よりも圧倒的に戦闘能力が高いと気付けば逃亡をはかる。それは野生動物などに顕著だが、当然ラットマンも例外ではない。シロエたちは高レベルプレイヤーであるし、その能力は周囲にもわかるのだろう。

　その証拠に、アキバの街からここに至るまで、シロエたちはほとんど戦闘らしい戦闘をしないで旅をしてきた。今回の旅はセララという少女の救出が任務である。シロエたちは余計な戦闘訓練も探索も省き、一気にここまで移動してきたし、その目的上、モンスター側が逃げてくれるなら都合が良かった。

　しかし、ラットマンたちのように密集するモンスターが相手の場合、しかもそれらと狭い行き止まりの通路や部屋の中で遭遇してしまった場合は話が異なる。ラットマンたちの側が逃げようとしたところで、逃げる先がないのだ。

　そうなると、たとえシロエたちが退いてやっても逆上して襲いかかってくることが多い。まさに「窮きゆう鼠そ猫を嚙む」を地でいく状態だ。

　戦闘で負けるとは思わないが、数の多いラットマンたちを倒すのはそれなりに時間が掛かる。精神衛生上も余り良くはない。

　もうひとつの問題点は、疫病だ。

　ラットマンたちは、中世の鼠がそうであったように疫病を媒介するのである。〈エルダー・テイル〉の仕様がここでも忠実に再現されるのであれば、その病気は回復を妨げ、持続的なダメージを巻き起こす質の悪いものであるはずだ。

　この坑道のラットマンたちのレベルは40前後。

　伝染させる疫病にもレベルが存在し、それは疫病の持ち主に準拠する。この場合は、疫病のレベルも当然40前後のレベルを持つはずで、中堅レベルの回復役がひとりいれば簡単に治癒できる程度でしかないが、今のシロエたちには回復役はいない。

　マーケットで購入してきた「対たい病びよう毒どくポーション」を飲んではいるが、これは予防手段であって、治療手段とはなり得ない。レベル差がこれだけある状況だと、そもそもそんな攻撃を喰らう可能性はかなり低いが、それでも気をつけるに越したことはなかった。




「この部屋は、そこそこ安全っぽいな。──どうする、シロ？」

「えっと……。そだね。休憩にしよう。直継はドアの近くへ。僕はマリ姐に定時連絡をする。アカツキは……」

「偵察してくる」

　返事を待たずにアカツキの姿は闇の中に溶ける。

　シロエたちのこの種の行動分担は、すでに定番となってきている。シロエも直継も初めは小柄な少女をひとりで偵察に出すことに抵抗を覚えていた。

　しかしアカツキにはその能力が十分にあり、彼女のプライドからするとそうやってパーティーに貢献したいのだ。それを理解すると（諸もろ手てを挙げて、という訳ではなかったが）この役割分担を受け入れるようになっていた。

　確かに偵察はアカツキの得意なジャンルの行動だし、分担としては正しい。生真面目な少女は自分の任務にあくまで忠実だ。

　がらくたの中から手頃なスチールボックスを引きずり出した直継は、それを椅子がわりにドアの近くに陣取ると、剣を抱えて耳を澄ましている。仮にラットマンや他の怪物が接近してきてもいつでも応戦できる構えだ。

　シロエはそれを確認すると、瞳を半眼にして脳裏にメニューを展開。念話機能を呼び出して、マリエールに連絡を入れる。旅に出てからまだ４日だが、シロエは毎日１回は定期的に連絡をいれていた。マリエールもそれはわかっているらしく、すぐさま返事が返ってくる。

『おつかれ、シロ坊。……どない？』

「こっちは問題ないです。昨日はあのあと野営をして、午前中早い時間に〈パルムの深き場所〉に突入しました」

『せやったら、今はダンジョンの中？』

「そうです」

『なんでそないに早いねんっ。まったくお姉さんはびびるで、かなわんわぁ！』

「はい」




　マリエールの温かい言葉がくすぐったい。

　本当はもうちょっと気の利いた言葉が返せればいいのだけれど、なかなか上手くいかないな。シロエはそう思いながらも、丁寧に返事をする。

　マリエールはシロエたちの移動手段──グリフォンを知らない。この世界の移動手段は召喚笛による馬が一般的だ。

　非常に高価なアイテムとして調教した〈戦闘用猪ウオーボア〉などもあるし、中国サーバーの一部では〈騎乗用大型狼ダイアウルフ〉なども使われているという話がある。

　また〈召サ喚モ術ナ師ー〉は自らの移動用として〈一角馬ユニコーン〉を初めとして何種類かの召喚生物を呼ぶ能力を持っている。しかし、空中を移動できる召喚生物は高位の〈召サ喚モ術ナ師ー〉でもない限り呼び出せないし、ましてや〈付与術師エンチヤンター〉や戦士、武器攻撃職が持っているとは、普通のプレイヤーならば想像の埒外だろう。

『ほんまやで。うちらが向かってたら、まだまだその半分の半分も進めてなかったと思う。ほんま、ありがとな』

「気にしないで下さい。……あの。状況はどうです？」

『ちゃんと連絡は取れてんで』




　定期的に連絡をしている理由のひとつがこれだ。

　シロエたちはセララという少女を救出するため〈エッゾ帝国〉にあるススキノの街に向かっている。しかし、シロエたちはセララに念話で連絡を取ることはできない。

　なぜなら、念話機能はフレンド・リストに登録した相手にしか使えないからだ。そしてフレンド・リストへの登録は、目の前で実際に対面している相手に対してしか実行できない。

　つまりセララという少女をフレンド・リスト登録していないシロエたちは、彼女と直接連絡を取ることはできないのである。

「状況はそのまま？」

『うん。なんか、例の親切な人と隠れてるらしいねん。今のところはひどいことになってないし、大丈夫だってゆうとる』

「了解です。そんな人がいるなんて、ススキノも捨てたものじゃないですね」

『せやね』

　セララという少女は、悪質なプレイヤーの集団に目をつけられ、脅迫まがいの勧誘を受けている。一時は監禁され、性的な暴行さえ受けかけた。しかし現在はなんとか脱出して、ススキノの街のある場所に隠れているらしい。

　ススキノの街は大きさこそアキバの街と同程度だが、現在そこを拠点に活動しているプレイヤーは２０００人程度──アキバの街の約８分の１だという。それは相対的に見た場合ひとりひとりのプレイヤーが目立つということでもある。

　たとえばマーケットに食料の買い出しに行くのさえ、人混みに紛れてこっそり行なう難易度は何倍にもなるだろう。街の人口が少ない今、隠れきるのはほとんど不可能ではないかとシロエは危き懼ぐしていた。

　しかし、セララは協力者を見つけたらしい。

　詳しくは聞いていないが善意のプレイヤーで、セララが〈ブリガンティア〉という凶悪なギルドから逃れられたのも、その助けがあったからだというのだ。

　正体が敵に割れていない協力者がいるならば、買い出しなどは非常に楽になる。それならば救出に行くまでの間、セララが隠れきる可能性は低くない。ススキノの街にいるプレイヤーが２０００人程度だとすれば、廃屋や廃ビルはたっぷりと余っているはずだ。先ほどとはまったく同じ理由、人口の少なさが、セララの潜伏を助けることになる。

　シロエはそう考えて、少しだけほっとする。

「今ダンジョンの中だから、ちょっとこの先の予定は見えないです。だから抜け出したら連絡します。ティアストーン山地が事前の予想では１番の難所でしたから──」

『海峡はどないすん？』

「行って考える予定です」

　実際はグリフォンで突っ切るつもりだが、シロエはなんとなくごまかす。アカツキは素直に受け止めてくれたが、飛行移動可能な騎乗生物を所持しているなどは、一般のプレイヤーにとっては嫉妬の対象でしかない。

　さらにいえば、その入手方法を知っているプレイヤーにとって、あのグリフォンを所持しているということは死霊が原ハデスプレイスの大フ規ル模レ戦イ闘ドに勝利した証拠となる。大規模戦闘とは、〈エルダー・テイル〉コンテンツにおける最高峰ハイエンドだ。一般的なプレイヤーは憧れるだけの一部の大ギルドだけが挑戦することが可能な厳しい戦いであり、その報酬として〈グリフォンの笛〉のような希少なアイテムを手に入れることができる。

　一部のプレイヤーにとって、ギルド未加入者であるシロエのような存在が、こんな希少なアイテムを持つということは、許し難いことなのだ。

　マリエールは〈三日月同盟〉のギルドマスターだ。シロエと違って顔も広いし、今回シロエたちが〈三日月同盟〉のメンバーを救出するためにススキノに向かったことは、少なくとも〈三日月同盟〉のメンバーは全員知っているだろう。

　マリエールはいつものような笑顔で受け入れてくれるだろうが、メンバー全員がそうだとは限らない。このことが広く漏れたりしたら、みんなの自分を見る目が変わりそうで、シロエはそれが少し怖かったのだ。




『シロ坊たちなら、いけそうやな』

　シロエの行き当たりばったりにも聞こえる発言に、マリエールはくすくすと笑ってくれる。

（無理してるはずなのに。マリ姐は強いな）

「こちらは今のところ大きな被害もないです。戦闘自体あんまりしてません」

『了解や！』

「では、また」

『はいなぁ！　ユーララの神様にお祈りしとるっ。直継やんにも、アカツキちゃんにもよろしうなっ。ヘンリエッタが寂しがっとるで！』

　最後にはユーララの神などと、この異世界の神官らしい言葉を口にして念話は切れた。

（ここまでのところは、順調……っと）




「主君、状況はどんな感じだ？」

「～っ！」

　念話に集中していたせいでまったく気が付かなかったが、いつの間にかアカツキが戻っている。振り返ると直継はもぐもぐと保存食をほおばり食事中だ。

「アキバの街も変わりなし。目標のセララは現在ススキノで潜伏中、トラブルなし。状況は継続中です」

「了解だ」

　アカツキは言葉少なく答えると、荷物から大きな水筒を取り出す。水筒のサイズは同じなのだがアカツキが持つと大きく見えるのだ。

　シロエはそんなアカツキに、これも背負い袋から取り出したオレンジを手渡す。すべての食料アイテムが同じ味しかしないこの世界において、素材のまま食べられる果実は、唯一違った味わいを感じられる貴重品だ。

　シロエらが持っている背負い袋はマジック・アイテムで、重量にして２００キログラムまでのアイテムを納めることができる優れものだ。バッグ自体の重さ以外、つまり内部に収納したすべてのアイテムの重量は、バッグにそのアイテムを格納している限り消去される。そのため小振りなナップザック程度の重さしか感じない。

　この種の「魔法の鞄マジツク・バツグ」は〈エルダー・テイル〉の代表的なマジック・アイテムで、納めることができるアイテムの種類や限界重量などでいくつかの等級に分かれているが、便利なのでプレイヤーのほとんどがひとつは持っているはずだ。

　この背負い袋があるおかげで、ダンジョンなどでお宝を見つけても、戦闘を継続できるし、食料や野営道具の持ち運びも苦にはならない。この世界で生き抜く必須アイテムといえる。

「偵察の報告いいかな。地形照合したいから」

「心得た」

　アカツキはナイフで器用にオレンジを剝きながら、偵察の結果を報告する。ダンプカーですら並んで入れるほどの規模を持つトンネルの本道は迷いようがないが、その本道に対して枝道は無数に交差している。

　本道を突っ切ればとりあえずの目的は果たせるが、場所によってはラットマンたちが集落を作っていることもあるために、迂回した方がよいこともあり、アカツキの偵察情報は貴重なものだ。

　そのアカツキの報告を聞きながら、シロエは手元の紙束に新しい枝道を書き記す。

「こんな感じでいい？」

「うん、正確だと思う。……主君はこういうことが得意だな」

　背伸びをしてシロエの手元の図面を見るアカツキは、新しく書き足された部分を検分すると、感心したようにいう。

「ＣＡＤみたいなものだよね。僕は〈筆写師〉だしね」

「ＣＡＤとはなんだ？」

「パソコンでやる製図。大学でやるんだよ。工学部だしね」

「主君は大学生なのか？」

　シロエは頷いて「もうそろそろ卒業だけどね」と返す。現実世界のことはなんだか遠いような話で、実感が薄れつつある。

「そうか。ではわたしとほとんど同じ年なんだな」

「え？」「まじかよっ!?」

　アカツキの言葉にシロエと直継のツッコミが同時に入る。

「そんなに意外か？」

　平静に返すアカツキには悪いが、シロエはアカツキのことを少なくとも３、４歳は年下だと思っていたのだ。

「冗談だろ、ちみっこ。だって、ちみっこ身長ないじゃぎゃふっ」

　言葉を叩ききるように鋭い飛び膝蹴りが直継の顔面に入る。

「主君。バカ直継を蹴ってもよいだろうか？」

「だからそういうことは事前に断り入れろよっ！」

　ふたりの漫才はそれとして、シロエも内心冷や汗を流す。口にこそ出さなかったが、シロエがアカツキを年下だと想像していたのも、いわれてみれば身長ぐらいしか根拠がない。

「だいたいバカ直継は身長のことをあげつらいすぎだ」

「胸のサイズはさらに壊滅的じゃぎゃっ!?」

　今度は左の美しい飛び膝蹴りを喰らう直継。ふたりの身長差からして、アカツキは垂直跳びで２メートル近く飛んでいるはずだが、鮮やかな空中姿勢で後方に猫のようにひるがえると着地する。

「──アカツキ？　直継死んじゃうよ」

「主君がそういうなら……」

　アカツキは渋々と距離を取る。シロエとしても内心は年下だと思っていただけあって、表立ってではないけれど直継にフォローを入れざるを得ない。

「まさか主君も私が未成年だと思っていたのか？」

　迫力あるアカツキの視線に耐えかねて、そんなシロエは口調もボソボソと告白することになる。

「別に身長っていうか──年齢っていうか。困るな」

　シロエとしては、アカツキが年下だと思っていたのは事実だけれど、別にアカツキを子どもあつかいしていたつもりはない。

　ここはずいぶんサバイバルな世界なのだ。

　こんな巨大なトンネルの中で、ネズミ人間なんかと斬り合いをやるような世界だ。子どもだろうが大人だろうが、最低限自分のことはやれないと、生きていくことが難しい。

　それはたとえ〝死〟がなかったところでだ。

　シロエは、知り合いの双子のことを思い出した。

　そういえば、あの〈大災害〉が起きた日。その直前まで、シロエは双子と一緒にいたのだった。〈大災害〉でアキバの街に戻されたときにはぐれてしまった。

　あの双子も、どこかのギルドに入ったようだということは、遠くから見かけていたが、今どうしているのか、少しだけ気にかかった。

　アキバに帰ったら、声を掛けてみようとシロエは考える。

「主君？　なにを考え込んでいるのだ？」

「え？　別に考えてないよ」

「そんなことはない。主君は考えると、眉の間にしわが寄る」

「あー……」

　意味もなくアカツキの言葉に反抗してみたが、あっさり見透かされてしまう。それはよいのだが、アカツキが自分の眉の間に触れて「ここだぞ？　お爺さんのようなシワだ」などといいはじめれば、微妙な気分にならざるを得ない。

「くっ。直継、なに笑ってるんだよっ」

「だってさ。ぐはっ。はははははっ」

　シロエは笑い出す直継のスネを１回蹴飛ばす。

　とはいえ、直継は脚に至るまでがっしりとした鎧に包まれているために、シロエの爪先の方が痛いくらいだった。

　３人はひとしきり文句を言い合うと、先へ進むために腰を上げた。深い、深いトンネルの闇は、永遠のようにずっしりと３人の頭上にのし掛かっている。

　深い地下特有の、凍りつくような湿り気の中で、それでも笑いあった３人の周囲だけは、わずかに暖かいように感じられたのだ。




　　▼５




　長い長いトンネルを抜けたのは、夜明けの最初の光が地平線を飾る山々の稜線を紫色のラインで縁取る頃だった。長い間地下にいたシロエたちは、冷たくもかぐわしい風に吹かれて大きく身体を伸ばす。

　別段腰をかがめなければいけないような小さな洞窟にいた訳ではないが、それでも頭上に何億トンもの大量の土砂が存在するというのは、予想以上に重圧を感じさせられるものだ。

　今はただ、まだ藍色の闇の残る夜明けの初夏の空が頭上にあることがうれしい。

「風が冷たいっ」

　森と海を見下ろす大岩の上に身軽に飛び乗ったアカツキがいう。

「でも、気持ちいいぞ。やっと抜けたなっ。難所越えたぜ祭りっ」

　そんなふたりをシロエは追いかけて、その大岩へと上る。

　確かに風は冷たいが、見下ろす景色は圧倒的だった。黒に近いほど濃い緑の原生林を、薔薇色の光が筆を大きく振るうように染め上げてゆく。

　夜明けの風にのる雲が切れると、その薔薇色の光が、視界の果てできらめく海を、黄金とラズベリーの色にきらめかせる。

「綺麗だぞ」

「すっげぇーなぁ」

　仲間の短いコメントが、それですべてを表していた。

　そういえば、これは初めてだ、とシロエは思う。

（この景色を見るのは、僕たちが初めてだ。──アキバとススキノの間を渡りきった人間は、この異世界ではまだいない。この景色を見たのは、僕たちが初めてなんだ。ゲームとしての〈エルダー・テイル〉なら夜明けのこの場所をとおりかかったプレイヤーなんてたくさんいる。でも、この異世界では僕たちが初めてで、初めってっていうのは……）




　──やっぱ冒険っていうのは初体験って訳よ。もうね、どきどきわくわくハムスターみたいな気分でガクブルジョーってなもんですよ。え？　なに？　漏らすな？　漏らしたっていいのよ楽しいんだから。楽しくないの？　楽しいでしょう。だってこんなにすごいもん見れたんだもん、丸儲けよね！　はははははっ!!




〈彼女〉の台詞を思い出す。

　無闇に自信満々で、根拠なんてないくせに確信に満ちていて、思いつきとハッタリと勢いだけの発言で構成されていた〈彼女〉。

　それでいていつでも正解がわかっていた〈彼女〉。

〈彼女〉ならば、この景色もきっと勲章として胸に飾っただろう。

「僕たちが初めてだよ」

　だからシロエはその気持ちのままに、ふたりの仲間に声をかけた。

「僕たちがこの景色を見る、この異世界で最初の冒険者だ」

　シロエは自分で意識して初めて異世界だといい切った。

　どんな小理屈よりも明確に、眼前の圧倒的な自然は伝えている。こんな景色は、ゲームなんかでは見られない。こざかしいヴァーチャルではありえない、夜明けの風と、冷たい空気と、木々を渡るかすかな音と、ミリ秒単位で変わっていく夜明けの光景。

　この世界へとやってきて、周囲の全員がパニックになっていたときも、目的を見失って治安を悪化させるプレイヤーがいたときも、シロエはどこかで落ち着いていた。

　困ったな、困ったなとは考えていたけれど、それでも毎日のように街を出て、ゾーンを調べ、戦闘をしながら、いくつもの魔法を試し、この世界でできること、できないことを丹念に洗い出していた。

（……我ながら環境適応能力があるな、とか。直継がいて茶化してくれるから辛さを忘れられるのかな、とか。アカツキと合流して日々が騒がしくなってそれで救われたのかな、とかさ……）

　そういった要素がないとは思わないが、それだけではないとシロエは今こそ理解した。

　この異世界にやってきたとき、アキバの街の古木に埋もれた廃墟に感じた美しさ。それに異世界を感じたように。

（ここは異世界で、僕は冒険者なんだ）

　一瞬怪訝そうな表情でシロエを見つめたアカツキが、なにを納得したのかしっかりと頷く。直継はにやりと男らしい笑いを見せて、大きく息を吸い込む。

「そうだな。俺たちが一番乗りだ。こんなすごい景色は、〈エルダー・テイル〉でだって見たことはねぇ」

「わたしたちの、初めての戦利品」

　ふたりは、その景色を慈いつくしむように見やると、シロエに合図をする。

　シロエはそれに答えるように、東の空に向かってグリフォンの召喚笛を高らかに吹き鳴らすのだった。


































　　▼１




　セララが隠れ潜んでいるのは、ススキノに数多い断熱材を用いた簡易住居だった。２ＬＤＫほどのその簡易住居は、廃ビルの内側に造られている。

　世界崩壊によって旧時代の文明が失われ、その遺跡ともいえる巨大建造物があちこちに残るこの世界。もちろんプレイヤーであるセララには、それがどうやら現実世界の日本をモチーフにしていることはわかっている。ススキノは現実でいう札幌市街の一部、薄すすき野のであり、このプレイヤー・タウンもその面影をとどめていた。

　地球では歓楽街だったススキノには多数の雑居ビルが存在している。〈エルダー・テイル〉の世界のデザインにおけるこの街では、そのほとんどが無骨な青い鋼はがねで補強された城じよう塞さい風の建物に改修されていた。

　どこか角張っていて、レトロな機械帝国といった味わいが、この北海道──こちら風にいうならば〈エッゾ帝国〉のデザインモチーフなのだ。

　そのように、鉄骨とビス、巨大なボルトとナットで強化された廃ビルは、雪や風にはよく耐えるが、冬の寒さは防げない。そこでススキノの人々は、要塞化された雑居ビルの内側に、断熱材でもうひとつの家を建てる。こちらは暖かさや居住性を重視した造りだ。

　面積あたりの居住人数からいえば、はなはだ非効率的であり、現実世界の日本で実行することはできないが、〈エルダー・テイル〉というゲーム世界内では十分可能であった。

　セララはそうした断熱材で作られた１軒を隠れ家として潜み暮らしている。助けてくれた同居人が借りてくれたのだ。

　彼女は、日がな１日、その二ふた間ま続きの部屋を掃除している。

　別に掃除が趣味という訳ではないし、ましてや部屋が散らかっていたり汚れている訳ではないが、他にやることもないのだ。ＴＶもＷｅｂもないこの世界では、暇をつぶすのがとても難しい。

　それにセララは〈家か政せい婦ふ〉だった。このサブ職業は、ゾーン内の清掃や小物の管理、さまざまな消耗品や備品の管理、メンテナンスに必要な特技を与えてくれる。

（……どーしてこんなマイナーで役に立たないサブ職業を取得しちゃったのかなぁ）

　セララは何度目になるかわからないため息をつきながらも掃除の手を休めない。

〈エルダー・テイル〉において、メイン職業はキャラクター作成時に選択するために交換不可能だが、サブ職業は、サブ職業の経験値が一旦ゼロに戻るというデメリットさえ覚悟さえすれば、比較的簡単に変更できる。

　セララのメイン職業は〈森ド呪ル遣イいド〉で回復職のひとつだ。

　セララ自身は、この複雑で奥が深いといわれるゲームで、商人のまねごとができたらいいな、と思ってゲームを開始した。

　商人プレイを楽しむプレイヤーは数多い。他のプレイヤーと交流したりお金を貯めるのには独特の楽しみがあり、それはそれで〈エルダー・テイル〉のひとつのプレイスタイルなのだ。

　もっとも、商人プレイをするのであれば〈交易商人〉や〈会かい計けい士し〉をサブ職業にするのが定番である。これらのサブ職業は商取引に関するボーナスを与えたり、ノンプレイヤーキャラクターとの取引において若干の値引きを可能にするスキルが揃っているからだ。

　また、生産系のサブ職業というのも堅実な選択肢だろう。さまざまなアイテムを作成しての商売人プレイというのは、〈エルダー・テイル〉においてメジャーなスタイルのひとつだった。

　しかしセララがゲームを開始したときに見ていた入門サイトによれば、〈交易商人〉や〈会計士〉は一定の能力値が必要であり、かつクエストをこなさないと取得できないとのことだった。また生産系のサブ職業は、素材を入手するために一定の資産がないと上手に育てられないとの情報もあったのだ。

　それならば、メインである〈森ド呪ル遣イいド〉のレベルをあげると同時にある程度お金を貯め、余裕ができてからサブ職業を再選択すればよい。どうせ品物を仕入れるにせよ、どこかで購入するにせよ、財産とメイン職業のレベルはあって邪魔になる訳ではないし……と考えて、とりあえずサブ職業の隙間を埋めるために、１番簡単そうなものを選択した結果が〈家政婦〉なのである。

　つまり、セララが〈家政婦〉なのは、消去法的結果であって、たまたまに近い偶然だった。




（ううう～。こんなことなら、当分あげられなくても生産職つけておけば良かったぁ。〈細工師〉とか〈裁縫師〉とかなぁ）

　セララはぐるぐると考えながら、テーブルをから拭きする。

　断熱材で造られた簡易住居の内部はカントリー風だ。

　正確にいうならば「風」ではなく、れっきとした木造であり、美しい木目のフローリング床に、木材はめ込みの天井、丸木作りのような壁を持っている。

〈エッゾ帝国〉は天然資源の宝庫で、日本サーバー管理区域内では有数の鉄鉱山や林業資源を持っている設定だ。

　フローリングの床も、深い飴色の木製テーブルも〈エッゾ帝国〉の特産ともいえる品で、丁寧に磨けばそれだけでつやつやと美しい輝きを放つ。

　ログハウス風簡易住居の中を、おさげ髪にした地味な女性……つまりセララが細々と動きまわる。動きやすいネルのシャツに、デニムのパンツ。ひとつにまとめた髪。化粧っ気のない顔は、絶世の美女という訳ではないが、清潔感があってぱっと見には若奥様風だ。

（で、暇すぎてついついレベルあげしちゃうのよねぇ……）

　セララはため息をついてメニューを開く。本日になってから〈家政婦〉の経験値がまた入ってしまった。サブ職業のレベルと経験値はメイン職業とは完全に独立して存在し、こちらの方がずいぶんとシンプルな構造となっている。経験値が10貯まるごとに１レベル上昇。レベル上限はおそらく90か、１００。

〈家政婦〉レベルは昨日は42だったのに、今日はもう44である。最近では毎日のように３レベルずつ上がるペースであり、驚異的だ。このままではススキノに潜伏している間に〈家政婦〉をコンプリートしてしまいかねない。

（引きこもり生活で技能カンストは勘弁して欲しいなぁ～。それはいくらなんでも切ないよぉ）

　日がな１日、掃除だの洗濯だの家の用事だのをやっていれば、それはレベルも上がるだろう。しかしこれでは家政婦ではなくて、主婦ではないのか？　とセララ自身思わないでもない。年頃の少女としてはそれはそれで悪い響きの言葉ではないのだが、照れくささが先に立つ。

（なんちゃってっ！　なんちゃってっ！　猫の旦那様迎えて家を整える乙女だったりしちゃって。こんちきしょーぅ）

　照れくさくなってせっせと食器磨きをはじめるセララ。

　時間つぶしの方法としては他人に迷惑も掛けないし、客観的に見れば平和な光景ではある。




「セララさん、かえりましたにゃ」

　ドアを開けてひとりの奇妙な男が帰ってくる。

　このゾーンは独立していて月つき極ぎめで借りているために、登録者以外は侵入できない。入ってきたのはひとりの〈猫人族〉だった。

　ほっそりした身体を、緑のコーデュロイジャケットに包んだ姿は絵本に出てくる中世の銃士のよう。手足が長く細いために、余計にすらりとした印象を与える。ころんと丸い頭部には、三角形の耳が付いている。まるで、童話から抜け出たような、茶目っ気ある猫の頭部なのだ。横に張り出した髭ひげが凜々しくも可愛らしい。

　彼の名前はにゃん太。

〈エルダー・テイル〉でプレイヤーが選べる８種類の種族のうち、猫の特徴を備えた亜人種〈猫人族〉だ。

「おかえりなさい、にゃん太さん」

　セララはぴょこんと頭を下げる。

「街は、どうでした？」

　にゃん太はちょっと首をかしげて曖あい昧まいに笑う。いつでも細められて糸のようになった瞳は安心感を与えてくれるけれど、細かい表情はセララには判りづらい。

「相変わらずですにゃ。良くもなく、悪くもなく」

　その言葉にセララの表情が曇る。にゃん太は「悪くもなく」といってくれるが、良くなっていないのならば悪いままなのだろう。

　ススキノの治安は悪化の一途を辿っている。人口が少ないために自浄作用が機能していないのだ。現在のススキノの街は、弱肉強食の地である。

　その原因の大きな部分は、〈ブリガンティア〉と呼ばれるひとつのギルドだ。〈エルダー・テイル〉がゲームであった頃から評判の良くなかったこのギルドは、アキバの街やミナミから放逐された悪評の高いプレイヤーが寄り集まって作った所帯だった。

　利益優先でかなり強引なプレイを行なっていたこの集団は、〈大災害〉以降、あっという間にほとんど本物の野盗集団と化してしまったのだ。

　ＰＫなどは日常茶さ飯はん事じで、場合によってはＰＫで得られる半分のアイテムだけでは飽きたらず、脅迫や粘着行為によって他のプレイヤーから多くの金品を巻き上げるに至っている。

　彼らの悪行は、プレイヤーばかりかノンプレイヤーキャラクターにも及んだ。

　一般にノンプレイヤーキャラクターはさまざまな意味で、プレイヤーからその種の行為を受ける理由がない。たとえば戦闘行為禁止区域を守るための衛兵は戦闘能力もレベルも高く、通常のプレイヤーから攻撃を受けても簡単に撃退してしまう。

　また、フィールドゾーンにいるノンプレイヤーキャラクター、旅商人や郊外の農民、冒険のヒントをくれる住民などは、戦闘能力も低く自衛能力を持たないが、逆にプレイヤーのような財産を持たない。

　また、中にはクエストのヒントをくれる存在もいるために、普通のプレイヤーであれば、ノンプレイヤーキャラクターを攻撃しようとは、思わないはずだったのだ。

　しかし、彼らはそういったことを意に介さず、しかもノンプレイヤーキャラクターの財産の少なささえも無意味化するような行為──それ自体を商品化する、すなわち「奴隷商」をはじめたのだ。

〈エルダー・テイル〉においても、プレイヤーはノンプレイヤーキャラクターを雇用することができた。それにはさまざまな目的があるが、１番一般的な目的は、住居の管理だ。住居を購入できる〈エルダー・テイル〉において、自分の住居を清掃管理する人材は一定の需要があった。

　賃貸にせよ所有にせよ、自分が住んでいるゾーンは定期的に清掃を行なわないと、維持費が上昇してしまうのである。

　またある種の特殊技能を持つノンプレイヤーキャラクターは戦闘にこそ連れてはいけないが、ギルド活動などにおいては有用な場合もある。こうしてノンプレイヤーキャラクターを雇用するというのは、けっして珍しい話ではなかった。

　セララの持っているサブ職業〈家政婦〉がマイナーである理由のひとつは、ノンプレイヤーキャラクターによって代替えできる仕事だというものだ。

　たとえば〈メイド〉のノンプレイヤーキャラクターを雇えば、月に金貨８００枚ほどで、小規模の屋敷までならいつでも綺麗に整えておいてもらえる。〈家政婦〉のレベルをあげようとするプレイヤーが減るのも納得というものである。

　当然ながら〈エルダー・テイル〉はどこまで行ってもよくできたオンラインＲＰＧにすぎない。〈メイド〉や〈採さい取しゆ人にん〉、〈助じよ手しゆ〉などの少数で例外的なノンプレイヤーキャラクターは特殊な能力でプレイヤーを助けてくれるが、それ以外のごく一般的なノンプレイヤーキャラクターを雇用することは不可能だ。

　姿形こそプレイヤーと同じモデルを使用しているが、コミュニケーション能力はちょっとしたＡ１でしかなく、設定されたキーワードの情報をくれるか、選択式の会話ができる程度でしかない。つまり「襲うほどの価値はない」はずだった。

　しかし〈大災害〉がさまざまな常識を打ち壊してしまった。

　ゲームは現実となり、日常は悪夢となったのだ。

〈大災害〉以降、大きな変化を遂げた点は星の数こそあるが、ノンプレイヤーキャラクターの変化は目を瞠みはるほどだった。今や彼らは、この世界において血けつ肉にくを備えた実在の存在だ。

　会話能力も行動能力もプレイヤーとほぼ遜そん色しよくはない。

　もちろん設定されていない限り、戦闘能力や専門的な能力はプレイヤーに大きく劣るが、メニュー画面で確認しない限り、会話しているだけでは相手がプレイヤーなのかノンプレイヤーキャラクターなのかわからないこともしばしばだった。

　ノンプレイヤーキャラクターの数が爆発的に増えたという点も見逃すことはできない。

　ノンプレイヤーキャラクターが限りなく人間に近づいたこと。そして数が増えたこと。この２点が、〈ブリガンティア〉のような悪あく辣らつなギルドの目の前に熟れた果実のようにぶら下げられたとき、「娯楽としての人身売買」なるものがこの世に生まれてしまったのだ。

　もちろん、２０００人しか人口のいないこのススキノにおいて巨大な市場があるはずもない。それは経済活動の戯画化された醜い似姿であり、利潤を求めての行動ではなかった。

　ノンプレイヤーキャラクター狩り──質たちの悪いことにそれさえも暇つぶしなのだ。

　そしてあらゆる愚行と同じくそれはエスカレートして、ノンプレイヤーキャラクターを対象としていた虐待や搾取は、現実の女性プレイヤーであるセララにも向けられた。

　そのことを思い出すと、セララは血の気が引いていくのがわかる。目の前に薄暗くなるヴェールが降りていき、はっきりと体温が低下してゆくのだ。

　目の前の男性、にゃん太が助けてくれなかったら酷い目にあっていたと思う。

「まぁ、まぁ、セララさん。そう考え込まずに。そんにゃに思い詰めていたらあっという間に老け込んでしまいますにゃ」

　にゃん太はそういうと、セララの目の前で手のひらをひらひらと振る。

「そういうときは深く考えずに、果物でも食べるとよいのですにゃー。……はいどうぞ」

　小さく頷いたセララに林檎を渡してくれる。

　赤いその果実からは甘やかな香りが漂ってきて、セララはほっとする。

「今日もおうちは綺麗ですにゃ。セララさんはきっとよいお嫁さんになりますにゃ～」

「そんなことはないですっ。はい」

　ダイニングキッチンのテーブルから椅子をひき、そこに座ったにゃん太はのんびりとそんな感想を漏らす。その言葉に、セララは下がりきっていた体温が上昇するのを感じる。

　にゃん太本人は自分のことを「年寄り」だという。

　たしかに声の感じからして、セララより遙かに年上だろう。高校２年の自分より、２倍以上であってもおかしくないとセララは思っている。

　だからといって、本人がいうような「年配」という感じはまったくしない。１度そう本人にいったら「それはゲーム世界のグラフィックのせいですにゃ」と返されたが、セララはまったくそう思わない。

（にゃん太さんは、きっと、あれだ……。美中年だ。スマートだし、格好よいし、大人だしっ。爽やかだしっ）

　いくらゲームだ、グラフィックが美形だ、などといったところで、一緒にプレイすれば外見なんて、たいしたことではないとセララは思う。ましてや、〈大災害〉が起きてしまったこの世界だ。こんな風に（非常事態だからだが）一緒に暮らしているにゃん太のことは、本当によくわかるのだ。

　にゃん太は頼りがいのある大人の男性という感じだ。まったく荒ぶったところがないのに、一緒にいれば守って貰えるという不思議な安心感がある。銀色のふさふさした三角の耳も、高級な猫のようでとても素敵だし、細い身体も格好よい。

（にゃん太さんはとてもスマートだから、一緒にいるとあたしは太めに見えちゃうのよねぇ。そこだけが困る。……ちょっとぷよちゃんだからなぁ、あたし……）

　客観的に見れば、女性らしい体形というだけのセララだが、にゃん太を見るとそんないじけた気持ちにもなってしまうようだ。

　にゃん太の方はといえば、身体のパーツのあちこちが、本当はそれなりに筋肉が付いているにせよ、印象でいえば鉛筆で構成されたようなイメージである。

「お迎えのほうはどうですにゃ？」

　にゃん太は買ってきた荷物をダイニングテーブルの上で整理しながら尋ねてくる。セララの所属ギルド、〈三日月同盟〉から依頼を受けた３人の救助部隊が、アキバの街からこのススキノに向かってきているというのは、セララもにゃん太も知る、最近の共通の話題である。

　その速度はすばらしくにゃん太も感心していたほどだ。彼らと直接連絡は取れないが、〈三日月同盟〉のギルドマスター、マリエールから届く毎日数回の連絡で、セララはおおよその位置を摑んでいる。

「はい、もう少しです。明日の昼前には到着だろうっていってました」

　セララは報告する。

　救出部隊が到着すれば自分はアキバの街に帰る。いつまでもこんなススキノの街にいる訳にはいかない。

　しかしにゃん太はどうするのか？　それを聞くことを、セララはまだできないでいた。

　善意で助けてくれただけのにゃん太にどこまで望んでよいかセララにはわからない。本当はとっくに返しきれないほどの恩を受けているような気もするのだが、それをいう度に「若人を助けるのが年長者の義務であり喜びなのですにゃ」と笑っていなされてしまう。

（そういってくれるのはうれしいけど……。やっぱりそれって子どもあつかいなんだよねぇ……）

「ではもうちょっとの辛抱ですにゃ。こんな狭い家に閉じ込められて、セララさんもさぞや窮屈だと思いますが、もうちょっとがんばりましょう。大丈夫、ちゃあんと助かりますから」

　にゃん太の微笑みにセララはまたしても問いかけるチャンスを失ってしまった。
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　そしてまた昼と夜がすぎた。

　シロエたちは予定どおりススキノの街へ十数分というところで偵察用のキャンプを築いていた。

　ススキノの街は、フィールドゾーン〈エッゾの帝都〉に存在する、市街ゾーンだ。〈エッゾの帝都〉は旧世界の札幌に当たる地域なのだが、現在ではフィールドゾーンとして設定されている。

　多くのノンプレイヤーキャラクターが暮らす、農業地域を含む城塞都市としてのエリアだ。

　シロエは慎重を期して人目につかない倒壊した家屋を郊外に見つけると、そこに一旦落ち着いてススキノゾーンの出入り口をチェックする。

「今のところ、警戒すべきところはないな。主君」

「だけど、やっぱうろんな雰囲気だぜ。活気がねぇ」

　ふたりの言葉に頷いたシロエは、懐から取り出した紙に、簡単にススキノの地図を書いてゆく。

「ススキノの街は、メインストリートを中心にしてる。……こんな感じ。繁華街は東側を通っている。中心となる広場は、東側の、ここ。僕たちは……」矢印を書き込むシロエ。「──西側から侵入する」

「街の外で待ち合わせではまずいのか？」

「それは下策だな。ちみっこ」

「そうなのか？　エロ直なお継つぐ」

　相変わらずちみっこ、エロといい合うふたりを今回ばかりはなだめて、シロエが解説する。

「僕らの復活場所はアキバだ。最後に立ち寄った都市がアキバだからね。だから僕たちが全滅すると、死体は一定時間たったあとに、アキバの街へと運ばれてそこで復活する。──でも、救出対象のセララさんはそうじゃない。死んだ場合はこのススキノに戻ってくることになる。つまり、僕らが無事に合流を果たしたとしても、もし万が一全滅してしまった場合、僕らはアキバ、セララさんはススキノとはぐれて最初からやり直しになってしまう。それは避けたい」

「そうか。うん」

　素直に頷くアカツキ。直継はわかったかと自慢そうな表情だ。

「続いて、フォーメーションの確認。まず、アカツキ……は最初から〈隠行術スニーク〉と〈無音移動サイレントムーブ〉を使用。気配を消してついてきてくださ」

「敬語禁止」

「うー。わかった。──直継と僕、そして気配を消したアカツキは通常どおりゲートから街に侵入。合流地点の廃ビルを目指す。アカツキはどこか付近の隠れられる場所を見つけて、ビル全体を監視。トラブルがあったら僕に念話で連絡して」

　黒髪の少女は、真剣な表情でこくりと頷く。

「直継はビルの入り口付近に陣取る。できれば通りと内側の両方が見える場所がいい。その場所で外側と内側のトラブルに備えて待機。僕はそのままビルの中に入り、セララさんと合流。速やかに連れ出して直継のところまで戻る」

「おっけー。えーっと、なんだ。協力してくれる第三者ってのはどうするんだ？」

「まだ、はっきりとはしてはいないんだ。個人的には、とりあえずその人もろとも１回ススキノからは脱出しちゃおうと思う。アキバまで一緒に行くかどうかはともかくとして」

　シロエは考え込みながら言葉を続ける。

「低くない可能性として、ススキノの治安悪化の原因だっていうギルドに、セララさんはフレンド登録されていると思うんだ」

　フレンド登録は、その機能名称とは裏腹に、目の前にいるプレイヤーであれば相手の許可を得ることなく登録ができる。そして一旦登録すれば、相手がオンラインかどうか、そして同じゾーンにいるかどうかまでは判明する。

「もしそうだとすれば、今まで隠れていた部屋を抜け出した時点で、同じススキノの街にいることは知られる可能性がある。追っ手が掛かる可能性は低くない。そうなる前にススキノを離れた方がいいはずだ。ゾーンをふたつやみっつも離れれば、追跡はされない……と、思う」

　今セララがいるのは、ススキノ市中の隠れ家だ。隠れ家は、廃ビルの中で独立したゾーンだという。つまり、そのゾーンの中に隠れている限り、セララは問題の相手にフレンド登録されていても、同じゾーンにいるということはばれない。

　しかし、その隠れ家を出て、ススキノという同じゾーンに出てしまえば、そのことは知られると考えた方がよいだろう。そして、ススキノの市中を抜けなければ、アキバへ帰り着くことはできないのだ。

　この辺りは旅の間中シロエが考えてきた作戦で、スムーズに説明ができた。かなり念入りなフォーメーションを組んだのも念のためであって、トラブルが実際に起きる可能性は高くない、とシロエは思っている。

　しかし、それはススキノの問題プレイヤー組織とやらがどの程度執念深いか、悪辣なのかによる。モンスター相手の狩りと違って全滅したら街へ戻ってまたやればよい、という訳にはいかないのだ。

（──最悪のことなんていくらでも起こる。こういう思考が考えすぎだとか内向的だとかいわれる原因なんだろうけれど）

　取り越し苦労ならそれでなんの問題もないんだけどな。そう考えているシロエに、直継とアカツキは大きく頷く。

「早ければ１時間後にはススキノをさらばだな」

「主君の作戦を支持する」

　その他にも細かいコールサインや、非常時の待ち合わせなどを打ち合わせて、３人はススキノの街へと向かった。




　街のゲートは青い鋼で強化された城門のようなデザインだった。やたらと角張った鉄の留め金が八方につきだし、威圧的な外観だ。

〈エッゾ帝国〉はヒューマンの征服帝アル・ラーディルが開いた若い国家で、日本サーバーの管理区域内では武力に優れた好戦的な国家と設定されていた。そのため、街の至るところに武器が掲げられ、色とりどりの旗もどこか軍国調となっている。

（やっぱりアキバとは雰囲気が違うな。ゲーム時代にきたことはあるけれど、こうやってみると印象からして段違いだ……）

　ゲームのときには背景として気にならなかった、街の装飾や匂い、ディテールなどのひとつひとつがシロエには新鮮だった。それは直継も同じことらしく、ウールで作られた厚手のマントを巻き付けたまま、興味深そうに辺りを見回している。

　市街地へと向かう長い幹線道路。

　そこには多数のノンプレイヤーキャラクターが歩いていたが、その表情はどれも覇は気きがなく精気にも乏しい。見かけるプレイヤーも元気がなく、思い詰めたような表情の者も多い。

「やっぱ雰囲気わりぃな。住みたくねぇや」

「うん」

　周辺に聞かれないように声を潜めた直継に、シロエも同じように答える。同情する気持ちも十分にあるのだが、それ以上にシロエはやけにイライラしている自分を自覚する。

　その気持ちは旅の間から感じていたこともあるが、ここへきて急に抑えが利かなくなったようだ。イライラする。腹が立つ。不快感で体温が上がりそうだ。

　しかしなにか手を打って改善したい気持ちはあるのだが、今はその具体的な手段も実力もない。

　シロエは警戒しながら何度か背後を振り返ってみるが、アカツキの気配はまったくない上にどこにいるかもわからない。たぶんついてきてくれているはずだとは思うが、ここまで見事に気配がないと不安にもなる。

　そうこうしているうちに、「ラオケＢＯ」という壊れた看板をへばりつけたひとつの廃ビルが見えた。マリエールとの打ち合わせで確認した目印のあるビルだ。シロエは手を小さく振ってハンドサインを送ると、直継とそのビルに入ってゆく。

　あちこちにひびの入ったコンクリートは鉄骨で補強され、アキバの同じようなビルよりも状態はよい。少なくともコンクリートの強度は残っているように見える。

　直継はビルのエントランスを入るとすぐさま右に折れ、守衛室を確認。中で小さな音が聞こえるのをどこかで意識しながら、シロエは奥へと進み、階段を上って２階へと辿り着いた。

　マリエールに念話を入れ取り次いでもらうと「すぐにそこに向かう」という返事が得られた。ここまでのところ予定どおりで、シロエは少しだけ安心する。ススキノの街のゾーンに入ってから６分経過。順調だ。




「あ、あのっ」

　近づいてくる２組の足音に十分余裕を持って振り返ったシロエに、回復職特有の柔らかい曲線を持った革鎧の少女が声をかける。うしろで束ねたポニーテール。どこか申し訳なさそうな瞳が上目遣いに見つめてくる。ビクビクした態度と合わせて、それは、森から顔をつきだした小動物のような印象をシロエに与えた。

　シロエは、小さく微笑む。

「〈三日月同盟〉のセララですっ。今回はありがとうございます」

「にゃー」

「って、班長じゃないすかっ!!」

　ぴょこんと頭を下げた少女には申し訳ないけれど、シロエは思わず最大級の声でツッコミを入れてしまう。

「おやおや。誰かと思えばシロエちではないですかにゃ。道理で神速果断の救出行だと思ったのですにゃー」

　セララの背後を守るように立っていた長身の影。

　それは〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉で「班長」、「猫のご隠居」と呼ばれていた猫耳の〈盗剣士スワツシユバツクラー〉、にゃん太だったのだ。
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　にゃん太は〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉でもある種独特の空気を持ったプレイヤーだった。いつでも穏やかで、淡々とした雰囲気を感じさせる、柔らかな人柄を持っていた。

　日向ぼっこをしている猫のような雰囲気とでもいえばよいのだろうか。とかくお祭り好きの、一歩間違えると暴走ぎみのプレイヤーが多い〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉では貴重な常識人だった。

　にゃん太は、本人曰く「年寄り」であり、その言葉に偽りなく大人の落ち着きを持っていた。ボイス・チャットが導入されていた〈エルダー・テイル〉において、声から年齢を推し量るのはけっして不可能ではない。

　年寄りといい張るにゃん太の年齢は、声からして50ということはないように思えた。いって40代。渋い30代。そのような推測が妥当だろう。

　もちろんネットワークゲームは若い文化だ。

　30代のプレイヤーは珍しくはないが、40代となるとぐっと減る。本人はその辺りを意識して「年寄り」と名乗っていたのかもしれないが、シロエたち周囲の認識は違った。

　この場合「大人」というのは実際の年齢とは関係ない。

　にゃん太はその性格と人生経験を感じさせる言動から、周囲に大人だと認められていたのだ。

　かといって、それは子どもたちが大人に持つ「自分たちの遊びを邪魔しに来る空気の読めない輩やから」に対する嫌悪すべき称号としての「大人」ではなく、もっと別の「振り返るといつでも見守ってくれる相談者」としての「大人」であった。

　にゃん太は悩んでいる仲間や困っているメンバーの相談に乗るのを躊躇ためらわなかった。かといって過剰に手を貸す訳でもなかったが、その穏やかな声を聞いていると、どうにもならないと思い悩んでいた問題でさえ、なんだかがんばれるような気がすると、若い仲間からは尊敬を受けていたりもしたのだ。

　一部で「班長」や「ご隠居」というあだ名をつけられていたのも、みんなの好意ゆえだった。

〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉はギルドではなく、ただの集まりだ。

　そこにはギルド未所属者も多かったが、もちろんさまざまなギルドの所属者もいた。だが一般的に大規模で規律の取れたギルドは、加入者が部外者と深い交流を持つことを嫌う。

　それは別にゆえのない差別ではなく（もちろん差別である場合もあるのだが）、ギルド内部の人的資源の流出を恐れてのことである。たとえば、ギルドの上級プレイヤーが、ギルド外の新人や他のギルドの若手を指導しているくらいならば、同じギルドの若手を指導して欲しいと思うのは当然だろう。本来ギルドは自分に足りない部分を補い合うための互助組織でもあるのだから。

　そういった観点から、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉に参加するようなギルド加入者は、中小ギルドのメンバーが多かったのは必然だといえる。

　にゃん太はギルド〈猫まんま〉に所属していた。

　とはいっても、シロエはにゃん太以外の〈猫まんま〉メンバーというものを見たことがない。中小というのも愚かな零細ギルドだったはずだ。

　そのことをシロエが尋ねたとき、にゃん太は「気に入った縁側だけど家は老朽化。そんな感じだにゃー」と笑っていた。

　そんなにゃん太だが、では〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉のご意見番というか、実力者であったかというと、そうでもない。むしろにゃん太は全体の方向性に自分が影響を与えるのを恐れていたようにシロエは感じていた。

　にゃん太もまた、物静かな態度と楽しみ方ではあったけれど、〈放蕩者の茶会デボーチエリ・テイーパーテイー〉に起きるたくさんのお祭りが好きだったのではないだろうか？　彼のいうところの「若者」に混じって、それを楽しみたかったのではないか？　……シロエはそんな風に思っていた。

「あっ。えっと、すみません。セララさん。僕はシロエといいます。こっちのご隠居と知り合いです」

「そうそう、セララさん。この子はシロエちといって、とっても賢くてよい子だにゃぁ。見所のある若者なんだにゃぁ。彼がきてくれたならば今回の作戦は成功間違いなしなんだにゃー」

「とってつけたような猫語尾は健在ですね班長」

　シロエは意地悪な笑みを浮かべる。

　にゃん太のこの語尾をからかうのは、〈茶会テイーパーテイー〉時代からの彼の楽しみなのだ。

「なにをいってるのかにゃ？　シロエち。これは我々猫人間の公式語尾だにゃ。にゃんとわんだふるな言語なんだろうにゃぁ」

「『にゃん』だか『わん』だかはっきりしてくださいよ」

　陽気に交わされるにゃん太とシロエの応酬に、セララは目を白黒させている。それでもなんとか気を取り直したように「ふたりはお知り合いなんですか？」と尋ねることに成功した。

「わりと知り合いだにゃぁ。昔はシロエちに蚤のみ取とりをお願いしてたにゃ」

「そんなことをした覚えはありません」

　セララは目を白黒させながらふたりの言葉に黙って頷くことしかできない。

「シロエちがきたということは……あとのふたりは？」

「ひとりは直継。もうひとりはアカツキという娘です。〈暗殺者アサシン〉で90。連携訓練は約10日で１６０単位。腕はよいです」

「直継っちもきてるですかにゃ。それに新しい仲間ですかにゃ？　……よいことですにゃ。シロエちも、そういう時期ですにゃ」

　いつも微笑んだように眼を細めているにゃん太は、わずかにその笑みを深めてシロエを見る。

「にゃん太班長……〈猫まんま〉は？」

「風雪に耐えかねて母おも屋やが倒壊したにゃ。我が輩も、このススキノの地を離れてアキバへと赴おもむけという思おぼし召めしかもしれないにゃぁ」

「それは……。あ、まって」

　寂しさよりも透明さを漂わせるにゃん太の言葉。その意味を問い直そうとしたシロエの耳元で、鈴の音に似た柔らかい音がする。

『ビルに接近する集団あり。柄はかなり悪い。おそらく〈武モ闘ン家ク〉を筆頭に武器職３、回復職２。パーティー編成をしているものと思われる。街路を広く半包囲しながら接近中、接触まで最短２分』

　簡潔で要点を得たアカツキの念話に、シロエの頭は先ほど描いたススキノの市街図を想起する。

「こっちに向かってくる集団を発見しました。〈武モ闘ン家ク〉を筆頭にした６人パーティー。心当たりは？」

「それはっ」

「おそらく〈ブリガンティア〉のリーダー、デミクァスだにゃ。90レベルの〈武モ闘ン家ク〉で仲間も同じようなレベルにゃ。……今回の事件の首謀者。つまり敵だにゃ」

　にゃん太ははっきりと「敵」という言葉を使った。

　ゲームでは他のプレイヤーに対して使ったことのない言葉を、躊躇いなくいい切ったにゃん太に、シロエの覚悟も決まる。

「このビルに裏口は？　必要があれば突破します」
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「こっちだにゃ」

「大丈夫ですか？　セララさん？」

「もちろんですっ」

　セララは先頭を走るにゃん太に必死について行く。自分の少し後方には救助にきてくれたシロエという青年。

（にゃん太さんと知り合いなんだ。……ちょっと気むずかしそうだけど賢そうな人だなぁ）

　シロエの鋭い目つきにセララはそう思う。

　ちらっとうしろを振り返ると、そのシロエは、周囲に視線を動かしながら、小声で喋り続けている。念話だろう。足下に乱れがないその動きは、訓練をうかがわせる。

〈ブリガンティア〉は、かねてから怪しいと思っていた簡易住宅の多い地区をしらみつぶしに探しているようだ。

　隠れ家からススキノの街へとゾーン移動してきたことをフレンド・リストから察知されたらしい。

　セララはそう考える。

　だとすれば、見つかってしまうのは時間の問題だ。ススキノの街の構造は単純で、ほとんどの街路は直角に交差する碁盤の目状の構造を持っている。いくら裏道に逃れても、相手の人数が多ければどこかで捕捉されてしまうだろう。

　にゃん太とシロエはそれも把握した上で、突破を選んだ。

　アキバの街へと戻るならばどこかで必要になる賭けだという。

　シロエはおそらく存在の露見していない直継とアカツキに念話機能で連絡を取っていたのだろう。そのまま急いで、しかしあせりもせずに西側の大通りへと向かって歩を進めていく。

　果たして予想は正しく、ゲートにも〈ブリガンティア〉のメンバーはたむろしているようだった。

「ススキノの街は戦闘行為禁止区域ですにゃ。あいつら何を考えているんだか……」

「１回は見過ごすつもりでしょう」

　シロエは口では「１回見逃す」といったが、それはあくまで「１回」にすぎない。おそらく本格的な攻勢は戦闘行為禁止区域を脱出したあと。そういう作戦を〈ブリガンティア〉は立てているし、シロエやにゃん太にだってそれはわかっているはずだとセララは思う。

「そういうことですかにゃー」

　セララに気を遣ったのか、にゃん太もシロエの言葉の足りない感想に特に問い返しはしなかった。

　だがその穏やかさは普段のそれとはまったく別のなにかのようだった。それがなにかはわからないが、セララは我知らずぞくりとする。

「どうすればいいでしょう……。わたし」

　セララは声を震えさせる。１度、デミクァスに手首を摑まれたことがある。そのグロテスクなまでに筋肉のついた腕と、気持ちの悪い笑い方を思い出しただけで、心が萎なえていくのを感じる。

「……そうですね」

　シロエは遠くを見るような瞳をした。その横顔から音もなく表情が抜け出て行く。まるで温度が下がるように怜れい悧りさを増したシロエが、セララにはちょっとだけ怖く感じられる。

「脱出させてくれるのですから、ここは脱出してしまいましょう。街から出られるなら好都合です」

「……え？」

　シロエの言葉に、セララは目を丸くする。

　１度街を出てしまえば、そこは戦闘行為禁止区域ではない。

　捕捉されてしまえば、おそらく戦闘は避けられないだろう。〈ブリガンティア〉の人数からいえば、街から出入りする大通りすべてに見張りを置く余裕はある。




　そうなれば、にゃん太とシロエと自分は、容易たやすく殺されてしまう。

　それがセララの予想だった。

　にゃん太とシロエがいかに手て練だれであれ、シロエと一緒にきたという援軍が高レベルであれ、合わせて５人でしかない。しかも、30レベルにもなっていない自分を含めてだ。

　ＰＫを仕掛けられれば、とても太刀打ちできないとセララは思う。それが当たり前だ。人数が違いすぎる。

「逃げ切るにしろ、隙を作る必要があります。

　近距離から追跡を受ければススキノの街を出たあともどこまでも追われることになるでしょう。セララさんに協力者がついているのは向こうも把握しているはずです。そうでなければ食糧補給ができるはずがないですから。そして、その協力者が少人数だというのも把握していると推測されます。──以上から〈ブリガンティア〉の作戦は戦闘行為禁止区域から多少離れたところでの包囲ＰＫ戦闘。優先目標は、協力者。その上でセララさんの意志をくじいて、支配下に置く。この路線でほぼ確定したと思われます」

　シロエの言葉はどこまでも分析的で、セララには他人事めいて聞こえた。

「わたしたち、やられちゃうんですよ!?　それをそんなにっ」

「まぁまぁ。セララさん。そう心を波立ててはいけないですにゃ。シロエちがそうだというなら、そうなのですにゃ。そしてシロエちがここにいるから、大丈夫なのですにゃ」

　セララの緊張や恐怖とは無縁に、にゃん太はどこかのんびりいい放つ。シロエは〈ブリガンティア〉のメンバーや戦力に関する情報をにゃん太から聞き取っているが、セララから見れば状況はかなり追い詰められている。ふたりの余裕がセララには理解できなかった。

「班長」

「にゃんですかな？」

「そのリーダーは１対１なら」

「愚問ですにゃー」

　シロエの質問に、にゃん太はこくりと頷く。そのにゃん太にセララはびっくりしてしまう。ベテランプレイヤーだとは聞いていたけれど、ＰＫとの戦闘はモンスターとの戦闘とは違う。〈エルダー・テイル〉がネットゲームであったときからそうだったのだ。

　数少ない攻撃技を繰り返す「本能」に支配されたモンスターと違い、プレイヤーはなにをしてくるかわからない。戦いの緊張感は数倍どころではなく、どんな腕利きでもミスをする──少なくとも、セララはヘンリエッタなどからそう聞いている。

　そのＰＫ戦をこんなにあっさり決意できる腕を持ったプレイヤーを、セララは見たことがなかった。

「では作戦はそれで行きましょう。まずはゾーンから３人で出る。〈ブリガンティア〉は街に逃げ込めないような多少距離があるところでＰＫ戦を仕掛けてくる。敵ボスを倒したらその隙をついて脱出する」

（そんな冗談みたいなっ！）

　セララは青ざめる。

　それでは作戦ですらなく、ほとんど行き当たりばったりではないか。ある意味自殺行為のように思える。それを咎とがめようと声を出そうとするが、上手く言葉にもなってくれない。

「ばっちりですにゃー。相変わらずですにゃ、シロエち」

　しかも、信じられないことに、にゃん太がそんな相づちをうったのだ。びっくりして振り返るセララに、にゃん太は細い目を右目だけ見開いて応える。

「久々に食い散らかしますから、セララさんもよく見ているですにゃ～。大丈夫、セララさんには手出しをさせないですからにゃ」

　セララはその様子を見て、にゃん太が自分のために戦ってくれるのならば、どんな恐怖にでも耐えようと誓うのだった。




　　▼５




　そして今。

　事態はシロエたちの予想どおりに進んでいた。

〈ブリガンティア〉の下卑た視線に耐えながらくぐり抜けたゲート。セララたち３人がとおり抜けるのを、まるで遠巻きにするように、10人近くのならず者がぞろぞろとついてくる。

　街から離れたところで攻撃を仕掛けてくるつもりなのだろう。殺気などと無縁の生活をしてきたセララにさえ、その害意とも悪意ともつかぬようなうねりが感じられるらしい。肩の震えがそれを表している。

（信用して欲しいっていうのも無茶だよね）

　セララの懸念も先刻承知のシロエはそう思う。確かにセララの予想は、ある程度は正しい。

〈ブリガンティア〉の戦力は大きいのだ。こちらの勝利を信じられないのも無理はない。

　１歩１歩歩く度に周囲の緊張感が高まる。

　背後でススキノの街へと続くゲートは遠ざかって行き、〈ブリガンティア〉の輪はじわじわと狭まってくる。

「ここらでよいでしょう」

　シロエは呟くと、大声を張り上げる。

「〈ブリガンティア〉のデミクァスさんってのはどなたですかっ～？」

　その言葉に周囲のプレイヤーたちがざわめく。まさかそこまで明白に挑戦してくるとは思わなかったのだ。

「やあやあ。シロエち。そんな大声を出してものを尋ねるのは失礼なのにゃー。我が輩が知っているにゃ、あそこにいる大男にゃ。──おーい、デミクァス～」

　にゃん太の声に引かれるように出てきた逞たくましい男こそ、〈ブリガンティア〉のリーダー、デミクァスだった。

　逞しい筋肉のついた身体をぴったりとした胴着のような軽装の防具が覆っている。両手に装備しているのは、虎の爪を模した格闘武器。

　本来同じポリゴンモデルから作ったのだろうから、この男も十分にハンサムになるはずだったろうに、その卑しい表情が内面を表している。

「セララの周りを飛び回っていたのはお前たちふたりっていう訳か」

「我が輩だけなのにゃ。それからひとりじゃなく、１匹なのにゃん」にゃん太はあくまでマイペースで指摘する。

　台詞の内容とは裏腹に、声だけは大人の落ち着いた、渋い美声なのだからやる気がそがれることおびただしい。

　しかし続く言葉は辛しん辣らつだった。

「……若者の無軌道は世の常。その青春の熱を許容するのが大人の器量とはいえ、そこには自おのずと限度というものがあるのにゃ」

「なにをいってるんだ、半獣がっ」

「これからいうのにゃ。よーく聞くにゃ。──デミクァス。お前の所行はやりすぎにゃ。どうせＰＫで襲いかかってくるつもりなんだろうから、手間を省いてやるにゃ。若造の高く伸びた鼻をへし折るのも大人の務め、胸を貸してやるから１対１で掛かってくるにゃ」

（班長にしてはずいぶん挑発的だけど、相手のやったことは完全に犯罪レベルだ。無理もない、か）

　シロエはそう思いながらも、脳裏のメニューで周囲の敵戦力を確認する。

「はっ！　なにをいってやがる。なんで俺たちがお前たちの流儀に付き合わなきゃならねぇんだ。こっちは10人からの仲間がいるんだぜ？」

「お話中すみません。デミクァスさん。あなたじゃなくてもこちらはかまわないです。むしろ、その……灰色のローブの。それって『火ひ蜥蜴とかげの洞どう窟くつ』の秘法級アイテムですよね？　あなたの方が強そうです。〈武モ闘ン家ク〉じゃなくあなたと戦った方がどっちも納得できる。にゃん太班長、あの魔法使いとやり合おうよ」

「俺が〝灰はい鋼はがねの〟ロンダーグだと知っていっているのかっ」

「それもそうだにゃ……。白黒つけてはっきりさせるにゃ」

　打ち合わせとはまったく違う展開にセララが驚愕する中、シロエはデミクァスの脇に控えていた魔術師系の男にターゲットを変える。にゃん太までもがそれに合わせた発言をしたために、〈ブリガンティア〉のメンバーには戸惑ったざわめきが広がっていった。

　あるものは魔術師ロンダーグを見、他のあるものはデミクァスを窺うかがうといった具合に、微妙な温度差がシロエたちにもはっきりと見て取れた。

（やっぱり一枚岩じゃない訳だ。こんな急造ギルドじゃ仕方ないけれど。あのロンダーグとかいう男がナンバー２でデミクァスの知恵袋ってヤツだな。どれくらいギルドメンバーを掌握しているのか、見せてもらうことになりそうだよ。デミクァス）

　シロエは気持ちが静まりかえって、底の方でめらめらと揺れるのを感じる。

　確かにシロエは他人と関わるのが苦手だ。騒がしいバカにつきまとわれるのは嫌いだといってよい。だからといって、それが「できない」訳ではない。

　平和主義だしプレイヤーと戦うなんてしたくはない。

　でも「やれない」訳ではない。

　むしろ逆だ。

　この状況下になればシロエとて自覚する。

　シロエの心の中には黒々とした夜の海のような感情が広がっている。それは苛立ちをベースにした破壊的な衝動だ。

「食い散らかす」

　にゃん太はそういった。いつもの穏やかな日だまりの笑顔が崩れ、にやりと笑った口元には猫族の牙が見えた。

　それと同じ牙をシロエでさえ心の中に秘めている。

　剣にて人を傷つけるものは自らも剣にて失う覚悟をすべきだと、シロエの無意識は確信している。容赦は、ない。

「〝灰鋼の〟ロンダーグさんでしたか。ふたつ名持ちですね。そっちのデミクァスさんよりも、僕らもその方が納得できる。……こっちはこのにゃん太班長。〈盗剣士スワツシユバツクラー〉が相手です。勝負と行きましょう。逃げるつもりはありませんから」

「さっさとやるにゃ。その装備ならお前も一流の術者にゃ？　戦闘で白黒つけるのが、お前たちのやり方にゃんだろう？　我が輩のレイピアが怖くて一斉攻撃にこだわるデミクァスは放置するにゃ」

　最後の一押しになったのは、にゃん太のデミクァスに対する侮蔑発言だった。その言葉に逆上したデミクァスは怒りと緊張と嘲りを含んだ表情でにゃん太の目の前まで進み出でる。

「いいだろう、俺がやろうじゃないか。お前みたいなふざけた野郎は、俺の拳で引導を渡してやっ──るっ！」

　１対１を承諾するように見せかけたデミクァスの力任せの拳が、にゃん太に不意打ちで襲いかかる。にゃん太はその拳を鼻先に見つめながら回避するとそのまま数メートルも飛とび退のいた。腰に差していた２本のレイピアを構えて、なおからかうような笑い声を上げる。

「わーお。すごいパンチだにゃ！」

「当たってないからノーダメージでしょ？　それより、援護をたのまなくてよいんですか？　デミなんとかさん」

　激しいパンチがふたつみっつと繰り出される中、シロエはさらに野次を飛ばす。デミクァスは一層怒りを強めたように「この猫親父をつぶしたら、お前もいたぶってやる！」と吠える。

「まぁまぁ。その前に我が輩が相手するにゃ。……ご婦人の前ゆえ、むごたらしいシーンは見せたくないにゃん。手加減して欲しかったら早めにいうにゃ？」

「ほざけっ!!」




　身軽に飛とび退すさるにゃん太との距離をまるで無視するような、デミクァスの一撃。

　砲丸投げのようなフォームから破壊力のある左のフックがふたつ、みっつと放たれる。その攻撃のあるものはレイピアでそらされるが、いくつかはにゃん太の身体に命中して鈍い音を立てる。

　そもそもＨＰでいえばデミクァスはにゃん太の５割増しほどもある。

　そしてその攻撃は、半分以上を回避したとしても、わずかに命中したごく少数の突きや蹴りで、にゃん太のＨＰを奪えるほどに重い。

「そらそらっ！」

　喜色を浮かべて接近するデミクァス。

　デミクァスの職業は〈武モ闘ン家ク〉。

　戦士系３職のうちのひとつで、その意味では〈守護戦士ガーデイアン〉、〈武士サムライ〉と同系統の職だ。戦士系は前線で敵を引きつけることに特化し、防御力を重視する。

　そこへ行くと、最大で革鎧までしか着用できない軽装備の〈武モ闘ン家ク〉は戦士の中でも異色の職業だといえるだろう。

〈エルダー・テイル〉において、魔法や剣技は〝特技〟として表現される。特技には固有の名称や効果の他に、消費ＭＰと、発動時間キヤスト・タイムと再使用規制リキヤスト時間・タイムという数値が設定されている。

　発動時間キヤスト・タイムは使用を決定してからその特技が発動するまでの時間。いわゆる「タメ」に相当する時間だ。再使用規制リキヤスト時間・タイムはその特技を１回使用したあと、再び使用できるまでに掛かる時間をしめす。再使用規制リキヤスト時間・タイム中は他の行動を取ることはできるが、たった今使った特技は使うことが出来ない。強力な技の多くは、連続発動が不可能なのだ。

　たとえば、〈武士サムライ〉は主な特技の再使用規制リキヤスト時間・タイムが長い職業である。つまり、１発の効果が大きい特技を狙い澄まして戦うスタイルなのだ。

　それに比較して〈武モ闘ン家ク〉は、使い勝手のよい主要な特技の再使用規制リキヤスト時間・タイムが短い。具体的には〈ライトニング・ストレート〉や〈ワイヴァーン・キック〉などが該当する。こういった基本性能の高い技を中心に、手数を多く出すことで〈武モ闘ン家ク〉は間断のない波状攻撃を得意としている。

　防御能力に関しても、確かに装甲という意味では３職の中でもっとも薄いが、身軽なために回避能力はもっとも高い。また〈守護騎士ガーデイアン〉には盾を用いた防御的な特技があるように、〈武モ闘ン家ク〉には回避的な防御特技がいくつもある。分身を残して敵の攻撃を回避する〈ファントム・ステップ〉や炎や氷の攻撃から身を守る〈ドラゴンスケイル・スタンス〉等がそれである。

〈武モ闘ン家ク〉の防御は装備ではなく、本人の身体能力や特技によって支えられているのだ。高級かつ希少な装備がなくとも一線級の戦闘能力を持てる〈武モ闘ン家ク〉は、戦士系の中でももっとも使い勝手がよいという評価も根強い。

「どうだぁ？　あん、防戦一方かっ!?」

　デミクァスの攻撃をなんとかいなし、２歩距離を取るにゃん太。

　しかしその数メートルの距離を、デミクァスは暗緑色のオーラを纏まとう飛び蹴りで一気に近接する。にゃん太はその蹴りも回避するが、デミクァスはそんなことは気にもしないで左右の連打につなげる。

　デミクァスの蹴り技は〈ワイヴァーン・キック〉。

　前方に突き出すような当り判定を持つこの蹴り技を、デミクァスは距離を詰める置き技のつもりで発動させているのだ。牽制兼接近用の移動用技と割り切って、常ににゃん太に密着して左右の高速連打をたたき込んでくるために、にゃん太は自分の距離を保てない。

（わりと上手いな。……にゃん太班長が距離をとらせてもらえないよ）

　シロエは密かに感心する。

　先ほどはギルド内部の矛盾を窺わせる不安定な空気だった〈ブリガンティア〉のメンバーにも安堵が広がる。このままリーダーが完全勝利を収めると予想した野盗たちの反応なのだろう。

　しかし、大振りのフックをかわしたにゃん太は、無防備になったデミクァスの脇腹に至近距離で軽く膝を入れると、その羽根のような一撃を足場に空中で体勢を入れ替える。

「にゃんっ。にゃんっ！」

　空気を切り裂くようなレイピアの一撃は、デミクァスの太ももの防具を切り裂き、アイスピックを打ち込んだような傷口を残す。

　にゃん太は手元で新しい防御の構えを作ると、デミクァスを冷徹に観察し、剣先をまるで燕つばめのように空中で遊ばせる。




　にゃん太の職業は〈盗剣士スワツシユバツクラー〉。近接攻撃系のひとつで、二刀流を用いる数少ない職だ。その本分は両手の武器を生かした目にも止まらぬ連撃と、回転を生かした広範囲攻撃。物理的攻撃力を重視する武器攻撃職において、一撃の威力は〈暗殺者アサシン〉に劣るが、攻撃の手数で総合的なダメージを稼ぎ出すスピードファイターといえる。

〈盗剣士スワツシユバツクラー〉は、武器の選択や使用する特技のなにを重点的に鍛えるかによって、同じ〈盗剣士スワツシユバツクラー〉であっても広いバリエーションを見せる職業だが、にゃん太のスタイルは「ツイン・レイピア」。両手にナイフを持つ「ツイン・ダガー」に続く攻撃速度を誇る、まさにスピードキングだ。

　さらに〈盗剣士スワツシユバツクラー〉を特徴付けるのは、さまざまな付帯効果付きの剣撃だ。「攻撃速度低下」、「回避性能低下」、「防御性能低下」など、あまりにも正確な〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の攻撃は、対象の長所を奪い、短所をより致命的な弱点として暴き出す。

「毛むくじゃらの太ももが見えてしまってるにゃ。お毛々がぼーぼーにゃん」

　からかうようなにゃん太の言葉にデミクァスの顔が赤黒く染まる。しかしにゃん太はその隙を逃がさない。武器で攻撃しているとは思えない、まるでタイプライターのような軽い響きを持って、にゃん太のレイピアは正確にデミクァスの四肢を穿うがってゆく。

　腕に残る４つの傷口は〈ヴァイパー・ストラッシュ〉。腕の腱を傷つけることによって数十秒、敵の攻撃の命中率を下げる攻撃。

　太ももに残る３つの傷口は〈ブラッディ・ピアッシング〉。脚に切りつけて敏びん捷しような動きを奪い相手の回避性能を低下させる攻撃。

　外科医さながらの観察力と計画を断固遂行する意志で、相手の戦闘能力をはぎ取りに掛かるにゃん太。そこには「ご隠居」などと呼ばれている穏やかな相談役の面影はない。

「くぁっ！　貴様、ひらひらとっ。正々堂々と打ち合えっ！」

「お前に正々堂々なんていわれると、言葉の方が汚れてしまいそうですにゃ」

　ＨＰでいえばデミクァスの方が優勢だ。にゃん太のそれは、もはや全体の30％ほどしか残っていない。デミクァスは戦士職だけあってにゃん太の２倍以上のＨＰを未だ保持している。




　しかし、今、戦いのイニシアチブを握っているのは、この戦場の誰から見ても、細く瘦せたひとりの〈盗剣スワツシユバツ士クラー〉だった。

　突き刺し、弾き、あるいは眩くらまし、空中に銀と火花のレース模様を描き、指先よりも細い鋼鉄の一筋が、デミクァスを阻む鉄壁の防御となりおおせている。

　デミクァスには戦闘開始時の速度も攻撃能力ももはやない。なにより刻一刻と続く四肢からの出血が、デミクァスのＨＰとＭＰを、血液と一緒に失わせているのだ。




　先ほどまではデミクァスの活躍に安心していた〈ブリガンティア〉のメンバーもにわかにざわめきはじめる。そこには自分たちのリーダーが負けるのではないかという恐怖と不安、そして隠しようがない好奇心と密かな愉悦の表情があった。

　おそらくデミクァスは組織の中でもずいぶん専横的に振る舞ってきたのだろう。そのデミクァスが衆人環視の中で負けることに対する野次馬的なたちの良くない喜びの感情が〈ブリガンティア〉の中にもあるのだ。

　シロエはそれを感じて、セララに合図を送る。

　自分の手のひらに爪が食い込むのも気が付かないほどの必死さでにゃん太の奮戦を見ていたセララは、肩先にふれたシロエの指にはっと意識を引き戻す。その耳に聞こえた聞き取れるかどうかのかすかな声は「合図をしたら全体に脈動回復呪文を」というものだった。

　もちろん勝利したにゃん太を回復させるのは回復職の端くれとして当たり前だが、合図をしたら、とはなぜなのか？　そしてなぜにゃん太にではなく、全体になのか？　そう自問するセララの瞳が大きく開かれる。

　なぜなのかとシロエに問いかけようとしたときだった。

　セララは信じられない叫びを聞いた。

「くそっ！　しゃらくさい。こんな決闘ごっこなんてやってられるかっ!!　ヒーラーっ！　俺の手足を回復しやがれっ、〈暗殺者アサシン〉部隊っ！　この猫野郎をぶち殺せッ!!」

　目前の剣士の技の冴えに耐えきれなくなったデミクァスが、〈ブリガンティア〉たちに一斉攻撃の号令をかけたのだ。




　　▼６




　その怒声は戦場に一瞬の間かん隙げきを生じさせた。

　ノンプレイヤーキャラクターに対する奴隷商売や恐喝、ＰＫ、そしてさらに悪辣なことをやってきた〈ブリガンティア〉たちだが、だからこそその命令には一瞬の躊ちゆう躇ちよが生まれる。

　そもそも〈ブリガンティア〉たちは無法者の集団なのだ。

　しかし、無法者というが、真実の無法では、集団は形作れない。完全な無秩序は、コミュニティの存続そのものを無効化してしまうからだ。無法者には無法者なりの秩序があり、その秩序とは、極論すれば力。暴力である。

〈ブリガンティア〉という無法者の集団は、力によって統治されていたのだ。そのリーダーであるデミクァスが、１対１の決闘において、自慢の攻撃力を封じ込まれ、回避力を削られて、普段バカにしていた「女子どもの武器」であるレイピアなどに切り刻まれている。

　そして切り刻まれている現実に対して、どこからどう見ても救援要請であるような怒鳴り声で、包囲殲せん滅めつを命令してきている。

　〝本当にこのリーダーの命令に従ってもよいのか？　こんなリーダーに従っていたら、自分たちもいずれは負け組になってしまうのではないか？〟──そんな思いがさしもの〈ブリガンティア〉たち、無法者でさえも躊躇させたのだ。

（これで躊躇って。不安になって。疑心暗鬼で固まってくれれば。僕らにとってはその方がラッキーだ）

　しかしその躊躇は一瞬だった。

　確かにリーダーの姿は無ぶ様ざまだが、暴力的無法者集団にも看板というものがある。いや、いっそ無法者集団であるからこそ看板が大事なのだ。〈ブリガンティア〉がススキノの街で、他のプレイヤーから搾取をしながらも好き勝手できているのは、〈ブリガンティア〉が無敵の暴力集団であるという評判の力が大きい。

　どのような手段を使ってでも恐怖を維持しないと、自分たちが狩られる側に廻ってしまう。

　普段狩っている側だからこそ感じる恐怖が、リーダーであるデミクァスを助けるというよりも、この場の目撃者である３人の口を塞ふさぐという方向に意思決定するまでに掛かった時間は３秒ほど。

　その決定さえ下されれば、無法者たちは、口々に雄お叫たけびを上げて、雪崩のようににゃん太を飲み込みにかかる。




　しかし、その３秒をシロエたちは誰一人として無駄には使わなかった。

　怒声を放ち駆け寄る８人の〈ブリガンティア〉の前に一陣の疾風となって直継が現れる。視界外から突然の参戦に、〈ブリガンティア〉たちは勢いを殺すどころか更なる悪意を持って殺到する。

「〈アンカー・ハウル〉っ!!」

　直継の叫び。それは範囲内の敵対存在すべてを自分に引きつける、前線の城塞〈守護戦士ガーデイアン〉の特技。８人の〈ブリガンティア〉は射すくめられたように直継の前で足止めされる。




「にゃん太さんっ!!　あれじゃぁっ!!」

「回復開始っ」

「は、はいっ！〈ハートビート・ヒーリング〉ッ!!」

　セララはシロエの叱しつ咤たに自らの持つ最大級の回復呪文詠唱を開始する。

「脈動回復」は〈森ド呪ル遣イいド〉が持つ特殊な固有回復特技。

　同じ回復職である〈神祇官カンナギ〉の持つ「ダメージ遮断」や〈施療神官クレリツク〉の持つ「反応起動回復」に相当する、〈森ド呪ル遣イいド〉に与えられた特殊回復呪文だ。

　脈動回復系呪文とは、簡単にいえば持続型のＨＰ回復を行なう呪文である。設置型の呪文でもあり、この回復が仕掛けられた仲間たちは、10秒から30秒の間、１秒ごとに一定量のＨＰが回復する。１秒当り１回ずつの回復量は通常の回復呪文に及ばないが、総量では遙かに凌駕し、ＭＰ効率もよい優秀な呪文だ。

　さらにいえば、高効率の回復呪文である以上に、この「脈動回復」には大きな利点がひとつ存在する。それは一度設置してしまえば、術者の手が空くということだ。その空いた時間を利用して術者は、攻撃、もしくは防御といったその他の行動を取る余裕が生まれる。

　しかし──。

「ダメですっ。耐えきれませんっ。私じゃレベルがっ」

　セララは悲痛な声を立てる。

〈エルダー・テイル〉において回復術者の能力は大きい。

　訓練された回復術者と前衛戦士の組み合わせは、同レベルの敵対的攻撃者４人から受けるダメージを支えきることができる。

　しかしセララのレベルは現在19。90レベルの直継の防御力は群を抜いているが、同じく相当に高レベルの物理攻撃職であろう〈ブリガンティア〉８人の攻撃を支えきることなど、初めから不可能事だった。

「うちの前なお衛つぐは無視して、今はにゃん太を中心に回復。落ち着いて、味方のＨＰを監視っ。できないことをしなくていいっ、できることを見つめてっ」

　パニックになりかけるセララにシロエは冷静な声をかける。

　予想外に強い言葉に、セララは背筋を叩かれたように力が戻るのを感じる。回復職のやれることは回復だと、シロエの声。




　その頃、直継から離れたもうひとつの前線では、にゃん太とデミクァスの戦いが佳境を迎えていた。後衛からの回復呪文をもらったのだろう。デミクァスの腕の傷は癒え、攻撃力を取り戻している。

　脚の傷は残っているものの、もはや回避は捨てて掛かっているのだろう。デミクァスの表情は大きな余裕を取り戻していた。

　そもそもデミクァスは戦士職のひとつ〈武モ闘ン家ク〉だ。武器攻撃職のひとつ〈盗剣士スワツシユバツクラー〉とは、同じ直接戦闘職であっても、基礎となる体力が違う。後衛からの援護を受けられる状況なら、泥沼の殴り合いになったとしても体力で押し切ることが可能。それがデミクァスの思おも惑わくだった。

　小娘の〈森ド呪ル遣イいド〉が後方から目前の剣士を回復しているらしいが、その総量は自らの与えるダメージを超えることはない。

　そう確信してデミクァスは猛たける。

「そらっ！　そらそらっ！　その玩具のような剣はなんだってんだっ。お前みたいな軟弱野郎に仲間を守ることなどできるものかっ!!」

「失敬な。突剣レイピアは紳士の武器ですにゃー」

「そのこざかしい軽口もたたけなくしてやるわっ！　ほら、お前の仲間の戦士はもう沈むぞっ！」

「それはどうですかにゃー？」

　剣と拳、銀光と打突音を互いに交換しながらも、にゃん太とデミクァスの戦闘はさらに激しさを増して行く。

　激しい土煙を巻き上げて、確かに直継は追い込まれていた。

　８人からの連続波状攻撃を受けて、そのＨＰは残り２４００。実に８割を失っている。しかし直継はその状況下でもなお冷静に、半はん身みの構えを崩さずに〈ブリガンティア〉たちの攻撃を捌さばき、その隊列を制御する。

　パニックになりかねない状況でも冷静さを失わない。それは優秀な前衛として不可欠の能力だったが、直継の異様なまでの滑らかな動きは、経験の足りないセララには凄まじい気迫を伴って目に映った。

「呪文準備」

　シロエの囁き。馬が走るようにうるさい自分の心臓の鼓動を、耳の中で聞きながら、セララはうわずった声で「はひぃっ」と返答する。

「そろそろ行くぜっ。シロエっ！　〈キャッスル・オブ・ストーン〉っ!!」

　直継は叫ぶと共に、盾を引き寄せて不動の構えを取る。直継の盾も、鎧も、そして剣さえも悠久の歴史を感じさせるような大理石の光沢を帯びて、魔力と気をまき散らす。

「なっ。なんだっていうんだっ」「知るもんか、あと一息だ。仕留めろっ!!」「喰らえっ！〈アサシネイト〉っ!!」

　８人の〈ブリガンティア〉の中に〈暗殺者アサシン〉が混じっていたのだろう。巨大なダメージを生み出す必殺の技を直継に向ける。その剣は空気を灼くような擦過音を立てて直継の鎧に吸い込まれ、致命傷を与えるはずだった。

　しかし、〈暗殺者アサシン〉の放つ必殺攻撃は、硬質な響きと共に直継の盾に跳ね返される。

〈キャッスル・オブ・ストーン〉。

〈守護戦士ガーデイアン〉に許された強力な防御技のひとつ。10秒という短い時間ながら、すべての攻撃からダメージを受け付けなくなる緊急防御特技だ。大理石の城塞と化した直継は、不破の盾となって前線を支える。

「いったですにゃ？　直継っちはそうそう落ちないですにゃ～」

「今だ、セララっ。直継に多重回復っ!!」

　セララは弾かれたように１歩を踏み出す、と両手を天にさしのべる。

　詠唱するのは、対個人用「脈動回復呪文」。すでに詠唱されているパーティー全体用「脈動回復呪文」に、さらにもうひとつの「脈動回復呪文」を重ねるのだ。

　それでもセララは止まらない。

　ふたつの設置型呪文を重ねたあとに、さらに即時回復呪文の詠唱をはじめる。19レベルという限られた自分の実力を限界まで使って「知っている限りの回復呪文」を、前線に送り続ける。

　回復職である自分にできることはたったひとつ。

　自分を守ってくれる前線を、自分の回復呪文で守ること。

　セララの耳にはギルドマスターである〈施療神官クレリツク〉のなつかしい声が響いている。

「脈動回復呪文」の真のメリット。

　それは、設置型ゆえに空いた残りの時間を使い、更なる回復呪文を多重詠唱できることにある。回復だけにすべてを賭けた〈森ド呪ル遣イいド〉のポテンシャルは想像を超えて高い。瞬間的な回復力であれば、他の２職を凌駕する。

　そしてそれはたとえレベルが19であっても侮あなどることはできない実力を示す。残り２割を切っていた直継のＨＰは、セララの矢継ぎ早な回復呪文を受けながらみるみると治癒してゆく。

「無駄な時間稼ぎをっ！」

　一方にゃん太に迫るデミクァスはより一層の憤怒を募らせる。

　たしかに〈キャッスル・オブ・ストーン〉は強力な防御特技だ。同じ戦士職として〈武モ闘ン家ク〉であるデミクァスが羨望を覚えるほどに。しかし、どんな強力な技にも弱点は存在する。

〈キャッスル・オブ・ストーン〉でいえばそれは再使用規制リキヤスト時間・タイムの長さにある。あの不破の奥義は10分に１度ほどしか使えないのだ。

　10分の時間があれば、目の前の猫たちを20回殺してなお釣りが来るだろう。それにそもそも〈キャッスル・オブ・ストーン〉を使用したということは、とりもなおさず、あの戦士が自分たちの攻撃に耐え切れていないということを示しているではないか。

　10分間、つまり６００秒のうち10秒だけ物理ダメージを遮断する技。そういい換えれば、〈キャッスル・オブ・ストーン〉が無敵の奥おう義ぎなどではなく、むしろ窮余の一策であることは明白だ。

〈キャッスル・オブ・ストーン〉の効果時間が切れたときが、こいつらの最期なのだ。デミクァスの脳裏には、もはやそれは確定した未来として映じていた。

　デミクァスの熾し烈れつな攻撃に、にゃん太もみるみる追い込まれていく。セララはパーティーのステータスを確認しながらも、自分の実力の低さに悔悟の念が押えきれない。

　前線で８人の〈ブリガンティア〉を相手取っているあの〈守護戦士ガーデイアン〉も、そして今までずっと自分を優しくかばってくれたにゃん太も、傷ついている。

　自分の全力の回復でも２人を救うことは出来ないし、その回復呪文をささえるＭＰさえも、実力限界に迫る連続詠唱でみるみる減少してゆく。




「そろそろいいですかにゃ、シロエっち」

「いつでもやっちゃって、にゃん太班長」

　しかし、そんなセララの悲嘆をよそに、青空のような陽気さでシロエとにゃん太は言葉を交わす。

　風に揺れる柳のように滑らかな動きでデミクァスの懐に入り込むにゃん太。一瞬驚愕するデミクァスだが、目の前の細身の男を跳ね飛ばすかのように膝を蹴り上げる。

　しかし次の瞬間、にゃん太はその蹴り上げられた膝を足場にし、空中へと躍り上がる。

　きらめく銀光。

　にゃん太の左右の手に握られたふたつのレイピアは風を裂き、紫電の速さで躍る。３つ、４つ、５つ──セララに追えたのはそこまでだった。無数に分裂したかのようなにゃん太の剣は、いつの間にかびっしりとデミクァスの身体に設置された瑠る璃り色いろの茨いばらを正確に突き破る。

　全12職中最速の攻撃を誇る〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の二刀流多段攻撃はシロエの攻撃能力強化により切れ味を付与され、さらには設置されたトラップ呪文〈ソーンバインド・ホステージ〉を起動させてゆく。

　にゃん太の斬撃。

　シロエの〈ソーンバインド・ホステージ〉。

　そのふたつが一セットになった攻撃が、２秒弱のうちに10回も繰り返される。にゃん太が斬撃を放つたびに、起動した呪文は電球が破裂するような閃光と衝撃波を辺りにまき散らしてゆくのだ。

　弾倉という極度に狭い空間で起きた爆発が、圧縮されながらその破壊力を高めるように、棒立ちになったデミクァスはまるで透明人間に四方八方から突き飛ばされたようによろめき、一言を発する間もなく絶命した。

「なっ！」「ギルマスがっ」

　動揺が広がるのは早かった。

　回復役がしっかりついていたはずの90レベル戦士が一瞬で事切れたのだ。その光景は、〈エルダー・テイル〉のプレイ経験が多ければ多いほど、疑心暗鬼と絶望を駆り立てる。

「にゃん太さん……」

　セララの呆然たる呟きもそれを示している。目の前で起きた一瞬の攻防に理解が追いつかないのだ。

「剣を引けっ、お前たちっ！」

　直継の一喝。その声にお互いの表情を窺い合う〈ブリガンティア〉のメンバーは、自分たちの後方から響く悲鳴に今度こそ蒼白になる。

　そこにあったのは、倒れた仲間のヒーラーと、ギルドのナンバー２、灰色のローブを着たロンダーグが片腕を切り落とされてうずくまる姿だった。

　空白の３秒間をもっとも効率よく使った黒髪の少女は、花のように可憐な姿を、冷酷な殺人兵器の気配で包み、ロンダーグの首筋に小太刀を押し当てる。




　　▼７




　セララと同じ光景を見ていたアカツキは、今起きたことをおおよそは把握できていた。

〈冒険者〉の肉体は高性能だ。それは敏捷性、筋力といった点はいうに及ばず、どうやら動体視力までもが、現実世界の肉体より向上しているらしい。

　アカツキは幼い頃から剣道を学んでいたが、現実世界で、あのような剣速を追えるかといえば、はっきり無理だと断言できる。今の出来事さえ、目で追えたのは半分がよいところだ。

　視覚的に得た複数の情報を脳内でつなぎ合わせ、推論で補正をかけた上で〝見た〟というのが正しい。

　アカツキは武器攻撃職最大の攻撃力を持つ〈暗殺者アサシン〉である。そのアカツキが最高の一撃を放ったとしても、90レベルの〈武モ闘ン家ク〉を絶命させることはできない。

　もちろんアカツキはデミクァスを援護していた回復術師を制圧していた。デミクァスのＨＰは万全ではなかっただろう。しかし、だからとはいえ、戦士職を一瞬で落とすなど異常だ。

〈エルダー・テイル〉における戦闘とは、基本的に削りあいである。この世界において、必殺技とは言葉の比喩的な意味合いにおいて存在するのみで、「必殺」であることなどは滅多にない。

　どのような強者でも、同レベル同士の戦いともなれば、何十もの攻撃を繰り返して決着がつくものだ。回復役が控えている場合など、千日手になる方が普通で、勝負が決まることの方が少ない。

　それは〈エルダー・テイル〉の経験が深いプレイヤーであるほど理解しているために、半ば以上常識になっている前提だった。

　にゃん太が発生させた異常なまでのダメージ。

　その秘密は、おそらくあの瑠璃色の茨のような輝きだろう。シロエの呪文〈ソーンバインド・ホステージ〉。それは〈付与術師エンチヤンター〉の持つ設置型のトラップ的呪文だ。味方の攻撃に連動して１０００ほどのダメージを与える５つの茨を、敵の身体に〝設置〟する。

　しかしそれらすべてを発動させても合計５０００ダメージ。普通に考えれば、デミクァスのＨＰの３分の１強でしかない。にゃん太の攻撃を加えても、デミクァスを倒すことはできないだろう。

　何度も繰り返した連携訓練で、アカツキはシロエのよく使う呪文をかなり詳しく把握している。

〈ソーンバインド・ホステージ〉はシロエの得意とする呪文だから、アカツキもその茨のようなエフェクトを見ただけで識別できるほどだ。

　その〈ソーンバインド・ホステージ〉の再使用規制リキヤスト時間・タイムは15秒。

　おそらくだが、シロエがこのトラップ型呪文をデミクァスに仕掛けたあと、にゃん太は14秒待機したのだ。

　にゃん太はデミクァスの攻撃をいなしながら、14秒の間耐えた。その間に接近し有利な位置を確保し、タイミングを見計らったのだ。

　そして定められた瞬間、宙に飛び上がり左のレイピアで５つの連続攻撃を放った。当然のようにその攻撃は茨を貫き、設定された追加ダメージを発生させる。

　そして、その瞬間に再起動規制時間を終えたシロエは〈ソーンバインド・ホステージ〉呪文を、再びデミクァスに着弾させる。まだ空中にあるにゃん太は半回転し、右のレイピアで５つの連続攻撃を放つ。

　左右で10の連続攻撃。

　再起動規制時間を読み切って、ふたつ連結させた〈ソーンバインド・ホステージ〉。10の連続攻撃は、10のトリガーとなって、すべての茨を炸裂させた。

　それがアカツキの見た戦闘の真実。




　しかし、それはアカツキがシロエとの連携訓練を通して、その呪文特性を学んでいたから見て取れたにすぎない。

　宙に躍り上がった〈盗剣士スワツシユバツクラー〉の攻撃にはまったく間隙というものがなかった。わずか２秒ほどの間に10の刺突を加えるのは、おそらく〈盗剣士スワツシユバツクラー〉固有の特技だろう。

　２秒の間に10の攻撃。単純に考えれば、ひとつの攻撃にかかった時間はコンマ２秒だ。その５回めと６回めの攻撃の〝隙間〟に新しい〈ソーンバインド・ホステージ〉を着弾させるなど、人間業とは思えない。

　絶技に分類されるだろう。

　たしかにそんな攻撃を加えることができれば、戦士職のＨＰを一瞬で削りきることも可能だろう。

　だが果たしてそれは容易く実行可能か。

　そう問われれば、答えは断じて否だ。

　アカツキは唇を嚙みそうになって、慌てて表情を取り繕う。まだ戦闘が終わった訳ではないからだ。

　自分の見た事実と、常識的な思考が衝突するのを感じている。

　シロエと10日以上連携訓練を積んだ自分でも真似事すらおぼつかない。そんな精緻な連携を、久しぶりにあったようなふたりが、しかもたいした打ち合わせもせずに実行する。

　だがしかし、アカツキが受けた衝撃を〈ブリガンティア〉の面々は数倍の大きさで受け取ったようだった。

　──目前の男たちはいったい何者なのか？

　──デミクァスを葬り去った攻撃力はどこから得たのか？

　──まさか彼らのレベルは90を越えているのではないか？

　──そしてその正体は他の地区からの粛清部隊ではないのか？

　アカツキでさえ推論を重ねなければ理解できないこの攻撃を、初見で回避するのはほとんど不可能と言える。回避どころか、理解することさえ不可能だろう。

「いつの間に……。そんな……」

　その凶暴なまでの戦闘能力でギルドをまとめていたリーダーのデミクァス。そしてデミクァスとはそりが合わないながらも、その知謀で〈ブリガンティア〉を支えていたロンダーグ。

　ふたりの指導者を失った野盗たちは、まだ戦力のほとんどが温存されたままだったにもかかわらず、もはや抵抗する精神力をへし折られていた。

「僕たちは『パルムの深き場所』を越えてやって来ました」

　シロエは進み出でて、アカツキが取り押さえたロンダーグに語りかける。

「アキバの街とここは、もはや往来できないほどの距離ではありません。僕らがその方法も地図も手に入れ、報告しましたから。──こんな騒ぎは、もうお終しまいです」

　現実はそこまで楽観視できるものではない。

　アカツキたちは〈鷲獅子グリフオン〉の助けを得てここまでやってこれたが、すべてのプレイヤーがその速度で旅をできるかといえば不可能だ。

　いまだに〈エッゾ帝国〉まで来るのは長い旅を必要とする難事業だというのが事実である。

　しかしシロエは敗北感を植え付けるためにあえて断定的な口調でたたみかけたのだろう。ロンダーグの首筋に小太刀を突きつけたアカツキも、冷たい刃を薄く滑らせて、シロエの言葉を強調する。

「この場は僕らの勝利です。──残りの首は、預けておきましょう」

　シロエは素早く懐から抜いた短刀ダガーで、デミクァスの首を切り落とす。振り下ろした刃の、肉を断つ濡れた音にわずかにシロエの表情が曇るのをアカツキは見た。

　当たり前だ。いくら死なないとはいえ、他人の首を刈るなんて、したくはないだろう。しかしシロエは、あえて酷薄そうな口調を崩さなかった。

『死』のない世界で、首をはねるというその行為が、どこまで意味のある罰となるかは判らなかったが、アカツキにはそれは彼らが支払うべき代償だと思われた。自らを賭けたならば、敗れて失うのもまた、当然なのだ。

　シロエの見せた冷然たる態度と射殺すような凝視に〈ブリガンティア〉のメンバーはじりじりと下がる。




　凍り付いた沈黙を切り裂いたのは、グリフォンの鋭い鳴き声だった。

　西の空から現れた３騎のグリフォンは矢じりのような編隊でいささか乱暴にシロエたちに向かって舞い降りてくる。

「セララさん。来るですにゃっ！」

　いつの間にかレイピアを納めて手を差し出したにゃん太はセララを引き寄せると、荷物のように彼女を抱えてグリフォンに飛び乗る。

　直継は、それより早くグリフォンにまたがると、アカツキを庇かばうように１歩前に出た。

　直刀を一振りして血を払うアカツキの先にシロエがいる。シロエは、いつもの気むずかしそうな、それでいて心配そうな視線でアカツキを見た。

「アカツキ、行こうッ！」

　だからアカツキは頷く。

　何度も繰り返したように、伝わらない感謝と敬意を込めて。

「行くぜ！　出発進行、脱出祭りだぜぇっ！」

　まるで騎兵隊の突撃宣言のような台詞を叫びながら飛び上がる直継のグリフォン。それに続いてにゃん太の砂色のグリフォンが大地を蹴る。

　シロエの伸ばされた指先に、少しだけふれるようにアカツキはその背後に飛び上がる。強化された〈冒険者〉の体術であれば、シロエの補助がなくてもグリフォンの背に乗ることは可能だ。

　しかし、この乗騎はシロエのものである。無言で飛び乗ることは不作法に思え、かといって口頭で許可を取るのも他人行儀のようで、アカツキはいつも、シロエの指先に導かれてその背中の席を借りるのだった。

　シロエは最後まで〈ブリガンティア〉に視線を注いでいたが、諦めたかのようにため息をつくと、背後のアカツキに声をかける。

「行こう」

　アカツキは小さく頷いた。ブーツのかかとで合図を送られたグリフォンは、呆然と見上げる〈ブリガンティア〉やススキノから出てきた〈冒険者〉の視線の先で風の階段を登ってゆく。

　こうして３頭の巨大な飛行生物は、雄大で獰どう猛もうな羽ばたきを残して飛び立った。

　シロエとにゃん太の連携に感じた淡い痛みも、ススキノの街で感じた苛立ちも、こうしてグリフォンの背で風を切ればすべては青い空にちりぢりになって吹き飛ばされてゆく。

〈三日月同盟〉所属の少女、セララの救出は完遂したのだ。

　アキバの街に辿り着くのには、また１週間の旅を続ける必要があるが、それでも務めを果たすことはできた。事は成ったのである。

　冷たい風が叩きつけてくるが、アカツキの安らぎは揺らぐことがない。アカツキは任務完遂に静かな満足を覚えて、シロエの背中にしがみついた。

「主君」

「なに？　アカツキ」

「いや、なんでもない」

「そっか。……帰ろう。アキバに」

「うんっ」

　発した瞬間から風に掠さらわれてしまう言葉を残して、青い空はただひたすらに、アカツキの周囲を千切れ飛んでゆく。

　３騎のグリフォンは、籠かごから解き放たれた雲雀ひばりのように、南の空を目指して羽ばたくのだった。





〈ログ・ホライズン１　異世界のはじまり　了〉



























　　［あとがき］




　はじめましてのみなさん、はじめまして！

　ネットでおなじみのみなさんは、またお会いできて嬉しいです！

　橙乃ままれです。

　今回は『ログ・ホライズン１　異世界のはじまり』をお買いあげ下さってありがとうございます。本書は２０１０年４月よりＷｅｂ連載していたものを編集、改稿してとりまとめたものです。書籍化にあたり、一部の設定を改め、また文章のクオリティアップと可読性上昇のために、改稿を加えました。お手元の１冊に加えてもらえるとうれしく思います。




　なんて退屈な前置きはうっちゃり投げて、橙乃（妹）の話をしようと思います。一部で流れている噂通り、橙乃には橙乃（妹）がおりまして、これが病弱で困ります。

　橙乃も大概ですが、橙乃（妹）はすごく頭の悪いイキモノです。

　その昔、幼い頃。

「子持ちししゃも」のおなかいっぱいに入った卵は、お尻から注射器で入れるんだよ、と説明したら、あっさり信じました。「カラフトの職人さんたちが凍えるほど寒い広い工場で頑張って注射しているんだよ」、という橙乃の話を、真剣な表情でコクコク頷いていた橙乃（妹）の姿を今でも覚えています。

　先日、この「ししゃも注射説」を、橙乃から教え込まれたという事実はすっかり忘れはてて、トリビアのように披露してました。

　それ、トリビアはトリビアでも、うそっこトリビアですから。

　もちろんいさめるようなことはせずに、生真面目な表情で感心しておいたのですが、とうとう別の場所で真実を知ったらしく、ひどく怒られました。

　橙乃（妹）がまたひとつ大人の階段を昇ったわけですが、そもそも彼女が上ってる階段自体が、下りスカレーターみたいなものですから、昇っているのだか、背景が後ろにスクロールしているだけなのか、よく判りません。

　後日、念のために「ししゃも注射説」をＷｅｂで検索したところ、なんと都市伝説よりはリアリティがある噂として事実あるのだそうで、橙乃のデマカセ能力も現実には及びません。

　あらためて橙乃（妹）に「オスのししゃもには注射で卵入れて販売する事もあるらしいよ」と教えてやったのですが、布団をかぶって、口をきいてくれなくなっていました。もうこの件は信用してくれないようです。人間、信用を築くには長い時間が掛かりますが、失うのは一瞬です。──この場合10年近く騙されてた妹のほうもおばかだと思うんですけれど。

　もっとも橙乃も橙乃（妹）も、生来、あんまり記憶力の良くないイキモノなので、しばらくすると夕飯のことで頭がいっぱいになって、すっかり忘れ果ててしまうと思います。




　こんな調子で、イギリスとアイルランドのように仲が良い橙乃兄妹ですから、「このあいだ話して聞かせた、ほら『ログホラ』っての。──あれさ、こんど本屋に並ぶんだぜ？」と報告したのですが、まったく信用されませんでした。「噓つくな、バカ兄」とか、そういう反応です。

　それも当たり前なんですけど。橙乃（兄）だって、未だに出版だなんて半信半疑なほどですから。兄の言葉は全部噓だと思ってる橙乃（妹）は、放置しておくとそれはそれで楽しいので、無理に説明しようとはしていません。

　そんな経緯を経てみなさんのお手元に届いた『ログホラ』です。

　Ｗｅｂ版よりも一層大暴れなキャラクターたちがお話をリードしてくれると思います。

　その象徴が、章扉の登場人物ステータス画面です。この章扉に記載されたアイテムは、なんと！　ツイッターで２０１１年１月に公募したものなのです。

　全部で３００近いアイテムを投稿して頂きまして、その中からIGM_masamuneさん、LANさん、akinon29さん、ebius1さん、gontan_さん、izuminoさん、kane_yonさん、oddmakeさん、roki_aさん、sawame_jaさん、vaisoさんのものを採用させて頂きました。ありがとうございました!!　ここでは名前をあげきれませんが、投稿してくださったみなさまに感謝です。シロエ達も喜んでいます。

　元々ネットから始まった『ログホラ』ですから、２巻以降も、こんな形の企画を続けていきたいと思います。詳しい、そして最新のニュースはhttp://mamare.netへ。『ログホラ』以外の橙乃ままれ情報も扱っております。

　最後になりましたが。書籍化にあたってプロデュースしていただいた桝田省治様、超絶かっこうよいイラストを描いて下さったハラカズヒロ様、デザインして頂いた椿屋事務所様、校正して頂いた大迫様、エンターブレイン編集部Ｆ田様っ！　ありがとうございました！

　この本を読んでくれたみなさんが、シロエたちの冒険を楽しんでくれれば、この本はそれをもって完成です。では、美味しく召上がれ。





〝ししゃも大好きな〟橙乃ままれ　
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